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			捨てられた勇者は魔王となりて死に戻る③

			悠島蘭

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			Ｓｔｏｒｙ４－１　淫夢魔族(サキユバス)

			Ｓｔｏｒｙ４－２　城壁都市・ガンダロス

			Ｓｔｏｒｙ４－３　共存派閥

			Ｓｔｏｒｙ４－４　反逆の冒険者

			Ｓｔｏｒｙ４－５　急転する舞台

			Ｓｔｏｒｙ４－６　最終決戦

			Ｓｔｏｒｙ４－７　いざ、念願を

			Ｓｔｏｒｙ４－８　これから

			Ｓｔｏｒｙ４－ａｎｏｔｈｅｒ　何気ない時間

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ４－１『淫夢魔族(サキユバス)』

			　

			　どうしてあの人は、耐えられるんだろうと思ったことがあった。

			　

			　私が通うクラスには、いじめられている人がいる。

			　中学生から高校生になっても、ずっとずっと。

			　口にするのも憚られるような、気の弱い人だったら想像するだけでも吐いてしまうような、ひどい、という言葉では言い表せない所業が繰り返されている。

			　

			　何度も憎悪のこもった瞳を見た。苦痛の叫びを聞いた。

			　だけど私は、彼の涙を見たことは一度もなかった。

			　彼はそんないじめを受けているにもかかわらず、学校を休んだこともなかった。

			　理由がわからなかった。

			　けれど、きっと強い人なんだって、のんきな感想を抱いていた。

			　

			『助けよう』と、考えたことも実はある。

			　しかしそんな意識は、教室に響く殴打の音であっという間に霧散してしまう。

			　私は生まれつき、影が薄く、人付き合いが苦手で、友達も少ない。

			　そんな私の言うことを、誰が聞いてくれるのか。信じてくれるのか。

			　だから、やめよう、と。

			　意味のないことをして、私がいじめを受けても嫌でしょう、と。

			　悪魔が顔を覗かせて、囁くのだ。

			　恐怖から自分を守るために、弱い私はあっさりと反逆心を捨てる。

			　自分は悪くないと、言い訳をするように甘い言葉を並べて。

			　

			　そして、その罰が当たったのだろう。

			　私たちは、異世界へ拉致されて、勇者として戦うことを強いられてしまった。

			　

			　初日には、自殺も考えた。わけのわからない状況に、精神が崩壊寸前だったのを覚えている。

			　そんな私を踏みとどまらせたのは、件の彼だった。

			　過去に私が見捨てた彼は、ひたむきに諦めず、一人で生き残るすべを考えていたのだ。

			　彼が拙くも剣を素振りする姿を見た途端、己が恥ずかしくなった。

			　ただただ現実を享受するだけで、自我のない自分。

			　風に吹かれれば簡単に流される、諦めてばかりの私を殺したいと願ったのは、この日が初めてだった。

			　知らず知らずのうちに、私は意思さえ捨て去っていたのだ。

			　

			　変わろうと思った。

			　なんの考えもなしに、ただ単純に。方法など、結果などわからないけれど。

			　だから、ダンジョン攻略部隊に立候補した。

			　そして今、なんの因果か、私はその彼――桂(かつら)木(ぎ)大(だい)地(ち)くんと一緒に行動をしている。

			　近くにいれば、わかる。彼がどれだけ優しく、強い人であるのか。

			　

			　ただ、今の自分は、仮初の姿でしかない。

			　力を授かり、変わったつもりでも。

			　まだ本当の『早(はや)瀬(せ)風(ふう)子(こ)』じゃない。

			　彼に守ってもらっている『臆病者』だ。

			　

			　だからこそ、願う。

			　守られるだけでなく、頼られたい。

			　彼が心配ではなく、信頼をしてくれる人間でありたい。

			　どんなに願おうとも、行動を起こさなければ人間は一生、その場にいるままなのだ。

			　

			　悔しさを胸に抱いて、私は歩む。

			　過去を繰り返さないように。逃げずに力を貸せるように。

			　そんな『早瀬風子(りそう)』を心に刻むのだ。

			　

			◆桂木大地視点◆

			　

			　この世界には、都市と都市の間にきちんと整備された道がある。

			　馬車を使ってそこを通れば、半日程度でたどり着くようになっているのだ。

			　だが、それは一般市民の話。

			　俺や結愛(ゆいな)のようなハグレ者は例外だ。

			　誰にも見つからないように、危険のある森の中を通るか、魔物が現れやすい深夜まで、人がいなくなるのを待つしかない。

			　俺と結愛は前者を選んだ。

			　俺たちのレベルなら、野良魔物は相手にならないからな。

			「やっぱり歩くとなると時間がかかるわね」

			「いいんじゃないか？　たまには、こういうのも」

			「私たち、ラビリンスからずっと歩きっぱなしなんですけど」

			　不満を、視線と一緒に訴えかけてくる結愛。

			　俺たちの攻略ペースは異常である。のんびりしていたのは、【リガルの魔窟】に入る前に、王宮で魔法を教えてもらっていた時くらいか。

			　俺は追放されてたから、独学で、ほとんど前準備ができていなかったけども。

			　ダンジョンの中も徒歩。都市間の移動も徒歩。

			　結愛の言う通り、歩いてばかりだ。

			「そうか。なら、いい方法があるぞ」

			「えっ、なになに!?　馬でも召喚するの!?」

			　食いつきのいい結愛に、俺は以前から温めていた移動手段を提案する。

			「空を飛ぶ」

			「却下で」

			「天風《ウインド》の応用だな。実際に空を飛ぶというよりは、空から落ちないようにするんだが」

			「嬉々として話すのやめてくれない!?　嫌なんですけど！」

			　どうやら不評のようだ。

			　俺としては、全然ありだと思うんだがな。

			　これを拒否されると、もう俺には手の打ちようがない。

			「これもホームにつくまでの辛抱だからな。もう少し我慢しろ」

			「えぇ……」

			「……そこまで言うなら仕方ない。ほら」

			　俺はしゃがむと、背中を結愛に向ける。

			「え、なに？」

			「おんぶだよ。俺の親切心」

			「やった！　さすが大地！　気が利くじゃない」

			　結愛は遠慮せずに、背中に体を預ける。

			　思っていたより、ズシリと負荷がかかった。

			「……なぁ、結愛。お前、太ったんじゃないか？」

			「……装備よ、装備」

			「ダンジョンでの朱(しゆ)里(り)はもっと軽かったぞ」

			「う、うるさいわね！　朱里ちゃんよりも背が高いんだから、重いのも当然でしょ！」

			　そういうことにしておこう。

			　からかうのもほどほどに、俺は立ち上がって歩き出す。

			　木々が生い茂り、自然の屋根が出来上がるほど緑が頭上に広がっている。

			　ここから時短のためとはいえ、虫がいるかもしれない、しだれた枝に突っ込むのは嫌だった。

			「結愛。もっとしっかり掴まってくれ。動きにくい」

			「あっ、ごめん。これでいい？」

			　首に手を回して、彼女は密着する。

			　柔らかな感触が、ぎゅっと背中に押し当てられた。

			　……動揺することはない。

			　俺はもう大人の階段を上った男。

			　それとなく注意してやろう。

			「……鼻の下、伸びてるわよ」

			「なっ!?」

			　慌てて、自分の顔を触る。

			　だが、鼻の下が伸びているなんて、自分では確認のしようがない。

			　恨めしい目を向ければ、結愛はいたずらが成功したことに満足げな顔をしていた。

			「ぷぷっ……引っかかったわね！　私から大地の顔が見えるわけないでしょ」

			「はぁ……わざわざこんなことするために、お前も体を張るなよ」

			「誰にだってしたりしないわ。こういうのは大地だけだし。それに……」

			　そっと結愛は耳元に口を寄せる。

			　生暖かな吐息がかかって、くすぐったい。

			「こういうやり取りも、朱里ちゃんのいない今のうちに楽しんでおきたかったの」

			「……それを言われると、俺は謝ることしかできないな」

			「冗談だって。ちゃんとわかってるし。だから、楽しんでいるわけだしー？」

			　からかうような声色だが、結愛の心のうちはわからない。

			　俺がはっきりしないせいで、辛い思いをさせているのは事実だ。

			　……少しだけ付き合おう。

			　ちょうど都合のいい場所に出てこられたしな。

			「そうだな。俺も結愛と楽しいことをしよう」

			「なになに？　珍しく乗り気じゃん」

			「俺だって悪魔じゃないからな。こういうこともある」

			「魔王のくせに？　まっ、いいけど。何してくれるの？」

			「こういう経験が乏しいから、あんまりいい案はないが……こういうのはどうだ？」

			　

			「――天風《ウインド》」

			　

			　ニヤリと嗤って、魔法を唱えた。

			　刹那、青ざめる結愛が降りようとするが、俺はがっちり太ももを掴んで離さない。

			　俺たちはぐんぐん地上から離れて、天へと昇っていった。

			「きゃぁぁぁぁ!?」

			　結愛の叫び声が、キーンと響く。

			　してやったりの俺には、それも心地よく聞こえた。

			「降りてよ!?　早く！　私、高いの無理なの!!」

			「安心しろ、結愛。すぐに落下する」

			「へっ？」

			　俺は続けて天風《ウインド》を使うことはしていない。

			　支えの風を失った俺たちは、当然落ちていく。

			「し、死んじゃう!?　ここから落ちたら、さすがに死んじゃうから！」

			「問題ない。俺が下敷きになってやろう」

			「そういう問題じゃないわよ!?」

			　こんな状況でも、律儀に突っ込む姿が面白い。

			　涙目の結愛も見られたので、満足した俺は、もう一度天風《ウインド》を使って無事に着地する。

			　そして、背中でぐったりしている結愛にサムズアップしてみせた。

			「どうだ？　最高だっただろ？」

			　聞いたこともないような罵(ば)倒(とう)が返ってきたのは、言うまでもない。

			　

			　そんなやり取りを挟んだ後、俺たちはまじめに進んでいた。

			　おんぶは続行中である。

			「朱里ちゃんたち、うまくやれてたらいいんだけど」

			　先日、リリーがダンジョンボスを務める【灼熱の処刑場】を踏(とう)破(は)した俺たち。

			　そこから持ち出した宝石の類を売りつけ、それを元手に俺たちのベースとなる家を買う予定になっている。

			　先行している朱里たちが、その役目を担ってくれていた。

			「問題ないだろ。相場で嘘をつかれても、風子の能力があればすぐにわかる」

			「それもそっか。リリーがお宝いっぱい持っていて、助かったわ」

			「ダンジョンに挑戦してきて死んでいった冒険者の遺品を、拾ったものらしいけどな」

			「気にしない、気にしない」

			「怨念が襲ってくるかもしれないぞ？」

			「でも、大地が守ってくれるでしょ？」

			　……したり顔に腹が立つ。

			　でも、彼女の言うことは事実なので、だんまりを決め込むことにした。

			「結愛は、ガンダロスについて何か知っているか？」

			「ううん。リリーがおすすめしてくれたってことぐらいしか……。大地は？」

			「風子に頼んで、ガンダロスの特徴を調べてもらったんだよ。それでわかったんだが、ちょっと特殊らしいぜ」

			「特殊？　もう何があっても驚かないけど、聞かせて」

			「ああ。なんでも人間と魔物が――」

			　――と、言おうとした瞬間、言葉を遮るように、大きな悲鳴が響いた。

			「きゃぁぁぁぁぁ!!」

			　明らかに普通じゃない様子が想像できる。

			「ねぇ、今のって……？」

			「ああ、誰かが襲われている。結愛！　方向はわかるか!?」

			「待って……！　あっちよ！」

			　魔力の反応で居場所がわかった結愛の指示に従って、駆け出す。

			　断続的に続く叫び声。

			　徐々に近づくと、木々の間から小さな姿が見えた。

			「子供!?」

			「後ろのは盗賊か！」

			　子供をつけ狙う、いかにもな格好をした男が二人。

			　それだけじゃない。

			　奴らの手には、ナイフが握られていた。

			　明らかに過剰な装備で、命を刈ろうとしている。

			「飛風刃《ウインド・スライス》！」

			「凍冷槍《フリーズ・ランス》！」

			　同時に放たれた魔法が、盗賊を襲う。

			　風の刃が体を切り裂き、氷の槍は頭を貫いた。

			　どうせ正体を見られたからには、殺すつもりだった。順序が入れ替わっただけで問題はない。

			　それよりも倒れている子供が心配だ。

			「大丈夫？　けがはない？」

			　背中から下りた結愛が、子供に駆け寄る。

			　桃色の髪。

			　年齢には似合わない大人びた服装から、女の子だとわかった。

			　涙を流し、結愛に抱き着く姿は年相応で可愛らしいが、俺は善の心を押し殺す。

			　さっきは遠目だったから気が付かなかったが、少女の頭にありえないものが生えていたからだ。

			　少女の側頭部から伸びた、小さな黒い二本の角。

			　その先端は鋭利で、人を殺すには十分の武器だった。

			「結愛！　離れろ！」

			「だ、大地？」

			　俺は無理やり二人の間に割って入り、少女を離す。

			　そして、肩を掴んで、自分の前に立たせた。

			「……どうして、一人でここに？」

			　少しだけ低い声音で、少女に尋ねる。

			　ビクッと肩を震わせる女の子。

			　結愛は、ジト目をこちらに向けてきた。

			「ちょっとちょっと……どういうつもりなの？　こんな可愛い子を捕まえて」

			「お前……魔物だろ？」

			「は、はぁっ!?　あんた、いったいなに……言って……」

			　反論しようとする結愛だが、俺が少女の髪をかきあげたことで言葉を失った。

			　より露わになる黒光りする角。

			「う、嘘……。に、人間型の魔物？」

			「だろうな。なぁ、教えてくれないか？　どうしてここに？」

			「…………」

			「……何か力になれるかもしれない。よかったら、話してくれないか？」

			　しゃがんで、少女と目線の高さを合わせてから、頭を撫でる。

			　すると、彼女はおそるおそるといった感じで口を開いた。

			「わ、私……ある人を捜していて……あの人たちに見つかって……」

			「誰を捜していたんだい？」

			「ゆ、勇者様！　私たちの！　魔族の勇者様！」

			「っ！」

			　結愛と顔を見合わせる。

			「……その勇者様の名前は？」

			「カツラギダイチって……ミアレ様が……」

			　……なるほどな。

			　これで間違いないだろう。

			　彼女は俺たちに敵意を持っていない。

			「オープン」

			　ステータスを開いて、名前の部分だけ少女に見せる。

			　すると、彼女は目を見開いて、今度は俺の胸元に飛び込んできた。

			　見上げる瞳には、涙が浮かんでいる。

			「勇者様……私たちを……淫夢魔族(サキユバス)たちを助けてください！」
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			Ｓｔｏｒｙ４－２『城壁都市・ガンダロス』

			　

			　城壁都市。

			　周囲を囲む大きな壁は、いかなる敵も通さない。それは魔物であっても。

			　だから、この街――ガンダロスにはそんな二つ名がつけられていた。

			　そしてガンダロスには、他の街とは毛色が違う、もう一つの特徴がある。

			　それは中央に構えられた地下への入り口――ダンジョン【幻想の古城】が置かれていること。

			　ガンダロスは唯一、ダンジョンと共存しているのだ。

			「……っていうのが、風子に教えてもらった話」

			「へぇ……でも、なんで？　理由がよくわからないんだけど、魔物って危険な存在って思われているんじゃないの？」

			「それはだな」

			「人々がダンジョンに落ちているアイテムを欲しがったからです！」

			　さきほど保護した魔族の少女――名をラズニーというらしい――は俺の言葉にかぶせるように、そう言った。

			「初期のガンダロスは土地も荒れていて、食物も育たなかったらしいです。だから、ダンジョンで手に入るアイテムを商品として売って、どんどん繁栄していったのです！」

			「そっかぁ。偉いね～、ラズニーちゃん」

			「えへへ……」

			　結愛に褒められたラズニーは顔をほころばせる。

			　勇者を捜すという責から解かれたおかげで、さっきよりも明るくなっていた。

			　きっと今の笑顔が、ラズニーの本来の性格なのだろう。

			「その努力もあって、こうして活気づいているわけだ。ダンジョン様々だな」

			「はい！　だから街の人も、私のような魔物が外に出ていても、優しく接してくれるんです！」

			「でも、さっき男たちに追われていたよな？」

			「それは……その……」

			　ラズニーの表情が曇る。

			　確かに彼女の言う通り、意に介していない人物も多いが、それと同じくらい敵意のこもった視線をこの街に来てから感じた。

			　前の世界で人の害意にたくさん触れてきたから、俺の勘違いでもない。

			　どうやらガンダロスで、何か異変が起きているようだな。

			「言いたくなかったら、無理しなくてもいいんだよ？」

			「い、いえ！　私が危険を冒してまで、外へ出てきたことにも関係がありますから」

			　ラズニーは俺たちの袖を引くと、人目につかない路地裏に引き込む。

			　誰もついてきていないことを確認すると、やんごとなき事情を口にする。

			「実は……ダンジョンの存在をよくないと考えて、壊してしまおうと企む人たちが、出てきたんです」

			「失礼を承知で言うが……一般的には、その感性が正しいんじゃないのか？」

			「でも、この街にとって、ダンジョンは必要なものなんです！　それは歴史が語ってくれています！」

			「ならお前たちは、それをもって反論しなかったのか？」

			「もちろんしました。けど、相手が……」

			　行動しても、いい結果は生まれなかった。

			　口ぶりからして、敵にはよっぽどの大物がいるようだな。

			　まだ浅くしか知らない俺と結愛は、顔を見合わせる。

			「ラズニーちゃん。その相手について教えてくれる？」

			　彼女はゴシゴシと目じりにたまった涙をぬぐうと、コクコクとうなずいた。

			「……名前はコスタル・グレイク。一年前に就任した、ガンダロスの市長です」

			「市長!?」

			「……ってことは、トップが先導して、街の繁栄を支えていたはずのダンジョンを破壊しようとしてるのかよ」

			　思わず天を仰ぎそうになった。

			　今回の戦いは、思ったより面倒くさい事態に発展しそうだ。

			　鮫(さめ)島(じま)への復(ふく)讐(しゆう)だけでなく、ラズニーたちを救うためにダンジョンを守ることにまで手を出すならば、戦場は街全体に及びそうだな。

			「……ちょっとおかしいんじゃない、そいつ」

			　結愛が怒りに顔を歪ませる。

			　アイテムで潤っているこの街で、ダンジョンの破壊なんて実行しようとしたら、反対意見が湧くに決まっている。

			　押し切ってでも、市民の安全を優先したってことか？

			　あまりにも独断主義すぎる気もするが……。

			　ただ、コスタルはまがりなりにも市長に就任しているわけだから、賛成数が多数あったってことだろうか。

			「それらの説明も追い追い聞く。俺の仲間が向こうで行動を起こしていると思うから、そこでな」

			「勇者様のお仲間さんが、すでにガンダロスにいるんですか？」

			「ああ。ラズニーとは入れ違いになってしまったみたいだな。そいつらも紹介するよ」

			「じゃあ私も、ダンジョンを守ろうとしているおじさんのいるところを教えますね！」

			「おじさん？」

			「私たちの味方をしてくれる、優しいおじさんです！」

			　その言葉に少し驚いたが、すぐに納得する。

			　この街だけだろうな。そうやって表立つ場所に『魔族を支持する』と意思表明する人たちがいるのは。

			　ずっとダンジョンと共に暮らしてきたガンダロスの住民だからだろうが、ありがたいことだ。

			　俺たちだけでは、全員を相手にするのは骨が折れる。

			　それに……ここには鮫島(あいつ)もいることだしな。

			　会いたくて、会いたくて、仕方がない奴が。

			　まずはそっちを片付けなくては。

			「……大地。殺気、殺気」

			「すまん。抑える」

			　思いを寄せる奴と会えるからって、情緒不安定な乙女かよ、俺は。

			　思いと言っても、復(ふく)讐(しゆう)心という負の怨念だが。

			「ゆ、勇者様はとっても強いんですね」

			　殺気にあてられたラズニーは、引きつった笑みを浮かべながらも、賛美の言葉を並べた。

			　いかん。マイナスイメージを持たれた気がする。

			　こんな年端もいかない子にまで嫌われるのは、精神衛生上よろしくない。

			　フレンドリーな感じで……フレンドリーな感じで……。

			「それなりにな。あと、勇者様じゃなくて『大地』でいいぞ」

			「えっ、でも……」

			「子供が一丁前に敬語なんか使わなくていい。普段通りで、な？」

			　口角を吊り上げて、精いっぱいの笑顔を作る。

			　頭を撫でると、ラズニーは少し躊(ちゆう)躇(ちよ)してから、俺の作り物のとは比べ物にならない、可愛い笑みを浮かべた。

			「……うん！　大地お兄ちゃん！」

			「大地だけズルい。私も『結愛』でいいからね？」

			「結愛お姉ちゃん！」

			「かっわいい～。子供ができたら、こんな感じなのかしら」

			　母性をくすぐられた結愛はラズニーを抱きしめて、頬をスリスリしている。

			「……あれだね、大地」

			「なんだ？」

			「今なら、朱里ちゃんの気持ちがわかる。……欲しくなっちゃうね、子供」

			　キュッと結愛は袖を引いて、母の慈愛すら感じられる柔和な顔で、そんなことを言う。

			「結愛までそんなこと言い出したら、ツッコミ役がいなくなるからやめてくれ……」

			　朱里にも結愛にも、ワガママを聞いてもらっているのは俺だ。

			　頭が上がらず、冗談で返すことしかできなかった。

			「あっ、ひどーい。私だってか弱い乙女なんですけど～」

			　か弱い乙女はニコニコ笑いながら、脇腹をつねったりしないと思うんだが。

			　とはいえ、俺はクズ男になるつもりはない。

			「……いずれな」

			　曖(あい)昧(まい)に答えるしかできないのが情けないが、今はこれで納得してもらおう。

			　俺の言葉を聞くと、結愛は白い歯を覗かせて、ツンと横っ腹をつついた。

			「ひゃっ!?」

			「あはは！　女の子みたいな声出してんのー！」

			「お、お前な！」

			「馬鹿は置いといて、行こうか、ラズニーちゃん！」

			　驚いた俺の反応が見られて満足らしく、ラズニーの手を引いてどんどん先を行く。

			　恥ずかしい思いをしたが、それであいつの機嫌が直ったならよしとするか……。

			　ラズニーも緊張がほぐれたようだしな。

			　そうこうしている間にも、ガンダロスは目の前にまで迫っていた。

			「あっ、あれ。早瀬さんじゃない？」

			　目を凝らすと、入り口の門付近で見知った顔が冒険者に絡まれていた。

			　彼女は全く相手をしていないが、男がしつこく話しかけている。

			　助け船を出す意味でも、俺は彼女の名前を呼ぶ。

			「風子」

			「桂木くん！」

			　ぱぁっと顔を輝かせて、風子はこちらに駆け寄ってくる。

			　そのまま俺の後ろに回り込んで、男たちの下種な視線から逃れた。

			　代わって、野蛮な男たちの相手は俺が引き受ける。

			「ねぇねぇ、そんなに怖がらなくていいんだよ～？」

			「そうそう。そんなひ弱そうな奴よりも、俺たちの方がいいって」

			　よそ行きの、善人ぶったうすら寒い笑みを貼り付けて、近づいてくる男たち。

			　モヒカン筋肉と、ロン毛剣士。

			　俺は明確な敵意を露わにし、威厳を見せるように仁王立ちした。

			「悪い。彼女は俺のツレなんだ。ここは引いてくれないか？　お互いに荒事は避けたいだろう？」

			「はぁ？　お前に用はないんだよ。……ってか、他にも可愛い子、連れてんじゃねぇか」

			「俺、あっちの方が好みだわ。気の強そうな奴を、組み伏すのが好きなんだよな……」

			　勝手に妄想を垂れ流し始める野郎ども。

			　あまり気分のいいものではない。

			　よくよく考えれば、わざわざ俺が下に出る理由もない。

			　従わなかったら殴る。従ったらそれで終わり。

			　そうしよう。

			「最終忠告だ。ここで引くなら大目に見る。逆らうなら容赦はしない。お前たちが利口であることを願う」

			「はぁ？　調子乗ってんじゃねぇぞ。邪魔だからひっこんでろよ」

			　モヒカンが自慢の筋力で、俺を無理やり退かせようとする。

			　だが、俺を動かせない。

			　モヒカンが違和感に気づいて、拳を振り上げる。

			　その攻撃は、繰り出されずに終わってしまうがな。

			「あがっ！」

			　俺の拳がどてっぱらに突き刺さる。

			　くの字に折れ曲がった男は、そのまま膝をついて倒れてしまう。

			　筋肉は見掛け倒しだったか……。

			　それはさておき。

			「まだやるか？」

			「い、いや。やめておくよ。悪かったな。それじゃ！」

			　敵わぬ相手とわかったようで、退散した。

			　ていうか、放っておくなよ。仲間じゃなかったのか、あいつ。

			　かわいそうなモヒカンだったが、親切にする義理はないので、放っておいて門をくぐる。

			　不愉快な思いをした女性陣も平然と横を通りすぎて、ガンダロスへと入った。

			「大丈夫だったか？」

			「怖かったですけど、桂木くんが追い払ってくれましたから」

			　一応、安否を確認すると、風子はそっと寄り添ってきた。

			　この様子なら問題なさそうだ。

			　目の敵である朱里がいないので、大胆な行動に出ているな……。

			「……ちょっと早瀬さん。そういうのは、小さな子がいないとこでやってくれる？　教育に悪いから」

			「ま、真っ暗だ……」

			　ラズニーの目を覆い隠す結愛。なんで、こいつはもう母親気取りなんだろうか。

			「あっ、ごめんなさい」

			　とはいうものの、決して離れるわけではない。

			　肝の据わりようは、前の世界で臆病だった彼女には、なかった武器として備わっていた。

			　人間には転機が訪れるというが、こうも１８０度ひっくり返る例は、珍しいんじゃないだろうか。

			　そして、どうして二人は戦闘モードに入っているんだ？

			　火花を散らし、明らかに敵対心をむき出しにしている。ラズニーも怖がっていた。

			「……風子。まず、ホームに案内してくれ。他の三人はそっちにいるんだろ？」

			　仲裁も兼ねて、二人の間に割って入る。

			「……そうですね。ごめんなさい。ちょっと妬いてしまって」

			「私こそ、ごめん。敏感になってた」

			　すぐに仲直りしてくれて、ホッとした。

			　あいにく、こういう状況には慣れていない。

			　俺には足りないものばかりだな。

			「よかった。落ち着いたのなら、早くここから立ち去ろう」

			　どうやら荒事も珍しくないみたいで、冒険者と諍(いさか)いがあった俺らには、そこまで注目は集まっていない。

			　衛兵たちが来て面倒になる前に、ホームへ行くべきだ。

			「そうね。この子もいるわけだし」

			　結愛がラズニーの髪をかきあげて、風子にだけわかるように角を見せる。

			「どうやら、のっぴきならない事情が絡んでいそうですね」

			「ああ。詳しくは向こうに着いたら話す。そっちはうまくいったのか？」

			「ええ、もちろん。桂木くんに頼まれたんですから、失敗できません」

			「そんな大げさな」

			「ふふっ、私にとっては、という話ですよ。ついてきてください」

			　風子は迷いない足取りで、俺たちをホームへと導く。

			　ガンダロスは思っていたよりも、はるかににぎわっていた。

			　飛び交う商人の客引き、冒険者たちの喧騒、主婦の談笑。

			　ダンジョンに関して争いが起きているという割には、いささか不自然に感じる。

			「思ったより殺伐としてないな」

			「いえ、そんなことはありませんよ」

			　どうやら先にガンダロスについて探っていた風子は、内情を知っているらしい。

			　大通りを突き進み、住宅区と商業区を分ける中央にそびえ立つギルドにたどり着く。

			　そのギルドと向かい合わせにする形で、ダンジョン【幻想の古城】の入り口があった。

			　しかし、その光景に違和感を覚える。

			「……誰もいない？」

			　昼時は、ダンジョンの周りが最もにぎわう時間帯だ。

			　なのに、人っ子一人いない。

			　さっきの商業区にやけに冒険者が多いと思ったが、誰も攻略しないのか？

			「なーんか気味悪いわね。ここだけ別世界みたい」

			「言い得て妙ですよ、玉(たま)城(き)さん。ここはガンダロスから切り取られた場所です」

			「風子は何か知っているのか？」

			「はい。でも、私より彼女の方が詳しいかと思います。私がここに来た時には、すでに今の状態でしたから」

			　そう言って、風子はラズニーに目を向ける。

			　ラズニーが知っているなら、あとで聞くことにしよう。

			「ちゃんと教えてくれよ、ラズニー」

			「もちろんだよ。みんなの命がかかってるもん」

			　ダンジョンを見る彼女の瞳には、意志がこもっていた。

			　あそこでは、ラズニーの仲間である淫夢魔(サキユバス)たちが、まだ恐怖におびえているんだ。

			　小さな双(そう)肩(けん)に多くの命がかかっている。

			　彼女が感じている精神的な負担を、少しでも和らげられたらいいんだけどな。

			「すぐにでも助け出してやるさ。安心してくれ」

			　ラズニーの頭を撫でる。

			　こんな子供に頼らないといけないのがダンジョンの現状だ。

			「風子。急ごうか」

			　彼女はコクリとうなずくと、ダンジョンを通り過ぎて、住宅街の奥へ奥へと進んでいく。

			　周囲を壁で囲っている分、面積に限りのあるガンダロスだが、家と家の間の距離は余裕を持って大きく取ってあった。

			　だから、街中に自然も多く取り込まれているのだが、俺が目にしたのはズバリ森の洋館。

			　どうやら俺たちが購入したのは、もっとも壁側に近い、不人気物件のようだ。

			　だが、かなり大きな一戸建て。

			　こんな立地にもかかわらず、外壁もきれいだ。

			　けっこうお金がかかったのではないだろうか。

			「かなり立派だな」

			「ちゃんと値引き交渉したので、安かったですよ。いろんな資料を拝見しましたから」

			　風子は紙に書かれたことなら、どんなことでも検索することができる。

			　それは帳簿、契約書……など、多種多様にわたる。

			　きっと想像もできないやり取りが行われたのだろう。

			　というか、あんまりいい予感がしないから、考えない方がいいな。

			　今はなき眼鏡を、クイッと上げる素振りをする風子。

			「それに、体力を持て余したリードレッドさんたちがお掃除を頑張ってくれましたので、清掃を頼む費用も抑えられました！　非常にリーズナブルです！」

			「早瀬さんってヤリ手の節約主婦になりそう」

			「すごーい！」

			「ふふっ。お任せあれ」

			　風子がカギを差し込み、ドアノブを回すと、ピカピカに輝く床が俺たちを迎えた。

			　廊下は途中で階段と奥へ続く廊下で二分化されているが、それでも十分に広い。

			「はえー、すごいわね。お金持ちの別荘みたい」

			「小学生並みの感想だな」

			「それしか言うことないのよ。大地はやけに落ち着いているけど、見慣れていたりするの？」

			「ああ。ちょっとな」

			　アニメでは一人くらいお金持ちがいるからな。

			　この建物――もう屋敷と言っても間違いはないか。

			　アニメで培った知識で勝手に作り上げ、予想していた内装に似ていた。

			　いかにも金持ちの別荘って感じ。

			「あんた、友達いなかったでしょ。どうせアニメとか、そういうオチじゃないの」

			「……はい」

			「なら、私と大差ないじゃない」

			　これには風子も苦笑い。

			　彼女はすぐに脱線した話を戻してくれた。

			「以前の持ち主が、事業が回らなくなって売り出したみたいで。よっぽどピンチだったのか、家具などもほとんどついていました」

			「いかにも一般市民が夢見るデザインだもんな。成金だったんじゃねぇか」

			「なんにせよ、いいじゃない。私たちはすごくいい物件を手に入れた。そうでしょ」

			「それもそうか」

			　そんな会話を交わしていると、奥の扉が開いて、ひょっこりと団子のように重なった三つの顔が現れた。

			「おかえり、みんな」

			「よう、お前ら。遅かったじゃねぇか」

			「ふふっ、どうだい。主婦歴数十年の実力は」

			　白エプロンを着けた朱里、リードレッドにリリー。

			　特に後ろ二人の格好はどこかシュールで、思わず顔がにやける。

			「なんだ、その服装。ちょっと面白いな」

			「に、似合わないのはオレが一番わかってんだよ！　でも、二人が掃除を手伝えってうるさいから仕方なくだなぁ……」

			「気にするな。似合ってるよ、似合ってる」

			「顔が笑ってる！」

			　ウガー！　と犬歯をむき出しにする赤鬼。元々真っ赤な顔がさらに赤みを増していく。
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			「だ、大地お兄ちゃん。あの人は……？」

			「ああん？　ていうか、そのガキは誰なんだ？」

			「ひっ!?」

			　子供に絡む不良を見ている気分だ。

			　俺の後ろに隠れるラズニーを抱き上げる。

			　目の前まで持ち上げて、改めてリードレッドたちと対面させた。

			「お、お兄ちゃん!?」

			「大丈夫。怖くないから。こいつらも俺たちの仲間だよ」

			「お、お仲間さん？」

			「そうだぞ。こいつらも魔物なんだ。ほら、よく見てみ」

			「ふぇ……」

			　じーっとラズニーは目を細める。

			　すると、リードレッドの額に小さく生えている角を見つけて、目を輝かせた。

			「お、お仲間さん！」

			「あぁ？　何言ってんだ、お前？」

			「わ、私も、その、魔物なんです……！」

			　ラズニーは自分の黒い角を露わにする。

			　明らかに人間のものとは思えないそれに、さすがのリードレッドも気づいた。

			「桂木君。その子って、もしかして……」

			「オレたちと同じってことか」

			「そうみたいだねぇ」

			　リリーがそううなずく。

			「ク、クマさん!?」

			「誰がクマさね!?」

			「きゃあ！　怖い！」

			　リリーが、ラズニーに襲い掛かるふりをした。

			　……強面ばかりだな、うちの魔族組は。

			　あと、血の気が多い奴ばかりじゃねぇか。

			「お前ら、ちょっと落ち着け。ラズニーは子供だぞ」

			「悪かったさね。ちょっと上がって、掃除してくるよ」

			「あー、オレもついていくわ。掃除とか得意じゃないけど」

			　遠慮して二階へと上がろうとする白熊に赤鬼。

			　しかし、これからの話には二人も関係があるので、ここにとどまってもらう。

			「いや、二人とも、ここにいていいから。二人にも大事な話があるし」

			「あたしたちにも大事な話……ねぇ」

			　チラと俺と結愛を見るリリー。

			　あっ、嫌な予感がする。

			「その子は結愛との間にできた子供だとか？」

			『はぁっ!?』

			　朱里と結愛の声が重なる。

			　どう見てもからかわれているのだが、冷静じゃない二人は顔を真っ赤にして、突っかかった。

			「ちょっと結ちゃん！　いったいナニしたの!?」

			「な、なにもしてないわよ！　そ、そんなの恥ずかしくてできないし……ね、ねぇ、大地？」

			「大地ぃ？　桂木じゃないんだね」

			「よ、呼び方くらいなんでもいいでしょ!?」

			「二人の仲が進展したってことじゃん！」

			　む～っと、ぷにぷにのほっぺを膨らます朱里。

			　いい加減に誤解を解くため、朱里にチョップを落とす。

			「あいたっ」

			「落ち着け。この子はラズニー。淫夢魔(サキユバス)で、魔族だ」

			「サ、淫夢魔(サキユバス)？　魔族？」

			「さっき角を見せただろ？　もう忘れたのか？」

			「……はっ。そうだった」

			　天然なのか、アホなのか。

			　どっちにしろ、そんなところも可愛いと思えるのは美少女だけの特権。

			　朱里はシュンと落ち込んだが、次の瞬間にはリリーにギロリと視線を送っていた。

			　表情豊かな子である。

			「それで、その子を連れてきたのはいいんだけど、今回のダンジョンに何か関係あるのかい？」

			　朱里から目を逸らしたリリーは早く気を紛らわせようと、わかりやすい話題の転換をもちかける。

			　俺としても、知りたいことだらけなので、彼女に乗っかることにした。

			「関係大有りだ。どうもこの街はいろいろと闇を抱えているようだぞ。それも俺たち魔族に大いに関係してくる、とびきりのな」

			　鮫島を殺した後、俺は一つの夢の世界を描いていた。

			　たとえ方法があっても、異世界から元の世界へ戻る気なんてさらさらない。

			　この世界で朱里たちと共に生きていく。

			　俺は魔王だ。それでいて、人間の心もわかる。

			　そんな俺だからこそ目指せる、魔族と人間の共存。

			　これが俺の願う未来。

			　実現不可能だと笑われるかもしれないが、可能性を提示してくれているのがガンダロス。

			　魔族が平和を取り戻す、その悲願のためにもこの街の問題は無視するわけにはいかん。

			「ふーん。なら、オレたちにも話を聞かせてもらおうか」

			「ごはん、すぐに準備できるよ」

			「ラズニーもそれでいいか？」

			　少女はブンブン首を縦に振る。

			　同じ魔族とわかっても、まだちょっと緊張しているみたいだ。

			　そういえば、あいつらはダンジョンボスなんだよな。

			　一方でラズニーは、生まれたばかりの赤ちゃん同様。

			　でも、俺を捜せって、ダンジョンボスから命令を託されるくらいだし、実は秘めた力があったりして。

			「えへへっ。ありがとうね、大地お兄ちゃん」

			　こんな無邪気に笑える子が、そんなわけないか。

			　子供特有の癒し効果って本当にあるんだな……。

			　奥底に備わっていた父性を感じながら、リビングに足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　雑談もほどほどに食卓を囲んで、少しは絆を深めることができた俺たち。

			　もうお母さんのつもりなのか、結愛はラズニーを膝に抱えている。

			「第一回！　鮫島をぶっ殺す作戦会議ー！」

			「イエーイ！」

			「ヒュー！」

			「どんどんぱふぱふー」

			　リビングに集まった仲間たちにその場にとどまってもらい、会議を開いた。

			　皆反論なく、流れに乗ってくれている。

			　特に魔族組はノリノリだ、ありがたい。

			　しかし、この雰囲気を体験したことがない風子は、隣に座っていた朱里に質問していた。

			「……毎回こんな感じなのですか？」

			「こんな感じだよ？」

			「うちのメンバーって戦い好き、お酒好き、宴好きが多いから」

			「それにあいつの目的は勇者である鮫島への復(ふく)讐(しゆう)だし、知っててついてきてるわけだからね」

			「まぁ、八割がた魔族みたいなもんだしな」

			「え？　でも、桂木くんとリードレッドさんとリリーさん、ラズニーちゃんの四人では？」

			　いや、風子、結愛は正確には違うが、ミーシアに見初められているので実質、魔族だ。

			　なので、ここにいる魔族は実に六人。

			　し、朱里？　ほら、心は魔族だから。何も問題はない。

			　ないったら、ないんだ。

			「……うふふ。なんでだろうね？」

			　思い浮かんだ疑問を素直に口にした風子に対して、朱里は答えをにごす。

			「……あー」

			　結愛はいつぞやのことを思いだしたのか、目線をこっちに固定していた。

			　決して隣を見ないように、リードレッドはガタガタと震えている。

			　一方、マイペースな風子は理由に気づいたようで、ポンと手を叩いた。

			「もしかして、私と玉城さんは固有能力を持っているから、魔族側ってことですか？」

			「…………」

			　それ以上口にすれば何が起きるかわからないので、俺はパンパンと手を叩いて話を区切る。

			「今から大事な話をするので注目！」

			「大事な話？」

			「ああ、そうだ」

			　結愛にそう短く返事をすると、上座に座っていた俺は立ち上がって頭を下げた。

			　何人かから戸惑っている様子が伝わってくるが、気にせずに言葉をつづける。

			「念願だった鮫島を殺すのに、あと一歩のところまで来た。今まで自分が受けてきたのと等しい痛み、苦しみを与えて、復(ふく)讐(しゆう)しようと思っている」

			「桂木君……」

			「だから、改めて力を貸してほしい。あいつをこの手で始末するまで」

			　本当に感謝している。

			　彼女たちがいなければ、一つでも要素が欠けていたなら、今には至らなかったかもしれない。

			　ずっと時間を共に過ごしてきた朱里、リードレッドには特に伝えておきたかった。

			　もちろん結愛、風子、リリー。

			　未熟な俺についてきてくれた彼女たちだって、そうだ。

			「よろしく頼む」

			　そう言い切って顔を上げれば、笑顔を浮かべる者、好戦的な眼をしている者。

			　十人十色といった反応だったが、誰一人として嫌とは言わなかった。

			　……こっちに来てからいいことばかりで、反動がいつか来ないか不安で困る。

			「今後の行動について話したい。意見があったら好きに提言してくれ」

			「任しておきなさい。……で？　最初は何するの？　今まで通り情報収集？」

			「情報収集は私が頑張ります……！」

			　風子がフンと鼻息を荒くして、志願した。

			　しかし残念なことに、彼女には最優先してもらいたいことがある。

			「悪い。風子には別にやってほしいことがあるんだ」

			「やってほしいことですか？」

			「今回表立って動くのは、俺と風子になる。朱里と結愛は鮫島に顔が割れているからな」

			「役に立てなくて申し訳ないよ」

			「こればっかりは仕方ないか」

			「お二人の分まで、きっちり役目をこなしてみせます！」

			「その意気だ。でも、先にラズニーから情勢を聞きたい。ラズニー、話せるか？」

			　俺は結愛の膝の上に座っていた、淫夢魔(サキユバス)の少女に訴えかける。

			　少女はきゅっと口を一文字に引き締めると、自分たちが置かれている状況を教えてくれた。

			「ガンダロスは昔から、人間と魔族の仲がよかったの。淫夢魔を見逃す代わりに、ダンジョンでは私たち淫夢魔も冒険者を襲わないって、ミアレ様が交渉したの」

			　現代にいる人々が聞いたら、発狂しそうな内容だ。

			　魔族は絶対悪。

			　人類も疲弊していた当時だからこそ、受け入れられた提案だろう。

			　でも、それがうまくハマった。

			「ガンダロスは最も戦争の被害を受けた土地だそうで、当時は作物すら育たないほどだったとか。背に腹は替えられぬ状況だったのでしょう」

			『世界検索』を広げた風子が、間に状況説明を挟んでくれる。

			「ダンジョンに封印されてしまったミアレ様たちも、力を蓄える必要がありました。魔族は安全の保証を。人類は人材と取引に使えるアイテムの回収を。互いに協力しあい、約束を守り続けたことで、私たちは共存できると知ったの。なのに……」

			　何十年もの間、両者が協力して積み上げてきた土台が壊されて、裏切られた。

			　それはどれだけ悔しかったことだろうか。

			　話を聞いているだけで、拳に力がこもる。

			「ずっと仲よくやってきたのに、最近になって魔物と共存していることに異を唱える人たちが増えて……『除去派閥』と『共存派閥』の二つに分かれちゃったの」

			　ラズニーはポロポロと涙をこぼして、己の気持ちを吐露する。

			「私たちは悪いことしてないよ!?　今も約束を守ってるよ!?　おかしいよ、こんなの……おかしいよ……！」

			　悲痛な思いが響く。

			　まだ子供の彼女には納得できないんだ。

			　誰かの陰謀による理不尽を、受け入れられない。

			　でも、ラズニーがきちんと自分の思ったことを口にしてくれてよかったと思う。

			　子供は抱え込まずに、素直にさらけ出せばいい。

			　それを助けるのは、俺たち大人の役目だ。

			「俺はラズニーたちを助ける方向で動こうと思っている。みんなも手を貸してほしい」

			「あったりまえだろ。同族がここまでされて放っておくわけねぇ」

			「さっそく出番が来てくれて、嬉しい限りさ」

			　すでに交戦ムードのリードレッドとリリー。

			「こんな小さな子を泣かせるなんて許せない！」

			「うんうん。おかしいよ、そんなの」

			「その通りです。私たちができることに力を尽くしましょう」

			　意見は固まった。

			　なら、俺たちが取るべき行動も定まってくる。

			「とりあえずは『除去派閥』の排除だな。こいつらがいる限り、本当の意味で安心はない」

			「特にコスタルっていう市長は、倒さないとね。そいつが派閥を引っ張っているんだし」

			「……どうやらそれだけじゃないみたいですよ」

			　風子は俺たちにも見えるように、『世界検索』を向けてくれる。

			　開かれているのは、それほど離れていない日付の新聞記事。

			　勇者たちが王国より派遣され、ダンジョン攻略へ猛威を振るっているという内容だ。

			　予測ができていなかったわけじゃない。

			　鮫島がここにいるなら、勇者としてダンジョン攻略を目指すだろうというのは、自然と行きつく結果だから。

			「ダンジョンの入り口付近の異様な風景も、こいつらが原因か？」

			「他の冒険者が入ることを禁止しています。期限は、勇者たちがダンジョンを攻略し終えるまで。多くの冒険者が抗議の声を挙げていますが、どれも無視されています」

			「本当にどこまでも自分勝手な奴ね、あいつら」

			「鮫島たちに反対している冒険者たちを仲間に引き込むのはどう？　鮫島たちは『除去派閥』なんでしょ？」

			「どうだろうな。正面から迎え撃つ根性のある奴なんて、半分もいたら御の字じゃないか？」

			「上辺だけ抗議はしても、無理やりダンジョンに侵入したり、デモ行動を起こしたりはしていませんからね」

			「うーん。戦力としてはあんまり頼りにできないかぁ」

			「まぁ、何人かは『共存派閥』かもしれませんが、希望的観測でしょう」

			「オレたちで殴り込みをかけた方が、早いんじゃねぇか？」

			　いつもなら脳筋プレイはやめろとバカにしていたが、あながち間違いでもない気がしてきた。

			　除去派閥を倒して、そのまま鮫島たちも殺す。

			　あれ？　最短ルートは脳筋プレイかもしれない。

			「何言ってんだい。そんなことしたら大量に死人が出る。そしたら街として機能しなくなる可能性がある。殺すのは、その市長と鮫島とやらだけでいいんだよ」

			「となると、『除去派閥』は捕獲しないといけないから……」

			「やっぱり『共存派閥』と手を組む必要がありそうだね！」

			　さっきまで小難しい話にうんうんと唸っていた朱里が、最後を締める。

			　そして、それは間違っていない。

			　幸い、ここに組織とつながっている人物がいることだしな。

			　涙をぬぐい、落ち着いたラズニーに尋ねる。

			「ラズニー。『共存派閥』は、俺たちのことを知っているのか？」

			「大地お兄ちゃんたちとは言ってないけど、私がよそから助っ人を連れてくるって伝えてるよ」

			　となれば、簡単に協力にこぎつけられそうだ。

			「なら、『共存派閥』と話し合いの場を設けよう。『除去派閥』の奴らを抑えてもらうためにな」

			「でも、そうほいほい協力してくれるかしら？　私たちっていかにも怪しいんだけど」

			「そこで風子の出番だ。風子は『共存派閥』も知らない情報を提供できる。状況を打破するために、向こうも欲しがるはずだ」

			　ラズニーの話を聞く限り、『共存派閥』も切羽詰まっている。

			「ラズニーにも一緒に説得してもらうぞ。外部の俺たちより、ラズニーの方が納得してもらえる可能性が高い」

			「もちろんだよ！　『共存派閥』のおじさんはきっと協力してくれると思う！」

			　どうやら、リーダーポジションにいるおじさんとやらは、話の通じる奴らしい。

			　それなら俺たちは、十分に受け入れてもらえそうだ。

			「話を戻すが、風子に交渉役をしてほしい。その際には俺も付き添う」

			　こういう組織同士の争いには、裏切者が必ず出てくる。

			　万が一のため、顔を知られても問題ない、俺と風子が表舞台に出よう。

			　さすがにこの顔なら鮫島も俺が『桂木大地』とは気づかないはず。

			「わかりました。桂木くんが願うのであれば、そうします」

			　風子は嫌な顔を一つせずに、了承してくれた。

			「それなら今すぐ行こう？　勇者が来てから、攻略がどんどん進んでるって、みんなが言ってた」

			　ラズニーが提案する。

			　そのあたりは敵ながら天晴(あつぱ)れだな。

			　腐っていても、鮫島は天才なのだ。

			　だけど、その方が倒しがいがあっていい。

			　クズだと見下していた俺に負ける時の表情が見たいのだから。

			「どこまで行ったかわかるか？」

			　ラズニーは首を左右に振る。

			　そうだよな。ダンジョンに入れないんだから、俺たちには知ることができない。

			　――いや、あいつらがもし律儀に報告しているならば。

			「風子」

			「もう調べ終えましたよ。全部で70階層で、昨日の間に55階層にたどり着いたようです。今日にも60にさしかかりそうな勢いですね」

			　状況はかなり急を要しそうだ。

			　三日以内に攻略されてもおかしくない。

			「俺たちに残された猶予は話の通り、わずかだ。働きっぱなしで悪いが、これが終わればひと段落だ。もうひと踏ん張りしてくれ」

			「今更だっての。気にしないでよ」

			「そうだよ。みんな、桂木君のために頑張りたいと思ってる。だから、桂木君は遠慮しないで、指示を出して？」

			　……いかん。

			　優しさに触れてこなかった分、涙もろくなっている。

			　今の結愛と朱里の言葉を聞けただけで、この世界で何度も死んでよかったと思える。

			　……ありがとう。

			　心の中で礼を告げ、顔を上げると、俺は指示を出した。

			「リリーはホームで待機。留守番だな」

			「……まぁ、仕方ないさね。こんな巨躯じゃあ、人の目に付く」

			　リリーは聞き分けがいいので、助かる。

			　うちの戦闘狂はすでに、うずうずと貧乏ゆすりをしているというのに。

			「リードレッドは討伐組。明日の早朝ダンジョンの様子を窺いたいから、手伝ってくれ」

			「おっしゃ！」

			「ダ、ダンジョンに入るの、お兄ちゃん!?」

			「ああ。朱里と結愛も討伐組に加わってもらう」

			「オーケー。できる限りはやってみる」

			「役に立つよう頑張るよ！」

			　この三人が一緒にいれば、誰かにやられるということはないはずだ。

			　世界中探しても、このパーティーに勝てる奴なんていないと思う。

			　パッと決めてしまったが、これで問題ないだろう。

			「こっちはこれで終わりだが……ラズニーから他に伝えておきたいことはあるか？」

			「一回おじさんのところに帰ろうと思ってるの。大地お兄ちゃんと風子お姉ちゃんについてきてほしいな」

			「わかった。俺としてもコンタクトは取っておきたかったところだ」

			「もちろん、私もついていきますね」

			「残りのみんなは、ちょっとだけでも体を休めておいてくれ」

			「お言葉に甘えて、一休みしようかな」

			「結ちゃんは私と一緒にお話ししようね」

			「はい」

			　朱里のあの目力には、従わざるを得ない。

			　リードレッドたちは好きにやるだろう。

			「留守番頼んだぞ」

			「おう。行ってきな」

			「できる限りを尽くしてきますね」

			「レッツゴー！」

			　元気なラズニーに腕を引かれて、俺と風子は外へと出た。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ４－３『共存派閥』

			　

			　道中ラズニーは、部外者の俺たちにもわかりやすいように、かいつまんで説明してくれた。

			　年端もいかないのに、立派なものだと思う。

			　共存派閥と除去派閥を構成する年代は、ガラッと変わるらしい。

			　古くからの共存派閥は中年層～高齢、新興の除去派閥は若者を中心としている。

			「それとね。除去派閥の人は、よそから引っ越してきた人が多いって、おじさんが言ってたよ」

			「……余計にわけがわからないな」

			「変な話ですよね。ダンジョンが嫌なのに、わざわざここにやってきたってことでしょうか？」

			　ガンダロスはその成り立ち上、商売が盛んだが、そうまでして住みたいだろうか。

			　そこまで魅力があるとは思わないが……。

			　まぁ、俺たちも魔族と人間が共存しているという点に惹かれて、やってきたからな。

			　コスタルもよそ者だって話だし、頭の片隅に入れておくか。

			「共存派閥のみんなは、昔からここに住んでいる人が多いのか？」

			「うん！　おじさんやおばさんが、生まれた時からダンジョンと一緒って言ってたよ！」

			「ラズニーはその人たちとは、いつからの付き合いなんだ？」

			「小さいころからだよ。街を歩いてたら、声をかけてくれるし、お菓子もくれて、優しいんだよみんな！　最近はあまり堂々と歩けないけど……」

			　敵同士である人間と魔物が本当にそんな関係を築けるのかと思っていたが、少女の話しぶりを見るに、よっぽど仲がいいのだろう。

			　長年、互いに約束を守り続けた結果が、信頼という形になって表れている。

			　近頃はそんな安心感もなくなり、寂しげなラズニー。

			　そもそも、どうして急に過激な派閥が出てきたのだろうか。

			　そうこう考えていると、くいっとラズニーが俺の袖を引いた。

			「着いたよ。あそこ！」

			「あまりにも堂々としすぎじゃないか……？」

			「ふふん。だって、私たちは間違ってないからね」

			　ドンと一般住居三つ分はありそうな施設。まだ離れているのに、すぐにわかる大きさだ。

			　もっとコソコソと隠れて活動しているのかと思っていたが、どうやら違うみたいだ。

			「ここはおじさんの家でね。集会場所も兼ねているんだって」

			「おじさんの名前をお伺いしても？」

			「イーリャンだよ！　イーリャン・ミディ」

			「イーリャンさんですか」

			「そうだよ！　イーリャンはすごいんだから！　コスタルに代わるまで、ずっと市長をやってたんだよ！」

			　自分のことのように自慢げなラズニー。

			　なるほど。

			　前・市長となれば、最も魔族を理解している人物かもしれない。

			　イーリャン以前が治めていた間は、普通に仲がよかったのだろうから。

			「ラズニー。俺たちのことはユージと風子で紹介してほしい」

			「オッケーだよ！　ちょっと待っててね！」

			　ラズニーは駆け出すと、呼び鈴を鳴らして、ドアを叩いた。

			　その間に前情報を収集しておくか。

			「風子。そのイーリャンについて調べられるか？」

			「できますけど、ホームに帰ってからの方がいいかもしれません」

			「え、なんで？」

			「玄関を」

			　風子に言われて見やると、眼鏡をかけた老人が立っていた。

			　ラズニーがこちらを紹介するようなそぶりをすると、俺たちにニコりと笑顔を向ける白髪の老爺。

			　いかにも、人のよさそうな、といった感じだ。

			　俺と風子も会釈して、声をかける。

			「こんばんは。夜分に失礼します」

			　少しでも友好的な態度を心掛けておく。

			　風子も、思わず見とれてしまいそうな微笑を浮かべていた。

			「いえいえ、お待ちしていました。あなた方がラズニーの連れてきた方々ですね？」

			「ええ。彼女が襲われているところを偶然助けまして、そのまま……という流れで」

			「そうですか。この子は子供のいない私にとって、孫みたいなものでして……。ありがとうございます」

			「いえ、気にしないでください。それよりもいろいろと大変な状況だと聞いていますが……」

			「私たちがどういう立場なのか、ご存じのようですね。ささ、中へどうぞ。ゆっくり腰を落ち着けて、話しましょう」

			　そう言って、イーリャンは俺たちを招待する。

			　ラズニーを助けておいてよかった。あれも運命だったのだろう。

			　俺たちの身元も知らないのに、こうまで丁寧に扱ってくれるのは、ラズニーがそれだけ大切にされているということだ。

			　洋風に仕上げられた内装を見物しながら俺たちが招き入れられた部屋は、いくつもの机が並べられていた。

			『会議室』というプレートがかけられている。

			　人は誰もいない。

			　だが、資料が詰め込まれた棚や様々な案が書きなぐられたボードを見る限り、普段から頻繁に使われていそうだ。

			「基本的にメンバーが集まるのは夜です。もう少しすれば全員が集合するので、えっと……」

			「すみません、名乗り遅れました。ユージです」

			「風子です。学者をしています」

			　それ以上の詮索は断るように、強く言い切る。

			　彼も場数を踏んでいるだけあって、それ以上は追及してこなかった。

			「ユージさんに風子さんですね。よろしければ、明日もおいでになってください。会議の後、ささやかですが歓迎の宴をしましょう」

			「いや、そこまでしてもらわなくても」

			「いえいえ。仲間が増えるのは喜ばしいことです。みんな、あなた方を迎え入れてくれるでしょう」

			「……そこまで言ってくださるなら、お言葉に甘えます」

			「歳をとると寂しくなってしまって、すみませんね。どうぞ、おかけになってください」

			　誘導され、俺たちは空いている椅子に座る。

			　イーリャンは向かい側に腰かけた。

			「私の名前は聞いていると思いますが、イーリャン・ミディ。ガンダロスで市長を務めていました。定年で前線からは引きましたが、今は一介の爺として戦っています」

			「……その言い方だと、昔から抗争があったみたいですね」

			「抗争というほどのものでもありませんが、少なからずダンジョンを取り除こうとする過激派はいました。ですが、ほんの小さなもので、今のような集団ではなかった。こうなったのも、すべて」

			「現・市長のコスタル・グレイクの仕業ですよね」

			　風子が確信を持って尋ねると、イーリャンは驚いた顔を見せて、眼鏡の位置を直した。

			「これは詳しい。風子さんは以前にも、ここに来たことがおありで？」

			「近年の政治は、少しばかり勉強しているつもりです」

			「そうでしたか。おっしゃる通りです。彼は就任して、すぐにダンジョンの取り壊しを決めた。公約にも入っていなかった事項に、もちろん反対意見が出ましたが、彼は一歩も譲りませんでした」

			　彼もその反対の一人だったのだろう。

			　無意識に拳を握りしめている。

			「そうして出来上がったのが、共存派閥というわけですか」

			「ええ。ですが、今のところ、なんの実績も上げられていません」

			「そんなことはないよ！　おじさんは頑張ってくれたけど……あいつらが来たから……」

			「……あいつらとは？」

			　話が停滞しそうだったので、知らないふりをして続きを促す。

			　イーリャンはラズニーの頭を撫でると、一枚の紙を差し出した。

			「王国から派遣された勇者たちです。国からの指示となれば、私たちも断ることができませんから……」

			　渡されたのは件の指示書。

			　結愛たちや幹(みき)山(やま)たちの時と同じような命令を下されたようだ。

			　幹山たちの時もそうだが、そんなことをしたら冒険者からの反発がすごいことになるのを、国はどうして予想できないのか。

			　もしくは、予想しようともしていないのかもしれない。

			　王国――特に王族は女神・クラリアに心酔しきっている。

			　クラリアの神託とあれば、何も考えずに発令するという姿は、簡単に想像できる。

			「ギルドはどうしているんですか？　冒険者のフラストレーションはたまる一方では？」

			「協力は期待できそうにありません。コスタルからの圧力がかかっていますから」

			　鮫島たちによる独占を防げなかった時点で、それもそうか。

			「ダンジョンの取り壊しは、現市長が決めたんですよね？　彼はどんな人物で？」

			「傲(ごう)慢(まん)な男です。実力はあるのですが過信しすぎるので、元々評判もあまりよくありませんでした。だから、私も不思議に思っていました」

			「どうしてコスタルが当選したのか――」

			「はい。それに彼を支持するのは比較的、ここで過ごした年数が浅い者たちばかりでした。おかしいと思いませんか？」

			　風子がコクリとうなずく。

			　真実なら間違いなく、闇が渦巻いている。当時を知っている彼がこう言うのだから、確信に近い。

			　そして、俺には裏付けを取る方法があったりする。絶対に気づかれず、逃れられない方法がな。

			　とりあえず、今日は共存派閥に協力を取り付けられたら、それでいい。

			「ですが、どうも周囲を固めているようで証拠もとれず……情けなく、こうして抵抗することしかできません」

			「でも、除去派閥とは五分五分だったと聞きますが……」

			「それも勇者たちが来る前の話ですよ。彼らさえいなければ……」

			　このタイミングだ。

			　俺が今日、ラズニーに連れられて、ここまでやってきた本題を切り出す。

			「……いなければ、どうにかできますか？」

			「えっ……？」

			「……簡単に言いましょう、イーリャンさん。俺たちは勇者を倒しに来ました」

			「はぁ？」

			　再度、イーリャンはまぬけな声を漏らす。

			　俺たちが言っていることを理解していないのか、できないのか。

			　俺はもう一度、告げる。

			「勇者を倒す。俺たちはそのためにここにやってきた。だから、問いたい、イーリャンさん」

			　瞳を覗き込む。

			　奥深く、彼の胸の底に沈む感情に訴えかけるように。

			「――俺たちが勇者を殺しても、あなたたちは黙っていられますか？」

			　イーリャンは目の前で起こっている事態を飲み込もうと、必死に口をパクパクさせた。

			　やがて、乱れていた呼吸を落ち着かせ、ポツリとつぶやきを漏らす。

			「私はここで十年以上、市長としての役目を務めてきた。魔族との交流もあった。誰もが、私たち人間と同じ、温かい心を持っていることを知っているんだ……！」

			　悔し気に歯を食いしばるイーリャン。

			　隣に座っていたラズニーが、心配そうに彼の手を握っていた。

			「……この子のような非力な魔物を守るためにも、私たちは立ち上がらなければいけません」

			　慈しむ目でラズニーの頭を撫でると、イーリャンは俺たちに熱く語りかける。

			「ここはダンジョンと共に成長してきた街だ。決して一部の人間の都合で、好きにさせてはいけない！」

			　興奮した彼は、さっきまでとは違った怒りの感情を顔に刻み込ませた。

			「たとえ、あなたが悪魔だったとしても構わない、私は魂を売ろう！　ダンジョンを救えるのなら！」

			　いい目をしている。

			　覚悟の決まった人間の目だ。

			　鮫島たちが最下層に迫っている今、強引にでも共存派閥をたきつける必要があった。

			　彼は己の命をくべてでも、反逆の炎を燃やし続けるだろう。

			　……さて。あと、することと言えば。

			「そこの二人。いつまで盗み聞きしているつもりなんだ？」

			「出てこないと撃ちますよ」

			　風子が真紅の瞳を光らせて、威嚇の姿勢を取る。

			　すると、俺たちの死角に身を潜めていた、男女のペアが出てきた。

			「おっかねぇな、おい」

			「いつから気づいていたのかしら？」

			　ピンと伸びた髪をバンダナでまとめた男と、大きな弓を構えた褐色肌の女性。

			　男はともかく、女は不審者を捉えたような目をしていた。敵意がこもっている。

			「……で、あんたたちは？」

			「俺はユージ。こっちは風子」

			「わ、私が連れてきた助っ人だよ！　とっても強いの！」

			　あまり身分を話すことのできない俺たちに代わって、ラズニーがフォローを入れてくれる。

			　彼女が知っているということは、イーリャンが集めた共存派閥の冒険者か。

			「ラズニーが？　まだ街を出て、一日も経っていないじゃない。本当なの？」

			「うん！　捕まりそうになったところを助けてくれたんだよ！」

			「ますます怪しいわね……」

			　ラズニーとしては起こった事実を包み隠さず話してくれただけなのだが、しかし、それが余計に印象を悪くさせてしまった。

			　どうやら街の中に敵が多すぎるせいで、俺たちも怪しい輩の認定をくらってしまったらしい。

			　この状況を利用して情報を売って金をせびる悪徳業者か、はたまたコスタルの息がかかった敵か。

			　最悪、ラズニーを助けた振りをして、中に入り込むスパイと思われても仕方ない。

			　俺を魔物側の勇者だと知っているのは、ラズニーだけ。

			　説明するのも難しいな。

			「アスカ。そこまでにしておきなさい」

			　目的を知っているイーリャンも仲裁に入るが、それでも弓が下ろされることはない。

			「ダメ。イーリャンさんは甘すぎる。コードも武器を抜きなさい」

			「まっ、仕方ねぇな」

			　コードと呼ばれた男は、鞘から大きく反った刀を取り出す。

			　ククリナイフってやつか。

			　さて、どうやってこの場を切り抜けるか。

			　……やっぱり実力行使がいちばんわかりやすい手段だが、ここは訴えかけてみよう。

			　彼女にも湧いているはずだ。俺と同じ気持ちが。

			「……俺たちは勇者を殺したい。ただそれだけだ」

			「……その理由は？」

			「復(ふく)讐(しゆう)だ。それ以上でも、それ以下でもない」

			　恥じることなく、逸らすことなく。

			　ただ己の気持ちを視線に乗せて、彼女にぶつける。

			　内(うち)に眠る憎悪。

			　叫び続けた苦しみ。

			　それらを燃料にして、俺の復(ふく)讐(しゆう)心は燃え続けているのだ。

			　にらみあうこと数分。

			　ある程度は通じたようで、彼女は攻撃の手を引いてくれた。

			「……嘘は言ってないみたいだから。それだけは認めてあげる」

			「ありがとう」

			　人間っていうのは、負の感情は自然と受け入れるようにできている。

			　他人の悪口で話が盛り上がったりするのも、そんな性質の一種だ。

			　俺の鮫島に対する憎しみに似ている感情が、アスカにもあった。

			　当然とも言える。

			　だって勇者に敵対心を持っていない奴が、共存派閥にいるわけないだろう。

			「ただ、助っ人と呼べるだけの実力はあるの？　言っとくけど、ここには冒険者が多いから生半可な実力じゃ足手纏(まと)いになるだけよ」

			「安心してくれ。お前たちの誰よりも俺は強い」

			「……口だけは大物みたいね」

			「ついでだ。試してみるか？」

			　腕を広げて、無防備をアピールする。

			　いつ打ってきても、俺には効かないと。

			「……ええ、そうさせてもらおうかしら！」

			　白き光の糸が絡み合い、魔力の矢を作り出す。

			　完全な無から顕(けん)現(げん)した矢は輝いて、撃ちだされた。

			「迅雷の矢《ライトニング・アロー》！」

			　彼女が名前を唱えた時には、すでに矢は俺の胸元にまで来ていた。

			　無詠唱で、この威力。

			　隠れた状態で狙撃されれば、ひとたまりもないだろう。

			　それでも甘い。

			　とっさに顔を狙わない甘さ。

			　そんな優しさは、あってはいけない。

			　たとえ、これが手合わせだとしても。

			　いつでも殺せる心の準備が整っていないと、いざという時に動揺する。

			「炎となりし人外《ボルカニック・マン》」

			　俺が詠唱完了すると同時に、胸元に矢が突き刺さる。

			　チクリと痛みを感じたが、何度も死を経験した俺にとっては蚊に刺されたようなもんだ。

			　それにアスカの放った矢は俺に当たりはしたが、貫きはしなかった。

			　体に触れた個所から焼け焦げて、光の矢は灰となって地に落ちる。

			　この魔法は、リリーの体内防御から発想に至ったもの。

			　おのれの肉体を焼き焦がすほど多量の熱を全体に帯びさせて、攻撃を防ぐ。

			　剣による攻撃も、飛び道具で狙われても、ダメージは受け付けない。

			　そんじょそこらの鈍(なまくら)では、すべて燃えてしまうから。

			「まだ俺が終わってないんだけど！」

			　矢が放たれると同時に男が動き出していたのは、視界に捉えていた。

			　炎となりし人外《ボルカニック・マン》の効果を継続していた俺は、素手で受ける。

			　奴の剣と俺の手が交(こう)錯(さく)した瞬間、剣が溶けて、真ん中から真っ二つに折れた。

			「……まじかよ、おい」

			　化け物を見るような目を向けられた……というか完全に化け物扱いだ。

			「……あんた、実は魔物だとか、そういうオチはねぇだろうな」

			「ちゃんとした人間だ。握ってみろ」

			　俺が手を差し出すと、男は恐る恐る握り返す。

			　すでに魔法は解除してあるので、当然ながら無事だ。

			「……確かに戦力にはなるか」

			　ちゃんと人間として、認識してくれたらしい。

			「……ちっ」

			　男の後ろから乱暴に紫の髪をかいた女が、こちらに歩み寄って手を差し出してくる。

			　どうやらお眼鏡にかなったようだ。

			「……アスカ。アスカ・カルマ。……よろしく」

			　アスカはそれだけ言うと、近くにあった椅子にドカッと腰を下ろす。

			　感情表現が下手なだけで、悪い奴じゃなさそうだ。

			「風子ちゃんね！　俺はコードって言うんだ！　よろしく!!」

			「は、はぁ……」

			　隣では、もう一人のチャラチャラした男が風子に挨拶していた。

			　彼女は可愛いから、そうなるのも仕方ない。

			　……仕方ないが、その握りしめた手は離しやがれ、くそ野郎。

			　俺はぐいっと風子の肩を抱き寄せると、忠告の意味も込めてコードをにらみつけた。

			　こいつは俺の女だ。

			　そのニュアンスを理解したのか、コードは肩を落として、アスカの横に戻る。

			　その一連を見ていたラズニーは、目をキラキラさせながら、「つよーい」とか「すごー！」とか子供らしくはしゃいでいた。

			「どうやらラズニーの目に、間違いはなかったようだ」

			「でしょう？　褒めて、褒めてー」

			「もちろんだとも。……アスカ。他のみんなは？」

			「まだ抗議してる。あの様子だと、こっちには来ないかもな」

			「抗議、ですか？」

			「そうそう、ギルドに直接ね。ダンジョンを取り仕切っているのはギルドだし、勇者に表立って反抗できない以上、すべての矛先はギルドに向かうの」

			　彼らにできる行動と言えば、そんなことしかないのだろう。ギルドもかわいそうに。

			　国と冒険者に板挟みにされて、いつ仕事を放り出しても仕方がないな、これは。

			「そうか……。ユージさん、風子さん。すまないね。せっかく来ていただいたのに」

			「気にしなくていい。ところで、イーリャン。一つ、頼みがあるんだがいいか？」

			「なんですかな？　老いぼれにできることでしたら、なんでもやってみせましょう」

			「明日の朝さっそく、ダンジョンに潜ってみようと思う。勇者たちが入ってくる時間帯はわかるか？」

			「あなた、正気!?」

			　突っかかってきたのは、アスカだ。

			　褐色の腕を机に叩きつけて、反対してくる。

			「見つかったら、ただじゃ済まないのよ!?　それこそ国から指名手配されるわ！」

			「それなら問題ない。先に潜っておけば、俺たちが見つかることはない。そうだろ、ラズニー？」

			「うん！　責任を持って、私たち淫夢魔(サキユバス)がユージたちを人目につかない場所に連れていくよ」

			　アスカたちは知らないが、ダンジョンには転送の魔法陣が存在する。

			　それを利用すれば俺たちは簡単に潜れるのだ。

			「ダンジョンに潜った後、俺たちは死亡扱いにしてくれてもいい。誰にも顔は見られないようにするから、どうにでも誤魔化せる。違うか？」

			　魔法が使えるこの世界の科学は発達していないから、偽物の死体でも放置していればカモフラージュにはなるだろう。

			　そうすれば俺たちは人畜無害な顔をして、堂々と街を往来できる。

			　現に俺の問いかけに、前市長であったイーリャンは神妙な顔でうなずいていた。

			「勇者たちはどうするの？　確実にかち合うわよ」

			「勝てばいい。そしたら目撃者はゼロだ」

			「どうしても戦うわけ？」

			「お前たちも隠れて聞いていたんだろ？　俺たちは勇者を倒さなければならん」

			「実力があるのは認めるけど、勇者はとても強いの。蛮勇と勇敢は違うのよ」

			　……ははん、なるほど。

			　どうしてここまで彼女が止めようとするのか、今の言葉を聞いて理解した。

			「アスカ。お前、勇者と戦ったな？」

			「……ナンパしてきたから、返り討ちにしようとしただけよ」

			　プイッと彼女は顔を逸らす。

			　何をやらかしてくれてるんだ、こいつは。

			　それじゃあ、共存派閥が戦争を吹っかけたようなものじゃないか。

			　イーリャンも思わず頭を悩ませていた。

			　一方で、この事態の重要性に気づいていないアホ男・コードは、のんきにアスカを弄(いじ)っている。

			「スタイルだけはいいからな、アスカ」

			「な、なによ！　話し合いに行ったのにあんな態度を取られたら、誰でも魔法を撃つに決まってる！」

			「一応、同じ女性ですが、さすがにそんなことはないと思いますよ」

			「う、うるさいわね！」

			　風子による追撃により、轟(ごう)沈(ちん)したアスカは不満げに机に突っ伏す。

			　一方で、俺は「マズったな」と感じていた。

			　鮫島は基本的に性格が悪いが、その一つの例として、強者が自分に屈服する姿を見るのが大好きだという点が挙げられる。

			　鮫島はイケメンなので、声をかけられたら好意的な態度を示す女性は多い。だからこそ、そんな中反抗してみせたアスカは、目を付けられただろう。

			　あいつはそういう相手を見逃さない。

			　自分のものにしたがる悪癖がある。

			　アスカが共存派閥の者とわかれば、すぐにでも強引な手段に出るだろう。

			　鮫島伸(しん)二(じ)とは、平然とそういうことをしてくる奴だ。

			　これで共存派閥と除去派閥の戦争が起こる可能性が、グンと高くなった。

			「アスカ」

			「……なによ」

			「しばらく身の回りに気を付けておけ。狙われるかもしれない」

			「……ご忠告ありがとう」

			「ああ。お前は魅力的に映っているからな」

			「なぁっ!?」

			　ぐったりしていたアスカが飛び起きる。

			　俺と風子を交互に見やると、クルクルと髪を弄りだした。

			　鮫島にとって、魅力的な女性だから気を付けろ、という俺の忠告をちゃんと聞いているのか？

			　あと、風子さんは脇腹をつつくのをやめてください。

			　最近、君たちの間で流行ってるのか、その攻撃？

			「アスカさん。引き返せるなら今のうちですからね」

			「な、なに？　ちょっと勘違いしているんじゃないかしら、あなた」

			「それならいいんですけど。どうも、見覚えのある表情をしていらっしゃるものですから」

			「ご忠告ありがとう。でも、私はそう簡単に落ちる女じゃないから安心していいわ」

			　アスカが髪を手でなびかせ答えると、風子はニコリと笑う。

			　風子の顔を見て、アスカは口端を吊り上げると、からかうような笑みを浮かべた。

			「……あなたって趣味悪いって言われない？」

			「そんなことはありませんよ。ユージさんは、とても素敵な男性だと思います」

			「えらくはっきり言うのね。隠すつもりはないのかもしれないけど、風子がユージを見る目が、さっきからヤバいわ」

			「それは認めざるを得ませんね」

			「私も隠さずに言うけれど、あなたは変な人ね」

			　申し訳ないが、これに関してはアスカに同意である。

			　風子は普段から俺への好意を包み隠していないから、きっと羞恥という概念がないのだ。

			　正直者の彼女はある意味、強い。

			　こうやって初対面の相手にさえ、俺に関しては引くつもりはなく、攻撃的でさえあった。

			　嬉しさ半分、恥ずかしさ半分といったところか。

			　誰も彼もが俺に対して好意を抱くわけではないんだから、すごく勘違いしている奴っぽく思われてしまう。

			　しかし、女三人寄れば姦(かしま)しいというが、二人でも十分に会話が生まれるものだ。

			　このままだといつまで経っても話が進まない気がした俺は、無理やり話題を戻す。

			「ところで、アスカ。お前は勇者がどの時間帯に活動しているか知ってるんだろ。教えてくれ」

			　風子といがみ合っていた彼女だったが、俺の真剣な口調に、スッと眼光を鋭くする。

			　冒険者としての面立ちになった彼女と、数秒間にらみ合う形になるが、折れたのはアスカだった。

			「……本気なのね」

			「ダンジョンの中で殺せば、攻略中にヘマをして魔物に殺されたっていう体(てい)にできる。お前たちにも迷惑はかけない」

			「それは勇者を殺せた場合の話でしょう？　成功する確率なんて、わかったものじゃ――」

			「１００％だ」

			「……なんで、そこまで言い切れるのよ」

			「たとえ刺し違えても、奴を殺すつもりだからだ」

			　覚悟をそのまま口にした。

			　すると、俺の固く強い意志を認めてくれたのか、アスカは嘆息して首を振る。

			　それを見たイーリャンはどこか嬉しそうに笑いながら、代わりに俺の望んだ情報をくれた。

			「彼らは晩食前に帰り、翌日の九時から攻略に出るようです」

			「なら、六時には入って待ち構えて、あいつを殺せばいいわけだ」

			「そうなりますね。ですが、本当にお任せしていいので？　私たちができるお礼など限られておりますが……」

			「構わない。俺が求めるのは、勇者の殺害。勇者を殺せるなら、他に何もいらない」

			　事実だ。

			　高校に入ってから今に至るまで、ずっと思い描いていたこと。

			　歓喜の瞬間はすぐそこにまで、やってきている。

			「……よほどの執念ですな」

			「それはあんたらも一緒だろう。だから、俺はペラペラと喋ったんだ。同類の香りがしたからな」

			「……似た者同士、引き合うということですか」

			　三人で談合している時に見せたイーリャンの怒りは、紛れもなく本物。

			　彼も正義の心の下に、深い闇を隠している。

			　けれど、それは悪いことじゃない。

			　むしろ、そっちの方が人間らしくていいんじゃないかとさえ思う。

			　ただの真っ白な人間より、少し黒が混ざっている方が、とっつきやすいしな。

			「そういうわけだ。作戦も決まったことだし、俺は帰らせてもらうぞ」

			「作戦が決まったって……あなたが勝手に喋っただけじゃない」

			「なら、お前が勇者を殺すか？　できないことがわかっているから、ここでやさぐれているんだろ？」

			「……本当にむかつく」

			　肯定と取れる文句を受けると、今度こそ俺は席を立つ。すると、ラズニーもトコトコと俺たちについてきた。

			　どうやら彼女もいっしょに帰るみたいだ。

			「ユージさん、風子さん」

			　部屋を出ようとする俺たちを、イーリャンが呼び止める。

			　彼は頭を下げていた。

			「……ありがとうございます。いきなり、こんなことに巻き込んでしまって、本当に申し訳が立たない……！」

			「……気にしないでくれ。何度も言っているが、俺がしたくて引き受けた。利害の一致だ」

			「ですが、最も危険な役目を、外部のあなたに任せてしまった……」

			　この人は正義感が強いあまり、責任を負わせてしまった事実に負い目を感じているのだろう。

			　正直、さっきから面倒に感じているのだが、経験上、こういうのはなかなか自分からは退いてくれない。

			　なので、俺は妥協案を提示することにした。

			「……なら、成功した暁には、飯でもおごってくれ」

			「そんなことでよろしいので……？」

			「イーリャンが納得いく、豪勢なものを用意してくれたらいい」

			「……そういうことでしたら、腕によりをかけて用意しておきますよ」

			「それは楽しみだ」

			　俺はフッと笑って、体を翻す。

			「では、お二人とも。ご武運を祈っています。お気を付けて」

			「風子ちゃん、気を付けてね～！」

			「……死ぬんじゃないわよ」

			　三者三様の言葉を背に受けて、俺たちはその場を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「無事に終わったなー」

			「あれは無事って言っていいんですかね？」

			「いいの、いいの。死ななかったらセーフ」

			「かなり範囲が広いですよ、それじゃあ」

			　俺のブラックジョークも風子にはウケたらしく、クスクスと笑いを漏らす。

			　ラズニーはちょっぴり引いている気がした。

			「ラ、ラズニー？　大丈夫か？　俺は怖くないぞ？」

			「死んじゃ駄目だよ？　死んだら嫌だからね？」

			　俺の能力を知らないラズニーは、本気で心配してくれている。

			　その様子を見て俺は誓った。

			　ラズニーの前では死なないようにしよう。

			　鮫島と対(たい)峙(じ)する前に、自分のレベルをあげるため死ぬことも考えていたが、やっぱり取り止め。

			　なんというか……心が浄化されるようだ。

			　子供ってすごいな。父性って、誰にでも備わっているんだな。

			「……風子」

			「なんでしょう？」

			「物凄く子供が欲しくなってきた」

			「……ふぇっ？」

			　あ、前の風子が出てきた。

			　普段は知的な女性であろうとして、丁寧口調の彼女だが、完全に隙を突かれて素がそのまま声となったようだ。

			「か、桂木くん、それはその……。つ、作りましょう!!」

			「そういう意味じゃない。落ち着こうな、風子」

			「夜遅いからシーだよ」

			「も、もう！」

			　からかわれた風子は仕返しとばかりに肩を叩くが、はっきり言って可愛いだけである。

			　共存派閥との会合も終わって、少しばかり俺もテンションが上がっているのだ。

			　ちょっとばかりの無礼も許してほしい。

			　こうして、ラズニーと風子と手をつなぎながら、幸せな気持ちで帰ってきたのが、つい先程。

			　今はなんとも言えない気持ちになっていた。

			　癪だ。非常に癪だ。

			　俺たちはホームを手に入れた記念にパーティーを催した。

			　本日だけは無礼講。

			　明日には、ダンジョンに潜るから、英気を養う意味も兼ねている。

			　風子はラズニーにせがまれて浴室に行ったが、他の面々はというと……。

			「ほらほら！　朱里も飲め！」

			「酔えるのは今日だけだぞ！」

			「二人とも飲みすぎないようにしてね……？」

			　リードレッドやリリーは、もう十本は瓶を開けていた。

			　面倒見のいい朱里が、酒癖が悪い二人の相手をしている。

			　リリーはなんとなく予想がついたが、リードレッドのこんな姿は考えたこともなかった。

			　レアだな、とか思いながら俺はテーブルに並べられた料理に手を伸ばす。

			　それを口にした瞬間、問題が発生したのだ。

			　かなり美味かった。味付けからして朱里のものと違うことはわかった。

			　では、誰が？

			　リビングを見渡すと、一人だけいないことに気づく。

			　俺は料理人を確認するため、リビングに併設されているキッチンに目を向けた。

			「なに、大地？　おかわりはもう少ししたらできるから、待ってて」

			　何気ない様子で、豪快に鍋を振るう結愛の姿があった。

			　な、なんでお前が……！

			　心の中でツッコミを入れる。

			「その心外そうな顔、腹立つわね……。私が料理できたら、おかしい？」

			「ああ。お前はガサツ系だと思ってた」

			「ぶん殴るわよ。これでも練習したの。どっかの誰かさんにお弁当を作るためにね」

			「どっかの誰かって……もしかして、中学時代に好きな奴がいたとか？」

			「はぁ……、試練のことを詳しく知らないとはいえ、むかつくわね……」

			　呆れてため息をつく結愛だったが、俺にはさっぱりわからない。

			「どういう風の吹き回しだ？」

			「私たちがラッセルに戻っている間、みんなは家具そろえたり、掃除したり、家のことをしてくれたでしょ？　だから、晩御飯の用意ぐらいはと思って、朱里ちゃんに代わってもらったの」

			「なんだ。そういうことなら俺も手伝おうか？」

			「いいわよ。これで終わりだから」

			　彼女は最後の一品である焼き飯を、皿に盛りつけて運ぶ。

			　テーブルに置くと、俺の隣に座った。

			「……それで？」

			「え？」

			「美味しかったの？　美味しくなかったの？」

			　それくらい普通に訊いてほしい。

			　……でも、まぁ。

			「美味い。驚くぐらいに」

			　例えば、さっき食べた肉料理。

			　数種類の香草と一緒に包んで焼いてあったので豚肉の臭みはなく、旨みも閉じ込められていた。

			　噛めば噛むほど、旨み成分が増す。香りに食欲をそそられるので、濃い目の味付けに辟易することもない。

			「そっか。……なら、よかった」

			　素直に褒められて恥ずかしいのか、ポリポリと頬をかく結愛。

			　彼女は焼き飯をすくうと、髪をかきあげて、ふぅ……ふぅ……と息を吹きかける。

			　何を思ったのか、そのスプーンを近づけてきた。
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			「はい。食べさせてあげる」

			「ゆ、結愛？」

			「なによ。……私だって恥ずかしいんだから、さっさとしなさいよ」

			　結愛の有無を言わさぬ表情に、俺は首を縦に振った。

			「あ～ん」

			　差し出されたスプーンに食いつき、咀(そ)嚼(しやく)する。

			「どう？　美味しい？」

			「あ、ああ。でも、自分で食べられるから」

			「遠慮しなくていいわよ。ほら、あ～ん」

			　どうやらやめる気はないらしい。

			　なら、俺も付き合うしかない。

			　……嫌じゃないしな。

			　再び差し出されたスプーンを待ち構える。

			　すると、横から現れた朱里がパクッと奪っていった。

			　見れば、リリーとリードレッドは「青春だねぇ」「青春だな。意味知らんけど」と生暖かいまなざしを俺たちへ注いでいる。

			　絡まれていた朱里は解放されたみたいだ。

			「ゆ～い～ちゃ～ん？」

			「あ、あはは～」

			「めっ！　桂木君はわらひのらの～！」

			「!?」

			　朱里がグリグリと俺の太ももに顔を押し付けてきた。

			　突飛な行動も怪しいが、何より、明らかにろれつが回っていなかった。

			　目もとろんとおぼろげで、心なしか顔も赤い。

			　これは……間違いなく酔っている。

			「オ、オレたちは何もしてねぇよ？」

			「そうさね。たまたま、朱里がコップを間違えて飲んだだけさ。偶然、偶然」

			　俺がキッとにらみつけると、犯人たちはそそくさと目を逸らす。

			　白々しい奴らめ。

			「かちゅらぎくんが～しゅき～！」

			「……私も酔おうかしら」

			「バカなこと言ってないで、運ぶの手伝ってくれ」

			「リリー。手に持ってるやつ、一口だけ私にもちょうだーい」

			「あっ、おい！　バカ！」

			　無理やり止めようにも、朱里がいるので身動きが取れない。

			　結愛がデキあがっていくのを、見守ることしかできなかった。

			　結局、この後、酔っ払い二人の相手をさせられたのは言うまでもない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　酒宴もほどほどに、全員が寝付いた時刻。

			　喉が渇いたので二階の自室からリビングへ降りると、天窓から差し込む月明かりを浴びる風子の姿があった。

			『世界検索』を使っているらしく、机の上には多くの図書が並んでいた。

			　俺が降りてきたことに気づかないほど、読書に集中しており、紙をめくる音がやけに大きい。

			　そっとしておこうかとも思ったが、このままだとろくに睡眠をとらずに、夜更かしするんじゃないだろうか。

			　ああいう熱中すると時間を忘れるタイプは特に。

			　なので、俺はホットココアを作って、彼女に話しかけることにした。

			「何やっているんだ、風子？」

			「…………」

			「風子ー」

			　彼女の前髪をかき上げると、首が後ろに倒れ、目と目が合う。

			　情報の海に没頭していたところを現実に引き戻された彼女は、りんごのような赤色にみるみる顔色を変えた。

			「……ひゃいっ」

			　またもや漏れた素の風子。

			　彼女はアドリブに弱いようだ。

			　賢く、凛とした風子もいいけれど、前みたいにちょっと気の弱い風子もまたいいものだと思う。

			「か、桂木くんが、どうしてここに？」

			「それはこっちのセリフなんだけどな。俺は喉が渇いただけだ」

			　あのバカ鬼に無理やり飲まされたせいで、喉が焼けそうなのだ。こんな思いをするなら、しばらく酒はいらない。

			　……それにしても。

			　俺はジッと彼女を見つめる。

			「か、桂木くん？」

			「……眼鏡の風子は久しぶりに見た気がする」

			「あ、これは、その……。視力はよくなったので、あまり必要はないんですけど、ないと落ち着かなくて……ダメですか？」

			「いや、すごく似合ってる」

			「あ、ありがとうございます」

			　隣の席に腰かけて、彼女の分のココアを渡す。

			　チビチビと飲む姿は小動物みたいで可愛かった。

			「これは……昔の大戦の記録か？」

			「はい。他にもそれに関するお伽噺や偉人伝も……。戦えない私は、知識面で役に立ちたいので」

			「……そうか。じゃあ、俺にも手伝わせてくれ。やっぱり大将として歴史は叩き込んでおかないとな」

			「はい。でも……」

			「なんだ？」

			　俺は早速、本を手に取る。

			　うわ……かなり分厚い。

			　詰め込めるかな、全部。

			「桂木くんは勉強、あまり得意ではなかったような……」

			「うっ」

			「やっぱり」

			　そうクスリと微笑をこぼす。

			　彼女の記憶は的を射ていた。

			「だ、大丈夫だろ。死ぬ気で読み切る」

			「桂木くんの取ったそれ、古典なので文法が違いますが、頑張ってくださいね」

			「……俺、夜食作るよ。簡単なものなら、朱里に教えてもらったから」

			「ありがとうございます」

			　優しい眼差しが、逆に胸に突き刺さる。

			　最近、戦い続きだったせいで、こういうやり取りは久しぶりで新鮮だな。

			　精神的にも余裕ができるし、もっと積極的にみんなと話した方がいいかもしれない。

			「頼りないリーダーで悪いな」

			「そんなことありません。人にはそれぞれ得意分野がありますから」

			　ペラリと紙がめくられる音がする。

			　一枚、また一枚と風子は速読の領域で手元の本に目を通しながら、言葉をつづる。

			「桂木くんはみんなを率いて実戦で力をいかんなく発揮してください。それは私にはできないことです」

			　本を閉じて、風子はまた一冊、山に積み重ねた。

			　休む暇もなく、次の本へと取り掛かる。

			「でも、私にもできることがあります。昔の私とは違って、今の私には皆さんの役に立つことができる」

			　風子は胸に芽生えた固き自信を瞳にのせて、俺へと訴えかけてくる。

			【夢現のラビリンス】までの自分とは、もう違うんだと。

			「あなたの頭脳は私が受け持ちます。だから、任せてください」

			「……わかった。じゃあ、風子に思いっきり頼ることにする」

			　こんなにも立派な彼女を否定するなんて、ありえない。

			　今まで作戦も戦術も俺が主導権を握っていた。

			　でも、風子にもっとゆだねていいと思えた。

			「……で、何かわかったか？　戦争は百年も前の話だろ？」

			「基本的にクラリア側を賛美することしか書かれていないですね。どれも表現が曖(あい)昧(まい)で……。クラリアは魔物を退けた女神、テリアスは彼女に忠義な正義の勇者としか……」

			　ため息をついて、首を横に振る風子。

			　この世界で、魔物は完全に悪役の立場に置かれている。

			　それはもう決められていることで、誰も嘘とは信じない。

			　勝者が絶対なのだ。

			　そんな世界で、ほんのわずかな希望が、このガンダロス。

			　人間と魔物が共存している、俺の理想形そのもの。

			「なら、あまり進捗はない感じか」

			「いえ、ちょっとだけ面白いものが見つかったんですよ」

			「面白いもの？」

			「目を惹くワードが出てきたんです。クラリア教徒って知っていますか？」

			「知らないが、嫌な名前だなってのはわかる」

			「その名の通り、女神を信仰する集団を指すみたいですよ」

			　風子は続ける。

			「それでちょっとクラリア教徒について調べたら、面白いことがわかったんです。過去の大戦に少しだけつながること」

			「なるほどな。その話、詳しく聞いてもいいか？」

			「もちろんです。そのために調べていたんですから」

			「よかった。じゃあ、俺の部屋に行こう。灯りもつけられるし、落ち着いて作業ができるだろう」

			「……その後一緒に寝ることも期待できたりは」

			「しません」

			「それは残念です」

			　ぺロッと舌を出す彼女。俺をからかおうとしているのだろう。

			　でもな、風子よ。

			　耳を赤くするほど恥ずかしいなら、無理はしなくてもいいんだぞ。

			『世界検索』をいったん閉じて、俺たちは二階へと移動する。

			　一階は風呂場など生活するうえで必要な設備がそろっており、二階には三つの小さな部屋と一つの大部屋があった。

			　大部屋は女子高生組が占領している。

			　俺には一人部屋が割り当てられているが、小さいと言っても十分広いので、少し寂しさを感じていたのも事実だった。

			　小部屋にはソファの類がないので、俺はベッドに腰かけ、ここに座れと横を叩く。

			　風子はよどみない動作で腰を下ろすと、再び『世界検索』を開いた。

			　宙に浮くいくつもの書物。

			　彼女はそのうちの一つを俺の前に持ってきた。

			「これを見てください。コスタル・グレイクについて書かれた書類の中で、最も興味深かったものです。タイトルは――」

			「――『優秀なるクラリア教徒として幹部への昇格』」

			「はい。彼はどうやら女神・クラリアのコマの一つみたいです」

			「これ、日付もかなり前だな。ガンダロスに市長として就任した時、すでにクラリア教徒だったとしたら」

			「この土地は、昔からクラリアに狙われていた可能性がありますね」

			　芋づる式に明かされていく事実を、少しずつまとめていく。

			　クラリアは俺たちがこの世界に来る前から、ガンダロスを狙っていた。

			　理由はパッと思いついただけでもいくつかあるが、一番はここが魔族と共存している街だからだろう。

			　魔物を葬り去りたいと考えているあいつにとって、ガンダロスは目の上のたん瘤だったはず。

			　それで奴はコスタルを送り込んだ。

			　……いや、コスタルだけじゃないかもしれない。

			「コスタルが市長になる前に引っ越してきた奴が怪しいな」

			「彼らもクラリア教徒だとしたら、すべてが説明できますもんね」

			「近年、ここにやってきた奴らを調べよう。クラリア教徒ってワードに引っかかったら、ビンゴだ」

			　もしクラリアの手先だとわかれば、容赦なく殺すことができる。

			　一般市民じゃなく、敵に分類されるからな。

			　そうとわかればためらいはない。

			「桂木くん。悪い顔をしていますね」

			「……悪い子なのは、どっちだろう、なっ！」

			「あうっ」

			　改めて目標を定めた俺は、ずっとくっついていたレッドアイの少女のおでこを軽く叩いた。

			　ぺチンと小気味いい音が鳴る。

			「な、なにするんですか、桂木くん……。せっかく匂いを堪能していたのに……」

			「その発言がそのまま理由になると思うんだけどなー」

			「好きな人の匂いを嗅ぐことの、どこが悪いんですか!?」

			　ダメだ、こいつ。早くなんとかしないと。

			　俺は、荒い息づかいをしている風子へ白い目を向けた。

			　それに反応して彼女は自分の体を抱きしめる。

			「か、桂木くん……。そんな冷たい目で私を見ないでください。……新しい扉を開いちゃいそうです」

			　風子のそのチャレンジ精神というか、ポジティブさは見習いたいところがある。

			　前の世界ではあんなに大人しかったのに、胸の奥にずっとこんなキャラを隠していたのだろうか。

			　そう思うと、また大切な仲間の新たな一面が見られたみたいで嬉しい。

			「スキアリです！　桂木くんっ！」

			　微笑ましい気持ちになっていた俺のスキをついて、風子が飛びついてくる。

			　あっという間にホールドされると、彼女は俺の胸に顔をうずめた。

			「ん～やっぱり好きです、この匂い。落ち着きます……」

			「落ち着くついでに寝てくれても構わないぞ？　明日も早いしな」

			「それは遠慮します。桂木くんと……こうしていたいから」

			　スリスリと顔をうずめる風子。

			　諦めた俺は、手持無沙汰になった手を彼女の頭の上に置く。

			　髪をいじると、サラサラとこぼれ、清楚な香りがふわりと広がった。

			「桂木くんって、髪の毛好きですよね」

			「そうか？　あんまり自覚はないんだが。嫌か？」

			「そういうわけじゃないですよ？　でも、覚えておいてほしいことがあって」

			「髪の毛は女の子の命で、そう簡単に触らせるものじゃない、だろ？」

			「あら、知っていたんですか。もしかして、お二人から？」

			「そんなところだな」

			　俺は髪に沿って、頭を撫でる。

			　風子は目を細めて、腰に回す腕の力を強くした。

			「風子。ちょっと痛い」

			「こうしておけば、このまま寝られるかなって」

			「……そこまでして、一緒に寝たいのか？」

			「もちろんです。私だけじゃなくて、浜(はま)風(かぜ)さんも玉城さんも同じことを思っていますよ。抜け駆けがないように、同じ部屋にしたくらいですから」

			「ははは……」

			　乾いた笑いしか出ない。

			　そこまで想ってくれるのは嬉しいけど、仲が悪くなるのだけはやめてほしいな。

			　……まぁ、でも、あいつらなら心配はないか。

			「……ん？　ちょっと待て、風子」

			「なんでしょう？」

			「抜け駆けが禁止で、全員同じ部屋にしたんだよな」

			「そうですよ」

			「風子も二人と同じ部屋じゃなかったっけ」

			「はいっ」

			　いや、『はい』じゃないだろうが。

			「心配しなくても、問題はありません。だって、誘ってくれたのは桂木くんですから」

			「……あっ」

			「私は誘われたから部屋にやってきただけですから」

			　この子、悪い顔をしている。

			　そうだよ、風子はただリビングで調べ物をしていただけ。

			　作業がやりやすいように部屋に連れ込んだのは、俺。

			　どう考えてもギルティなのは、俺だけだ。

			「えいっ」

			　風子は放心していた俺を押し倒すと、そのままベッドに潜りこむ。

			　意地でもここから出ていくつもりはないらしい。

			「もちろん無理やり連れ出そうとしたら、思い切り叫んじゃいます」

			　チェックメイト。

			　言い逃れできない状況をいつのまにか作り上げていた俺は、降参するしかなかった。

			「……襲ったりはしないからな」

			「してもいいんですよ？」

			「しません！」

			　願わくば、誰にもばれないように。

			　明日は誰よりも早く起きることにしよう。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ４－４『反逆の冒険者』

			　

			　ようやく太陽が顔を覗かせ始めた時刻。

			　あのあと、なかなか寝付けなかった俺は、寝不足で倒れそうになっている。

			　一方で風子の肌がツヤツヤしているのは、心地よい気分でぐっすり寝たからだろう。

			　不幸中の幸いは、誰にもバレていなかったことくらいか。

			「よっしゃ！　狩りの時間だ！」

			　元気よく声を上げたのは、うっぷんがたまっていたリードレッド。

			　じっとしているのが苦手な彼女は、一日でさえ動けないのが苦痛なのだろう。

			「もう少し静かにしてくれる？　頭がぐわんぐわん揺れて痛いんだから……」

			　まだ眠そうな結愛がお願いすると、赤鬼は不満げに口を尖らせた。

			「いいじゃんかよー。オレはこれくらいしか出番ないんだからさ」

			「そんなことないわ。リードレッドの底抜けたアホさには、いつも助けられているわ。みんな明るくなるし」

			「なぁ、勇者様。これバカにされてるよな？　オレ怒ってもいいよな？」

			　そんな二人のやり取りは無視して、まだ家の中にいる風子と朱里に用意はできたのか訊いてみる。

			「はい！　たくさんおにぎりを握りました！」

			「私もおかずとか、ちょこちょこ作ったよ。楽しみにしていてね」

			　大きめのバスケットを持つ風子。

			　朱里と風子の二人は、俺たちよりも先に起きて、ダンジョン内でのご飯を作ってくれていた。

			　俺はそっと、リードレッドとじゃれあっている結愛に視線を向ける。

			「これが女子力の差、か」

			「……な、なによ」

			「いや、なんでも」

			「昨日私の作ったご飯を、あんな美味しい美味しいって言いながら食べてたくせに」

			「さぁ、もう出るぞ。あんまり他の奴らと鉢合わせになりたくない」

			「あっ、ひどい！」

			　結愛をスルーし、号令をかける。

			　最後に、留守番することになったリリーとラズニーに一言残しておく。

			「ここは任せたぞ」

			「誰に物言ってるんだい。心配いらないよ」

			「行ってらっしゃい、大地お兄ちゃん！」

			「おう。平和にしてきてやるからな」

			　見送りを受けて、俺たちは【幻想の古城】へ歩を進める。

			【幻想の古城】の中にいる魔物の多くが、状態異常を引き起こす効果を持っている。

			　特に強力なのが、ラズニーと同じ淫夢魔(サキユバス)。

			　ただ、今回は事前に俺たちのことが知られていることもあり、魔物と遭遇しても戦うことにはならない。

			　弁当も持って、どこか遠足気分だ。

			　俺たちの目標は最下層にたどり着く前に、鮫島への復(ふく)讐(しゆう)を果たすこと。

			　それまで彼女たちは緊張しなくていい。憎悪心を燃やすのは、俺一人で十分だ。

			「なぁ、勇者様。入り口ってのは、あそこか？」

			　リードレッドが指さす先には、整備された入り口がある。

			　魔物が飛び出してきても時間を稼げるように、周りは木々や緑で囲まれている。自然のバリケードというやつだ。

			　同様の理由で、ダンジョンにつながっている入り口もたった一つだけ。

			　そこをふさぐように、いかにも力自慢といった大男が何人も立っていた。

			　それだけじゃない。

			　武装した冒険者まで周囲を警戒している。

			　そして、いかにも怪しげな、白いローブに身を包んだ集団。

			　……あれが噂のクラリア教徒か。

			「……桂木くん」

			「ああ。動きが早すぎる」

			　俺の昨晩の読みは、的中していたようだ。

			　クラリア教徒が動き出した。

			　きっともうすぐ鮫島の攻略が終わるんだ。

			　そして、この街を征服する。

			「どうかしたか？　あいつらなら、オレがぶっ飛ばしてもいいぞ？」

			「いや、変に目を付けられたくない。ここはいったん引こう。まずは状況把握が第一だ」

			「わかりました」

			「なんだよ、また待機かよ。あいつら倒した方が早いんじゃないか？」

			「もし俺たちが行動に出れば、共存派閥の立場が悪くなる。こらえてくれ、頼む」

			「ちぇっ。勇者様にそこまで言われたら仕方がないか」

			「悪いな。俺たちも一度、戻ろう」

			　たった今、出発したばかりなのになんとも締まらない。

			　意気揚々と乗り込んだ俺たちは、肩を落として、元来た道を引き返す。

			　正直に言うと、鮫島を殺して終わりなら、それでもよかった。

			　復(ふく)讐(しゆう)の気持ちは絶えていない。

			　けれども、今の俺はただ鮫島を殺すことだけを求めていてはいけないんだ。

			　俺たちが幸せを得るために、後先も考えての行動を起こす義務がある。

			　過去の清算も、未来への希望も。両方を手に入れてやる。

			「桂木くん、立て直すために、イーリャンさんたちとの談合が必要だと思います」

			　俺の頭脳になると言ってくれた風子も、適切な判断をしてくれる。

			　助言を受け入れ、俺たちは気づかれないように、一度ホームへと戻ることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あははは！　それは残念だったねぇ！」

			　ホームに戻ると、事情を聞いたリリーが腹を抱えて笑った。

			　ラズニーは申し訳なさそうにしている。

			「ごめんなさい。そんなことになってるなんて知らなかった……」

			「気にしなくていいぞ。運が悪かっただけだ。昼には原因がわかるだろうしな」

			　あの見張りの冒険者たちは、雇われた奴らだろうな。

			　大方、鮫島が手柄を横取りされないために、他の奴らが入れないように手配したんだろう。

			　あいつは、もしもの可能性を見つければ、警戒し、すぐに対処する男だ。

			　腐っても、天才だからこその隙のなさ。

			　だから、俺も鮫島に、小さな手掛かりすら渡したくない。

			「他の冒険者たちからも、苦情が届くだろうしね」

			　ダンジョンで魔物を狩って、金を稼ぐ彼らからすれば、たまったものじゃない。

			　きっとこれは共存派閥に限らず、他の冒険者たちにも少なくない反感を与えるはずだ。

			　にもかかわらず、強行に出たってことは、鮫島の攻略が終盤に向かっている裏付けにもなりえる。

			「それと、新しくわかったことがあるんだけど」

			「新しいことって、なによ？」

			「敵に女神・クラリアを信仰する集団――クラリア教徒っていうのが出てきた」

			「……また面倒くさいのが出てきたねぇ」

			　いの一番に反応したのは、リリー。

			「知っているのか、リリー」

			「中身はただの一般人だよ？　ただ、クラリアの加護を受けたっていう注釈がつくのさ」

			「加護って、私たちみたいな？」

			「あんたたちみたいに強いのが何千、何万といたら、勇者なんて呼び出されていないだろうよ。ステータスに恩恵を受けているのさ。それでも十分に狂気じみているから面倒くさいんだよ」

			「つまり、ドーピングを受けているってことでしょうか」

			「なにそれ、ズルい！」

			「クラリアの加護にミーシア様の加護ももらっているあんたたちの方がよっぽどズルだと、あたしは思うんだがね」

			　リリーがそう言った瞬間、「あっ」と誰もが察した。

			　結愛はダッシュで部屋に戻っていったし、リードレッドは裏庭へと駆け出した。

			　ラズニーと風子は、俺の後ろに隠れている。

			「……私はミーシア様のご加護……もらってないもん」

			　リリーも遅れて、失言に気づく。

			　朱里は自分だけ仲間外れにされた気分なのか、涙ぐんでいた。

			「だ、大丈夫だよ！　あたしも能力が目覚めたのは遅かったんだ！　だから、そのうち朱里にも、ひょこっと出てくるよ」

			「……本当？」

			「もちろんだとも！　神に誓うよ！」

			「……もう少しだけ頑張ってみる」

			　どうやら今回は不発に終わったようだ。

			　朱里の過剰反応は、きっと寂しさから来ているのだろう。

			　それと焦りか。

			　正直言って、そんなこと気にしなくていいのだが、こればかりは本人の気の持ちようである。

			　力になってやれない俺は、ちょっと無力さを感じながら、話しかける。

			「朱里も一度休んだらどうだ？」

			「……そうしようかな。気分転換もしたいし。早起きしたから、ちょっと眠たくて」

			　おやすみと告げて、朱里も自室へと帰った。

			　となれば、残りはリリーと風子、ラズニーだが……。

			「あ、あの、桂木くん！」

			　先に声をかけてきたのは、文学少女だった。

			「実はちょっとお話ししたいことがあって……。お時間もらってもいいですか？」

			「構わないぞ。リリーたちはどうするよ」

			「あたしは邪魔みたいだから退散するさ。なんならラズニーと遊んでる」

			「えっ、いいの？」

			　目を輝かせたのは、指名されたご本人。

			　反応を見るに、彼女も退屈だったに違いない。

			「ああ、あたしの部屋においで。たっぷり可愛がってあげるからさ」

			　……なんだか卑猥にも聞こえるが、リリーの体はもふもふした熊なので、実際はそんなことはない。

			　リリーも話ができる相手が増えて、嬉しいのだろう。

			　それとも子供に憧れがあるのか。

			　ともあれ、風子と二人きりになってしまったわけだが……緊張しても仕方がない。

			「立っているのもあれだし、座ろうぜ」

			「ですね。隣……いいですか？」

			「断る理由がないな」

			「ふふっ。お邪魔します」

			　リビングに置かれた、リリーが乗ってもつぶれなかったソファに腰を下ろす。

			　二人がゆったり座るスペースは十分にあるのだが、風子はピタッと体を密着させた。

			「これがしたかったのか？」

			「いいえ。これは私なりのスキンシップです」

			「……前も言ったけど、風子は変わったな」

			「性格？　容姿？　どちらでしょう？」

			「どっちも、だ」

			　おどおどした早瀬風子はもういない。

			　彼女は彼女なりに変わりたいと思って、今の早瀬風子になった。

			　同じように前の世界の自分を捨てて成長したいと思っていた俺には、風子の気持ちがわかる。

			　だから、俺は何も言わないし、言うつもりもない。

			　それに好意を向けられるのは、素直に嬉しい。

			「でも、昨日の『ふぇっ』って言った風子も、可愛かったけどな」

			「そのことは忘れてください。……恥ずかしいので」

			「ははは、わかったよ。それで本題は？」

			　名残惜しそうに離れる彼女は、特殊能力である『世界検索』を起動させた。

			「実は作りたいものがあったんです。検索ワード《認識阻害　装備　付与》」

			　俺たちの前に浮かび上がる一冊の本。

			　意思を持つかの如く、ページが勝手にめくれ、ある個所で止まった。

			　そこには他人からの認識を阻害する魔法と、付与の仕方。さらに、付与するのに適した素材が記されている。

			「私たちは事情が事情だけに、行動に制限がかかりますよね。だから、別人に見えるような道具があれば便利だなって思ったんです」

			「それでこれを俺に？」

			「はい。魔力の少ない私の代わりに、魔法を唱えてほしいんです」

			「わかった。それだけか？」

			「……いえ。この魔法をかける素材を買いに行くので、よかったらこれから付き合ってほしいです」

			「それもわかった」

			　俺は風子の頭をそっと撫でる。彼女は目を細めて、受け入れてくれた。

			「でも店が開くのは、もう少ししてからだな。それまで何しようか」

			「最初に頼んだ通り、お話ししましょう。私はまだ桂木くんのことをほとんど知りません。優しいってこと以外は」

			「俺もまだまだ風子のことを知らないしな。いいぜ、思い出話でもするか」

			「でも、私たち。学校にあまりいい思い出ないですよ？」

			「それもそうだ」

			　そんな自虐に、二人して笑いだす。

			　それから俺たちは太陽が完全に姿を見せるまで、楽しい時間を過ごすのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ガンダロスの中心には、我こそがこの都市の要だと言わんばかりにダンジョン【幻想の古城】につづく門がそびえたつ。

			　その門とガンダロスの中心を通るラインはダンジョン・ラインと呼ばれ、ギルドや武具商店、宿屋などが端から端まで一直線に連なっている。

			　そして、ダンジョン・ラインを境目にして北は、市役所や様々なジャンルの店が立ち並ぶ商業区域。南は市民が暮らす住宅区域とされていた。

			　入り口は全部で八か所。それぞれが等間隔で並んでおり、外交も頻繁に行われている。

			　俺たちが買ったホームは、住宅地区のギリギリにあたる部分に建てられており、材料を買いそろえようとすれば、ダンジョンのギルド近くを通らなければならない。

			　ちょうど俺たちが境目に差し掛かった時だ。

			「おい！　どうにかしてくれよ、あいつら！」

			「あんなのがいたら俺たちの商売あがったりだ！」

			「昨日まで誰でも入れたじゃない！　冒険者がダンジョンに入っちゃいけないって、どういうことよ！」

			　老若男女問わず、ギルドへの怒号が飛びかう。

			　話を聞かなくても、原因は今朝のあいつらだとわかった。

			「風子。ちょっとだけ寄ってもいいか？」

			「大切なことですからね。行きましょう」

			　こんなに晴れ晴れした日には聞きたくない罵(ば)倒(とう)が飛び交う中心へ。

			　見れば、ギルドの入り口が閉まっており、立札に紙が貼られていた。

			　……さすがに、ここからじゃあ見えないな。

			「この人だかりは骨が折れるけど、仕方がない。風子、はぐれないように手を」

			「握りました！」

			「……恋人つなぎなのは」

			「他意はないですよ？　こちらの方がほどけにくいってだけです」

			「しっかり握っておけよ」

			　すべすべで柔らかな肌に、ぎゅっと包み込まれる。

			　俺は死んだおかげでずいぶんとたくましくなった体を割り込ませた。

			　多少強引だったが、どうにか俺たちは最前列まで抜け出す。

			「えー、なになに」

			　

			　一つ、ダンジョンでの活動は、勇者様が攻略し終わるまで禁止にする。

			　一つ、その間のギルドは、クエストの受注、発注を受け付けない。

			　一つ、破った者は反逆者とみなし、速やかに処罰する。

			　これらはすべて王国からの勅命である。

			　

			「……こりゃ冒険者からは顰蹙を買うだろ」

			　あまりにも身勝手な要求に呆れかえる。

			　せめて期間中は代わりの仕事を用意するなど、冒険者へのケアがないと、納得なんて得られるはずがない。

			　国王はそこまでアホだったか。

			　冒険者に護衛の依頼を出した時点で疑っていたが、正真正銘の間抜けのようだ。

			　クラリアとか以前の問題だな。

			「ギルドもこんな役目をさせられて、かわいそうですね」

			「ダンジョンを中心に経済を回しているガンダロスでやれば、どうなるかは予想がついただろうに」

			　冒険者たちの怒りの矛先は、半分がギルドで、もう半分が鮫島たちに向けられていた。

			　今にも暴動が起きそうな勢いだ。

			「ダンジョンが攻略されたらどうなるんだよ！」

			「俺たち、これからどうすればいいんだ……」

			　ただ俺は、他の冒険者たちの嘆きを聞くうちに、この状況をうまく利用できないかと思った。

			　俺たちにとっても、主語を大きくするなら共存派閥にとっても、あの門番たちは鬱陶しい。

			　少しでも人員が欲しい状況だ。

			　彼らを味方に引き入れられたら、かなりの戦力になるんじゃないか？

			　昨日は得策じゃないと思ったが、ここまで不満がたまれば話は別だ。

			「……ちょっとあとで誘導かけてみるか」

			「彼らを利用するつもりで？」

			「ちょっとだけ。アスカたちに伝えておこう」

			「私がなんですって？」

			　噂をすれば影が差す。

			　当の本人が俺たちの後方にいた。コードもやっほ～と手を振っている。

			「お前ら、何やっているんだ？」

			「冒険者だからギルドにやってきたに決まっているでしょ。あんたたちこそ、ここにいるってことは……？」

			「察しの通りだ。引き返して、立て直しを図っている」

			「あ～ら、そうなの」

			「ドンマイ！」

			　背中を叩くコードの笑顔が、無性に腹が立った。

			「それで買い物に向かう途中で面白いものが見えたもんだから、道草食っていただけさ。もう戻るよ」

			「私たちも戻ろうかしら。とんだ無駄足だったわ」

			「そうとも限らないぞ」

			　こいつらがダンジョン入り口の奴らと事を構えてくれたら、その後がやりやすくなる。

			　俺たちが勇者(さめじま)を殺す、そのためにも。

			「帰りにイーリャンたちのところに寄る。その時に詳しく説明するから、よろしくな」

			「はいはい、わかりました」

			　アスカはイラついた様子で、人込みから抜けていった。

			　それを確認してから風子に話しかける。

			「風子にも頑張ってもらうからな」

			　前日と同じように、風子には交渉役として、イーリャンたちとの話し合いに参加してもらう。

			「よくわかりませんが、精一杯努めますね」

			「頼もしい限りだ。さぁ、行こうか。ここは暑苦しくて仕方ない」

			　冗談めかして言うと、風子はクスクスと笑った。

			　さっきと同じように風子の手を引いて、商業区域へと歩き出す。

			　俺たちは談笑しながら、買い物を済ませていった。

			「必要なのは、こんなものですね」

			「そうか」

			　朱里や結愛の時とは違って、買う物が決まっていたため、思ったより早く予定が終わってしまった。

			　このまま帰ってもダンジョン攻略のために根を詰めるだけだし、ちょっとばかりの息抜きもいいか。

			「風子。ちょっと露店を回らないか？」

			「何か買い忘れがありましたか？」

			「ああ。風子へのプレゼント」

			「そうですか。私へのプレゼント……え、プレゼントですか？」

			「風子も頑張ってくれているからな。いらないってことは」

			「ないです！　ありえません！　とても欲しいです！」

			　食い気味に風子は反応してくれる。

			　あまりにも必死で声が大きいけど、喜んでもらえるなら何よりだ。

			「じゃあ、なにか希望はある？」

			「そうですね……服がいいです。桂木くんからのプレゼントで自分を着飾りたいので」

			　彼女の要望を聞き入れた俺は手を引いて、行きしなにあった衣料店に入る。

			　この街でもかなり大きな店で、俺たちが元いた世界にも負けないデザインの服が並んでいた。

			「ちょっと見て回ってもいいですか？」

			「おう。ここで待ってるから、好きなの持ってきてくれ」

			「はい！　桂木くんが惚れちゃうようなの選んできます！」

			　彼女はそう言うと、店内を物色し始める。

			　風子もなんだかんだ女の子なんだなぁ。

			　俺は、遠くから楽しそうに服を選ぶ風子を眺めていた。

			「彼女さん。きれいですね」

			　すると、客入りがなく暇を持て余しているのか、店員がそんな話題を振っかけてくる。

			　……どうやら風子には聞こえてなさそうだし、いちいち否定するのも面倒くさいから適当に流しておくか。

			　それに風子がきれいなのは事実だ。

			「ええ、俺にはもったいないくらいです」

			「いえいえ、私にはとてもお似合いに見えますよ」

			「ありがとうございます」

			「よろしければ彼氏さんも一緒に選んであげてはいかがですか？　きっとその方がお喜びになると思いますよ」

			「でも、センスがありませんから」

			「センスなんて関係ありません！　好きな人から選んでもらえただけで、女性とは嬉しいものです！　ささ、どうぞ！」

			　押しの強い店員だな。

			　俺はしぶしぶ重い足を動かし、風子の隣に並ぶ。

			「風子」

			「あれ？　桂木くんは待っているんじゃ……？」

			「あー、そのなんだ。俺も風子に似合うのを選びたくなって……ダメか？」

			　はっきり言って、磨いてもいない俺の感性でせっかくの風子の服を選ぶのは、相当気が引けるんだが……。

			　けれど、彼女はそんな風に受け取らなかったみたいで、心配するような目で俺を見ていた。

			　確かに、俺の性格を知っていたらこんな反応をするよな。

			「か、桂木くん？　いつにもまして優しくないですか？　熱でもあるんですか？」

			　ナチュラルに毒が混ざっているのはご愛敬。

			「いたって健康体だ。それで、いいのか？」

			「も、もちろんです！　なんだって着ます！」

			「変なのを持ってこないように、精一杯努力する」

			　本当に俺がお願いしたらコスプレでもなんでも着てくれそうな勢いだったので、絶対に失敗できなくなった。

			　もっとファッションについて勉強しておけばよかったと後悔する。

			　……学んでも、前の世界では生かす機会はなかっただろうけど。

			　そうして二人で店内をうろつくこと十数分。

			　風子は二着、俺は一着選び抜き、ファッションショーが開演となった。

			「どうですか？　似合ってます？」

			　大きめの桃色のパーカーにショートパンツを組み合わせたボーイッシュなスタイル。

			　風子の流線の美しい足がほぼ露わになっていて、視線が思わず釘付けになってしまう。

			　垢ぬけた感じで、可愛いと思った。

			　今の風子なら、確かにこういうのもありだな。

			「ああ。最高だ」

			「ふふっ。次もありますからちょっと待ってくださいね」

			　シャーッとレールを走る音を立てて、カーテンが閉められる。

			　布一枚を隔てた向こうで風子が着替えていると思うと興奮も覚えるが、太ももをつねって我慢した。

			「…‥はい。こんな感じです」

			　出てきた風子の服装は、先ほどとは正反対で肌の露出を極限に抑えたシャツにロングスカートだった。

			　水色に薄い桃色と春を連想させる明るい色調は、風子の清純なイメージをより印象付けている。

			　笑いながら、クルリとその場で回る彼女も結構気に入っているのではないだろうか。

			「いかがなものです？」

			「若々しくていいと思う」

			「もうっ、私はまだおばさんじゃないですよ？」

			「冗談だよ。落ち着きもあって、風子にピッタリじゃないかな」

			「それならいいんですけど。最後は桂木くんが選んだ服ですね。……よいしょっ」

			　自分が選んだ服を着てもらうというのは、思った以上に緊張する。

			　試着室に設置された鏡を見て、風子はどう思っているだろうか。

			　き、気に入ってくれるといいんだが……。

			　まるで裁判で判決を受ける犯罪者のような面持ちで待っていると、カーテンが開けられた。

			「似合っていますか？」

			　袖口にフリルのついた白のトップスに、紺色のストライプパンツ。

			　俺はあえて普段、風子が着ないであろう服を選んだ。

			　ギャップを狙った形になる。

			　以前ならともかく髪を下ろした今の風子なら……と思っていたが、想像以上に大人っぽく、それでいて可憐さもある仕上がりになったと思う。

			「……すごく似合ってるぞ」

			「あ、あんまりストレートに言われると、照れちゃいますね」

			「わ、悪い。……それで風子はどれがいいんだ？」

			　手を口元にあてて恥ずかしがる風子。

			　俺はわざとらしいが話題を切り替える。

			　どうやら風子も悩んでいるのか、何度も鏡で見比べては唸っていた。

			　やがて彼女は三つとも手に持って、俺の方へ振り向くとこんなことを言ってきた。

			「桂木くん、どうしましょう。どれもいいので選べないです」

			　確かに甲乙つけがたい。

			　どれも可愛かったから、俺もとっさには答えが出なかった。

			　風子は靴を履くと、服を持って掲げる。

			「だから、この中から桂木くんが選んでくれませんか？」

			「え、俺が？」

			「そうです。桂木くん色に私をコーディネートしてください」

			　風子はいたずらをする小悪魔のように笑う。

			　なるほど。

			　俺は試されているのだろうか。

			　どれくらい風子を可愛いと思っているか。

			　それなら、もう答えは出ているも同然。

			「風子。預かるから、服を貸してくれ」

			　俺はそう言うと、風子の手からすべての服を受け取る。

			　値段は確認しなくても大丈夫だろう。

			　これくらいの服を買ってやれるだけのお金は残っている。

			　俺は死んでも生き返るので、俺の分のポーションなどの道具は買わずに済んでいるからな。

			「もう一度聞くけど、俺が可愛いと思ったものでいいんだよな？」

			「そうです。桂木くんの好みはどんな私なのか、気になりますね～」

			　風子は顔を近づけて、甘い声で囁いてくる。

			　さて、俺がしようと思っていることが、彼女の琴線に触れたらいいが……気にしても仕方ないな。

			「じゃあ、レジに行くか」

			「桂木くんはどれがよかったんですか？」

			「全部だ」

			「え？」

			「どれも風子に似合っていた。……全部、可愛いと思った」

			　俺がそう言うと、風子の頬がみるみる赤みを帯びていった。

			　恥ずかしさを覚えた彼女は、せわしなく髪の毛を弄りだす。

			　……俺も風子に目を向けられないくらいには、羞恥を覚えていた。

			「そ、そうなんですか」

			「ああ、そうだ」

			　棒読み気味に、変な返事をしてしまう。

			「ち、ちなみに具体的な感想は？」

			「少なくとも俺が見てきた女子の中でトップクラスに可愛いと思った。……これ以上は許してくれないか？」

			　嘘は言っていない。

			　朱里や結愛と遜(そん)色(しよく)ないほどに、着飾った風子はいとおしいと感じた。

			「あ……はい。……えへへ」

			「……レジ、行くぞ」

			「……最高のプレゼントですよ」

			　そこから俺たちは終始、無言のままだった。

			　レジで相手をしてくれた店員さんに『素敵な彼氏さんですね』と言われたが、風子の耳は真っ赤に染まり、俺もあまりにも経験が乏しかったので何もフォローができなかった。

			　お互いに言葉を発さないまま、ただ歩く。

			　少女漫画かと自分につっこみたいが、情けないことに気恥ずかしさのあまり、言葉が出ないのだ。

			　沈黙が破られたのは、商業区域の端にたどり着いた時だった。

			「桂木くん。その……せっかくですから……もう少し寄り道しませんか？」

			　風子はチラッとこちらを窺う。断る理由もなかったので、うなずいた。

			「よかった。実はお茶が美味しいと評判のカフェがあるんです」

			　そう言う風子に連れられてやってきたのは、大通りから外れたところにある古風なティーショップだった。

			　自分が好きな味の葉を選んで店員に渡すと、香りと味が一番楽しめるように淹れてくれるらしい。

			　店の真ん中では楽器を持った男女が、落ち着いた雰囲気を壊さない程度の、優しい音色を奏でていた。

			「私はこれを。桂木くんは何にしますか？」

			「さっぱりだからな。苦みの少ない種類にしてくれると嬉しい」

			「では、こちらですね」

			　物知りの風子がチョイスして、店員へと注文してくれる。

			　うーん、なんだかリードされっぱなしで恥ずかしいな。

			　朱里は俺が何もしなくても喜んでくれるし、結愛はあんまり細かいことは気にしないタイプだ。

			　よくよく考えれば、女子と無縁だった俺には、そんな知識は蓄積されていない。

			　……余裕ができたら、そういう勉強もしよう。

			「桂木くん」

			「……あっ、悪い。何か言ったか？」

			「いえ。なんだか、他の女の子について考えている風に感じたので」

			　その言葉はぶっきらぼうで、少し冷たい。

			　……彼女もそうだが、女性は男の心を読む術でも持っているのだろうか。

			　俺としては苦笑いを浮かべることしかできない。

			　乾いた笑いを絞り出していると、風子はこらえきれなかった様子でクスクスと笑い声を漏らす。

			「ふふっ、ごめんなさい。桂木くんが面白くて、つい」

			「……からかわれていたってわけか」

			「でも、妬いているのは本当ですからね」

			「それに関しては、俺が悪いとしか」

			「せっかく二人きりなんですから。今だけは難しいことも抜きで、私との時間を楽しんでくれたら嬉しいです」

			　確かにこんな心地いい空間で、わざわざ他のことに思考を割くのももったいないか。

			　ここのところ予定を詰めっぱなしだったから、リフレッシュも大切だ。

			　鮫島への復(ふく)讐(しゆう)心は消えることなく、ゆらゆらといつも燃えている。

			　きっと数日後には爆発させているに違いない。

			　だからこそ今は、静かに流れる風子との時間を楽しもう。

			「あっ。来ましたよ」

			　ウェイターが注文した飲み物を運んできてくれる。

			　お礼を言って、口を付けた。

			　恥ずかしながらこういうのは苦手だったんだが、思ったよりも口当たりが優しい。

			　さわやかな風味もいい。

			「うん、美味しいな」

			「評判通りでよかったです。これからは行きつけにしようかな」

			　とは言うけれど、彼女は湯気の立つ紅茶にまだ手を付けていない。

			　小さな口で、ふぅーふぅーと冷ましている。

			「風子って猫舌なのか？」

			「小さいころにやけどしてから、それ以来どうしても……」

			　恥ずかしがる風子はちょぴっとだけ飲んで、元の位置に戻す。

			　まだ彼女が飲むには熱すぎるようだ。

			「……そんなに見られると、さすがの私も恥ずかしいです」

			「悪い。ちょっと可愛らしくて」

			　照れる風子はもう一口、紅茶を飲む。

			　あちっと声を漏らしたあと、咳をして誤魔化した。

			「……一度、桂木くんとはこうしてゆっくりお話ししたいと思っていたんです」

			「それならホームでもよかったんじゃ」

			「ホームだとお邪魔虫がいますから」

			「ははは……」

			　何かと用事を付けて、間に割って入る二人の姿が容易に想像できた。

			「浜風さんや玉城さんが嫌いというわけじゃないんですよ？」

			「風子がそんな悪い奴だとは思ってないよ」

			「ただ二人を出し抜こうとは考えてますが」

			「悪い奴だ」

			「ふふっ。桂木くんには何も影響ないじゃないですか」

			　……確かに。

			　修羅場に巻き込まれる可能性が高くなるくらいか。

			　だが、俺に修羅場が起きても問題はない。

			　全員の愛を受け止めるつもりだからな。

			　今まで受けることのなかった分の愛情を余すことなく。

			「桂木くん」

			　風子はティーカップを置くと、重ねるようにして俺の手を握る。

			「私にもチャンスが欲しいだけなんです」

			「チャンス？」

			「今回の件が無事に終わったら、ご褒美が欲しいです。お二人にしてきたことを、私にもしてほしい」

			　二人にやってきたこと。

			　思い出す、朱里のやわ肌と腰が抜けるような快感。

			　結愛の魅惑的な唇と、優しい味。

			　……やばい、恥ずかしくなってきた。

			「……またお二人のこと」

			「い、今のは仕方なくないか？」

			「冗談ですよ。でも、そういうことです。桂木くんの中で、お二人は特別な存在。私もその域に至りたい。桂木くんは私とキスできますか？」

			「で、できるとも」

			「では、目を閉じてください」

			「わ、わかった」

			「……えいっ」

			　閉じた瞼(まぶた)を開けば、風子はひとさし指を俺の唇に当てていた。

			　どうやら俺の唇に触れた柔らかい感触は、風子のそれではなかったようだ。

			　その結果にホッとする。流れにのまれていた。

			「安心してください。私、こういうのはムードがある時にしたいです」

			「現実的だと思ってたけど、意外とロマンチストなんだな」

			「女の子はいつだって夢を見るものです。それに、ご褒美でもらえると期待していますから」

			「……善処する」

			　風子に押し切られてしまう未来が予見できた。

			「いいえ、絶対にしてもらいます」

			　前言撤回。

			　今にでも押し倒されそうな気迫だ。

			　間違いなく未来の俺は風子とキスするだろう。

			「えらく強気だな」

			「だって、今の私には自信がありますから」

			「……そうか」

			「はい。そんな自信のある私は、今回のダンジョン探索について、考えていたことがあるんです。聞いてもらってもいいですか？」

			「もちろん。風子は俺の頭脳だからな……」

			「そう言ってもらえて嬉しいです。だから、私は桂木くんの頭脳として提案します。桂木くん……私をダンジョンの攻略パーティーから外してくれませんか？」

			「……わかった」

			　少しの時間を置いた後そう告げると、驚いたのは俺ではなく、なぜか提案してきた風子の方だった。

			　もしかして、断った方がよかったのか？

			　引き留めてほしかったとか？

			　でも、提言する時の風子の瞳には、決意がこもっていた。

			　とっさの嘘とか、冗談とか、そういう風には思えない。だから俺も受け入れた。

			「……思ったよりも、あっさりと受け入れられて驚いています」

			「一応、俺なりに考えた結果なんだが、まずかったか？」

			　そう尋ねると風子は首を左右に振った。

			　やはり彼女なりに考えがあって、今回の発言に至ったようだ。

			「今回は今までと違って、大人数の、それも全く関係のない人たちと行動を共にすることになると思います。だから、共存派閥を指揮する係が必要かと」

			　確かに仲間が二分された状態で物事をうまく進めるためには、両勢力に精通した人物が指揮するのがいいだろう。

			　イーリャンたちと接触したのは、俺と風子だけ。

			　ダンジョンで暮らしていたラズニーには、道案内をしてもらわないといけない。

			　俺は鮫島を倒すために、絶対にダンジョンに潜る。

			　残るは風子だけ。

			　俺もここまでは考えていた。

			　まさか本人から提案されるとは、思ってもいなかったが。

			「つまり、風子はその役を担ってくれると？」

			「私なら『世界検索』を使って様々な戦略を練れますし、除去派閥程度の相手なら、自衛手段も持ち合わせています。ダンジョンについていって、手持無沙汰になるよりは建設的かと」

			「案外、ダンジョンの中で風子の力が必要になるかもしれないぞ？」

			「いいえ、私にはわかるんです。だって、きっとすぐ桂木くんが倒しちゃいますから」

			　俺の勝利を疑わない彼女の信頼に滾る。

			　もとより負けるつもりもないが、こう言われてはな。

			「戦闘力にならない分、私は裏方で頑張ります。だから、桂木くん。私を今回のパーティーから外してください」

			「……わかった。ただリードレッドを護衛につけさせるから」

			「彼女は切り込み隊長です。そういうわけにはいきません」

			　そう言うと風子は、先ほど買った商品の入った紙袋を、ひょいと持ち上げる。

			「彼女が暴れられるように、今日は買い物に来たんですから。自分の身は自分で守ります」

			「……そこまで言われたなら、仕方ないな」

			「ふふっ、気持ちが伝わったようで嬉しいです」

			　風子はまだほとんど減っていない紅茶で、乾いた喉を潤わす。

			「美味しい……」

			　そう呟いて、笑顔を咲かせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あっ。昨日、あれだけ大見得を切ったのに、ダンジョンの入り口に門番がいて、何もできずに帰ってきたユージじゃない。どうしたの？」

			　イーリャン宅の玄関に着くなり、アスカから声をかけられた。

			　着くなり煽ってくる、前のめりの精神はなんとも見習いたいところだ。

			「なに、お前を一発殴ってやろうと思ってな」

			「やるの？」

			「上等じゃねぇか」

			「ふ、二人とも落ち着いてください！」

			　とてつもなくいい笑顔の挑発に勢いよく乗った俺だったが、風子によって止められる。

			「風子に感謝しておけよ。泣きわめくところを見せちまうのを、防いでくれたんだからな」

			「はぁ？　私が負けるわけないでしょう？」

			「昨日、俺に魔法を止められたのはどこの誰だっけ？」

			「本気出してなかっただけだから。本気なら今頃、死体になってたわよ、あなた」

			「残念だったな、俺は死なない」

			「意味わからないんですけど。自信過剰もほどほどにしなさいよね」

			　いちいち気に障る奴だ。そんなに俺のことが気に入らないか。昔の結愛みたいな奴だな。

			「……で、さっそく用件に移ってくれる？　見ての通り、忙しいのよ」

			　ドアを開けば玄関口からでも姿が確認できるくらいあふれた、男女の数々。

			　誰もが、その顔を怒りに染め、武器を調整している。

			　服装から冒険者だとわかった。

			「……なにするつもりだ？」

			「準備よ。除去派閥を立ち退かせて、ダンジョンをとり返すためにね」

			「いったいどこを攻めるんですか？　除去派閥の集まる場所なんて、聞いたことありませんが」

			　風子の能力でさえ、奴らの集会場所は暴けなかった。

			　ということは、あいつらは記録には残さない方法で連絡を取り合っている……？

			　鮫島たちとクラリア教徒に限れば、いくらでも手段はあるように思える。

			「ダンジョンに決まってるでしょ。今晩、勇者たちが出てきたところを叩く」

			「はぁ？　おい、勇者は俺が倒すって約束しただろ」

			「わかってるわ。だから、ユージにも伝えに行くつもりだった」

			「お前、俺たちがどこに住んでるか、知らねぇだろうが」

			「……あっ」

			　こいつ、今、気づきやがったな。

			　さすがの脳筋。リードレッドに通じるものがあるな。

			「……なにかしら、その哀れな目は」

			「憐れんでんだよ。こんなのじゃあ、婚期も逃しそうで可愛そうだなって」

			「それ以上、悪口言ったら切るから」

			　肩口に置かれたナイフの刃は鋭く、値の張る物だとわかった。

			　これと比べれば、コードのククリナイフはただの粗悪品だな。

			「アスカって、弓がメインじゃないのか？」

			「弓も使うわ。どれでも使いこなせるようにしているだけ」

			　アスカはクルクルとナイフを回転させると、腰の鞘に仕舞う。

			　見事な所作に感心して、素直に拍手するとなぜかにらみつけられた。

			「なに？　バカにしてるのかしら？」

			「普通に感心していたんだが。俺はそんな芸当できないからな」

			「ユージは魔法メインな感じなの？」

			「そうだ。だいたい、それで片が付く」

			「ステータスは？」

			「教えない」

			「ケチ」

			「おーい、そこのバカップル。会議を始めるぞー」

			「誰がバカップルよ！」

			　コードが入り口でケンカする俺たちを茶化して呼ぶと、さらに油を注ぐ結果となってしまい、アスカは切れ気味に会議室へ戻ろうとした。

			「桂木くん。本題を忘れていますよ」

			「そうだった。おい、アスカ！」

			「……なに？」

			「お前だけ、こっちに来い。話したいことがある」

			「……なんで私だけなのよ」

			「秘密だ。コード！　ちょっとこいつ、借りるぞ！」

			「いいぞいいぞ。どうせ戦略も何も考えてないだろうから」

			「コード！　あとで覚えておきなさいよ！」

			「へいへーい」

			　気の抜けた言葉を返すコードに、アスカの怒りゲージはマックスである。

			　こんな状態の彼女と話をするのかと考えると、気分が憂鬱になってきた。

			「……で、なに？　私も忙しいんだけど」

			　たった今、会議にはいなくてもいいって戦力外通告を受けていたのを目撃したんだが……。

			　いや、適材適所だ。

			　風子も言っていたじゃないか。

			　思考の回路がちょっと弱いアスカは、戦闘面で期待されているということだろう。

			　話が進まなくなるので、口にはしない。

			「アスカ。先に言っておくが、余計な詮索はなしだ。いちいち情報の出所を話していたら、きりがない」

			「その言い方だと、なにかわかったことでもあるようね」

			「ああ。今回の事件の大まかな流れがな」

			　それから俺は、昨晩、風子と行きついた結論を伝える。

			　ダンジョンは冒険者たちにとってのライフラインだ。

			　冒険者になるような奴はろくに教育を受けられなかったり、就職できずに、やむを得ず身を落としたという者がほとんどだ。

			　そんな奴らが、いきなり稼ぎを失うとなれば、ダンジョンの取り壊し反対を訴え続けている『共存派閥』に気持ちを寄せるはずだ。

			　手を貸してくれる冒険者もいると思う。

			　実力行使に出ようとしている今の『共存派閥』の姿を見れば、不満を持った腕っぷし自慢たちが感情のままに合流することも十分ありえる。

			　以上の理由で、流れは少しずつ『共存派閥』に向いていた。

			　そんなアスカたちを抑え込むには、相当の武力が必要だ。

			　だから、コスタルも直接的には手を出してこなかった。

			　しかし、クラリア教徒の中でも上位に入りこみ、勇者の協力まで取り付けることができたのならば話は別だ。冒険者の集団など気にしないでいいほどの力が手に入ったのだ。

			　コスタルたちには、魔物討伐後、さらなる目的がある。

			　それはガンダロスという都市そのもの。

			「クラリア教徒の土地」として独占するために、あいつらは邪魔になる冒険者とダンジョンをはじき出そうとしているのだ。

			　これは一種の侵攻だ。ということは、イーリャンたちはまた戦に勝たねばならない。

			　一度でも敗北すれば、もう歯止めは効かなくなるだろう。

			「……それが事実なら、とんでもないスキャンダルだけど」

			「仮定だけど、嘘はない。勇者を殺したい俺にとっては、嘘をつくメリットがない」

			「デメリットもないじゃない」

			「お前たちの協力が得られなくなるのは痛手だ。それとも俺が昨日見せた復(ふく)讐(しゆう)心じゃ、信用するに値しないか？」

			　俺の問いに、彼女は考えるそぶりを見せる。どうやらすぐに結論は出たみたいだが。

			「……いいわ。信じましょう」

			「あっさりしてるな」

			「私、こう見えても直感派なのよ」

			「知ってる」

			「知ってますよ」

			「あなたはともかく、風子も時折、私の扱いがひどいのには、異議を唱えたいところだわ」

			　げんなりした様子で、アスカは文句を垂れる。

			　対して、妙なところでズレている、肝の据わっている風子はニコニコと笑っていた。

			「ユーモアですよ」

			「ああ、そう……。まぁ、いいわ。とにかく情報をくれた件に関しては感謝するわ。ありがとう」

			「気にするな。今晩、ダンジョンに突撃をかけるんだな？」

			「ええ。クラリア教徒に気づかれないうちがいいだろうから。勇者たちがダンジョン内にいる方が、都合がいいし」

			「なら、夕刻前か」

			「十八時ぐらいかしらね。この時間にダンジョンに攻撃を仕掛けるけど……あなたたちはどうするの？」

			「ひとまず合流しようと思う。あと、情報提供ついでにもう一つお願いがあるんだが」

			「……私の体は自由にさせないわよ」

			「私に指揮を執らせてください。戦闘面では、あまり役に立てそうにありませんから」

			　自分の肩を抱くアスカだったが、風子は淡々と話を進めていく。

			　冗談をさらっと流されてしまった彼女は、誤魔化すように咳払いをした。

			「やっぱり風子って非道だわ。……わかった。そのことも話を通しておく」

			「ありがとうございます！」

			「じゃあ、私は戻るわ。これ以上一緒にいて、ユージと変な噂でも立てられたら迷惑だし」

			「安心しろ。好みじゃない」

			「ダンジョンを取り戻したら、あなただけはぶっとばす！」

			　そんな台詞を吐いて、アスカは俺たちを追い出す。

			　簡潔にではあるが、彼女たちにもこれで情報が行きわたった。

			　あとは本番に備えるだけだろう。

			「……除去派閥が変な動きを起こさないことを願うか」

			「敵の行動を把握できない以上、もう私たちには祈ることしかできませんから」

			「そうだな。……さぁ、ホームに戻ろう。これを急いで作らないと」

			「ラストスパート、頑張りましょうか」

			　無事に夜を迎えられることを願って、俺たちはその場を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おかえり、桂木君、早瀬さん。デート楽しかった？」

			「怖い、怖い、朱里！」

			　

			　帰ったら　仁王立ちの　鬼一人

			桂木大地（字足らず）

			　

			「ん？　どうして？　全然、怒ってないよ？」

			『おこなの？』と訊いていないのに、そう答える時点で怒っていると思うんだが……。

			　そんなこと言ったら余計に機嫌を損なわせるだけなので、口は閉じておくけど。

			「弁解しておくと、みんなの今後のために買い物していただけだから」

			「……本当に？」

			　ブンブンと首の動きがシンクロする俺と風子。

			　ジッと視線を逸らさないように、朱里の目だけを必死で見つめる。

			　それが結果に結びついたのか、朱里は「はぁ」とため息をつくと表情を緩めた。

			「もう……次からはちゃんと、誰かに言ってから出かけてね？　心配したんだから」

			「お兄ちゃんが取られないか、心配だったんだよね！」

			　ラズニーが留守番中の朱里の内心をバラす。

			「早瀬さんも！　ちょっと無防備すぎるよ！」

			「勇者様が風子に誘惑されないか、不安そうだったもんな」

			　リリーが面白がって、朱里の肩をポンポンと叩いた。

			「それに二人はあまり外出したらいけないの！　人目に触れない方がいいんだから」

			「王都ではお前らも気にせずにデートしてたよな、二人で」

			　最後にリードレッドがとどめをさす。

			　肩をプルプルと震わせて、般若と錯覚する形相を向けた。

			「……三人ともお話ししよっか？」

			「キャー」と棒読みの悲鳴をあげながら逃げ出す三人。

			　リードレッドはラズニーを担ぎながら、朱里から逃げ回っていた。

			　……鬼が鬼ごっこで逃げる側って、シュールだなぁ。

			　放っておかれた俺たちは、材料を持ってテーブルに座る。

			「風子。例の呪文を出してくれるか？」

			「準備は済ませてありますよ」

			「相変わらず仕事が早いなぁ」

			　差し出された『世界検索』。

			　そこに記された呪文を読み、イメージを頭の中に創り出していく。

			　ちょっとだけ時間がかかりそうだ。

			「私は裁縫しようと思います。人手が欲しいのですが……」

			「結愛は無理だと思うぞ」

			「もとから浜風さんに頼むつもりでしたので、問題ありません」

			「あんたたち、聞こえてるからね！」

			　キッチンで昼食を作っている結愛からツッコミが飛んでくるが、風子は涼しい表情でスルー。

			　追いかけっこしていた朱里を捕まえてきて、作業台へと座らせる。

			　状況が全く読めない朱里は、疑問符を頭に浮かべていた。

			「え、えっと、どうして私はここに……？」

			「女子力が高い浜風さんの力を、ぜひ借りたくて」

			「じょ、女子力高いかな、私？」

			「料理もできる、掃除・洗濯もお任せ。それでいて気立てもいい。完璧な女子力だと思うぞ」

			「……そこまで言われると、さすがに悪い気しないね。えへへ……そっかぁ。いいお嫁さんになれるかぁ」

			　彼女の耳は、壊れているのではないだろうか。

			　振り切ってはいけない方向にアクセルを踏み続ける朱里だが、ドンと胸を叩くと頼もしい宣言をしてくれる。

			　あっ、こら、風子。揺れた胸を見て、死んだ目をしない。

			「朱里さんにお任せだよ！　今ならなんだって、できる気がする！」

			「じゃあ、これを一緒にお願いします。縫い方は、ここに載っているので」

			「わかった！　頑張ろうね、早瀬さん！」

			「風子でいいですよ？　これから長い付き合いになりますし」

			「なら、私も朱里でいいよ！　よーし、パッと終わらせちゃおう！」

			　袋から布を取り出すと、朱里はせっせと手を動かし始める。

			　風子も負けず劣らずの速度で、仕上げていく。

			　俺はその間に魔法を構築させていく。

			　静かに時間が過ぎる。

			　ローブだとさすがに時間がかかりすぎるので、朱里の提案で顔を隠すフードだけにしたようだ。その結果、二時間も経たないうちに、六つの特製フードがテーブルに並ぶ。

			「できました！」

			「こっちも終わったよ」

			　顔を隠すことができれば、後はどうとでもなる。

			　リリーは元々、留守番がメインの役目だし。

			「魔族とバレてはいけないリードレッドが、人の目を気にせずに自由に行動できる」ようになるなら、それで十分だ。

			「じゃあ、次は俺の番だな」

			「ここに書いてある魔法を唱えて、布に手を当ててください。そうすれば、桂木くんから魔力を吸いとって、与えられた魔力が尽きるまでは、認識阻害の効果を得られるそうです」

			「わかった。ただ魔力の消費が多そうだから、俺が倒れそうになったら頼む」

			「桂木君でも厳しいって、よっぽどだね」

			「それほど強力ってことさ。王級魔法を連発だから、多少は仕方ない。それより始めるから、二人とも離れておいてくれ」

			　俺は魔力を集めるために、深呼吸を挟む。

			　血が流れるように、魔力が身体中にめぐる感覚を得られるようになったところで、詠唱を始めた。

			「光の王よ。我が存在を惑わすために力を貸したまえ。生きるための術を、この堕ちた私に与えておくれ」

			　右手が光り輝き出す。

			「次元の歪み《ミラージュ・トリック》」

			　その名を唱えると共に、俺は手をフードに押しつけた。

			　視覚的な魔法が現れはしなかったが、魔力がこぼれ落ちていく感覚に襲われる。

			　一定の疲労感を覚えたところで、手を布から離した。

			　ただ普通に戦うよりも、精神的にキツい。

			　激しい運動をしたわけでもないのに、気がつけば肩で息をしていた。

			「はぁ……はぁ……やっぱりキツいぞ……」

			「桂木君……でもね」

			「あと、これだけ残っていますよ？」

			　テーブルに並べられた五枚の布。

			　今にも逃げ出したい気持ちでいっぱいだが、自分から任せろと言った手前、投げ出すわけにはいかない。

			　乾いた音が鳴るほど、頬を強く叩いて、気を持たせる。

			　根性だ。

			　ここまで行ったら、後は根性だ！

			「よっしゃ！　どんどん持ってこい！」

			「はい！」

			　明らかにテンションのおかしい俺に気圧されて、二人も返事をする。

			　そうして、ようやくすべてのフードを処理し終えたころには、もう足がフラフラだった。

			　情けないことに壁を支えにしないと、立っていられない状態。魔力が枯渇寸前で、よく意識を保っていると言えるくらいだ。

			　寝不足もたたっているのかもしれない。

			「……かなり辛そうに見えるけど大丈夫、桂木君？」

			「……結構限界かもしれない。さっきから立っているので、精一杯」

			「え、ええっ!?」

			　朱里には、俺が超人だと思われていたのだろうか。

			　さっきからわかりやすく、足が震えていたりするんだが……。

			　ステータス値でも、朱里や結愛に負けているものがあるってことを忘れているな。

			　俺の強みは死んで生き返り、強化されることだけ――って、そんなの今はどうでもいい。

			　こんな弱音を吐くくらいには、精神が弱っているな。

			　これは少しだけ寝て、回復させる必要がある。

			　風子は俺を運ぶには非力だし、恥ずかしいが……朱里に頼むとしよう。

			　俺は手で朱里を招くと、その肩を掴んだ。

			「か、桂木君？」

			「……悪い、朱里。ベッドまで運んでくれないか？　少しだけ横になるよ」

			「わ、わかった！」

			　朱里は自慢の腕力を活かして、俺をお姫様抱っこする。

			　けれどこの体勢は、豊満な胸が体に当たるし、身長のバランス的にも難しいわけで……。

			「……朱里。担ぐ感じで頼む」

			「えっ？　いいの？」

			　もう返事をする気力もなく、コクコクとうなずく。

			　朱里に荷物のように担ぎ込まれて、俺はベッドの上に転がる。

			「……て、あげ……か……」

			　朱里が何かを言っているが、それすら聞き取れない。

			　一気に魔力を使いすぎると、こんな弊害が出るのか。今度から覚えておこう。

			　俺は最後の力を振り絞って「任せる」と呟くと、意識を手放した。

			　

			◆浜風朱里視点◆

			　

			「よかったら、膝枕してあげようか……？」

			「……任せる」

			「えっ！　い、いいの!?」

			「…………すぅ」

			　冗談で言った提案に対する返事は、まさかの了承だった。

			　すでに桂木君は眠っちゃっていて、わざわざ確認のために起こすのも忍びない。

			「ま、任せるってことは、別にいいんだよね……？」

			　返事が返ってくるわけもなく、自分に言い聞かせるように呟く。

			　こ、これはチャンスなんだよ。

			　昔は私だけだったのに、結ちゃんに、早瀬さんまで加わって桂木君の包囲網が完成しつつある。

			　現状、実質的に桂木君のお嫁さんとなる人は三人。

			　リリーさんはともかく、リードレッドさんも入れたら四人だ。

			　みんな、それぞれ可愛く、女の子としての武器を持っている素敵な人たち。

			「それに比べて、私にはこれくらいしか……」

			　肩こりで悩まされる大きすぎるくらいに育った胸を、自分で持ち上げる。

			　まだ大きくなっている感じがあって、このままじゃ形も歪になってしまうかもしれない。

			　そしたら、桂木君もさすがに引くんじゃないだろうか。

			　……ううん。弱気になっちゃダメ。

			　せっかく今は二人きりなんだから、この状況をプラスへと転じさせないと。

			　桂木君とは友達からやり直すことになったので、以前までは普通にやっていた愛情表現はなくなってしまった。

			　きっとこれまでの私なら、遠慮なく桂木君の隣に添い寝して、なんならそのままセ、セ……にも発展していたかもしれない。

			　だけど、寝ている間に、桂木君の信頼を裏切りたくはなかった。

			　今の桂木大地と浜風朱里は、恋人でもなければ、主人と奴隷でもない。

			　ただの友達。

			　今からしようとしている膝枕だって、グレーゾーンかもしれないけど……。

			　それは桂木君がいいって言ったから、いいの。

			「……寝ている時は、本当に可愛いんだけどね」

			　ぷにっと頬をつついても反応はない。

			　起きている間の鋭い目付きも、寝てしまえば関係ない。

			「よっぽど疲れたんだね」

			　あのフードを完成させるには、慎重かつ大量の魔力を使わなければならない。

			　なので、神経をすり減らす。

			　現に桂木君は疲れ果てていて、私が何をしても起きる気配はない。

			「……ちょっとだけ」

			　桂木君にならって寝転ぶ。

			　ふ、布団の中には潜っていないからセーフだよ！

			　別に添い寝しているわけでもないし！

			　そう！　これは、私も眠いから布団に倒れこんだだけ！

			「……なにやってるんだろ、私」

			【灼熱の処刑場】での試練によって私の心は砕かれた。それでも桂木君は、お互いを知って共に進んでいこうと言ってくれた。

			　あの時、どれだけ救われたことだろう。

			　その日から数日が経った。

			　桂木君とは、あくまで友達として接するように心がけている。

			　まず敬語で話すことはやめた。今までは気持ちを伝える時だけ普段の口調にしていたけど、それもやめた。

			　次に私に家事を任せっぱなし、というのもなくなった。

			　ローテーション制になって、私にも休みができた。

			　というか、リリーさんがすごい。

			　料理のレパートリーが多くて、腕も……悔しいけど私より立つ。

			　他の家事能力もすごかった。

			　掃除は、使っていない部屋まで隅々きれいに、埃一つない状態に仕上げる。

			　どこでそんな技術を身に付けたんだろうと思って尋ねたけど、恥ずかしくて教えられないって言われた。

			　きっと亡くなった旦那さんのために、必死に覚えたんだろうなと思った。

			　あと、結ちゃんが一丁前に料理を覚えていたのも、ちょっと憎たらしい。

			　今まで面倒くさがっていたのに、桂木君のために覚えたなんて……！

			　とはいえ、彼女たちのおかげで私が楽になったのは事実だ。

			　その時間を桂木君との交流に当てることができている。

			　おかげで細かな変化などもわかってきた。

			　例えば、トマトみたいな味のする食材が嫌いだとか、中二病みたいな一面があったりとか。

			　早瀬さんの紅い瞳を見て「……かっこいいよな、あれ」と無意識に呟いていたのを知っているのは私だけだ。

			　ガンダロスに来て数日間でこれだけ見つけられたのだから、拠点を手に入れた今ならもっと彼を知れるはずだ。

			　それは純粋に嬉しい。

			　友達からやり直してよかったと思う。あのままではいつか破綻していたとわかるから。

			　……でも、この関係がもどかしいと感じる時もある。

			「魅力的な提案だけど、遠慮しておくよ」

			　そう言って、膝枕とか、抱きしめたりとか……今までしていたことを断られるようになっていた。

			　私の中ではこれくらいならいいと思っていても、彼曰く、ここで甘えたら意味がないからとのこと。

			　言いたいことはわかる。わかるけど……これくらいはいいんじゃないかと思うのは、私のわがままなのかな。

			　女の子はいつでも不安なのだ。

			　特に最近は結ちゃんのデレっぷりがすごい。

			　桂木君のこと『大地』って呼んでた。

			　……ちょっとだけうらやましい。

			　彼に告白したって、教えてくれた。

			　私には謝りながらも、幸せオーラがあふれ出ていた。

			「……はぁ」

			　ライバルが多い。

			　最初は私だけだったのになぁ……。あれよあれよと増えていった。

			　もしかしたら桂木君は、女(おんな)誑(たら)しなのかもしれない。

			　不思議なことに、全員の面倒を見て、幸せにしてくれそうな感じしかしないけど。

			　……ちょっといろいろ考えすぎた。感情がとめどなく湧いてくる。

			　……落ち着こう。

			　そう思って瞼(まぶた)を閉じた。

			　

			「う……ん…………？」

			　目を開けると、景色が変わっていた。

			　桂木君を眺めていたはずなのに、黒のふさふさとした……なんだろこれ。

			　しかもいつもより視点が高いし、ぐらぐらと揺れていた。

			「あ、起きたのか、朱里」

			　その言葉で、私がどんな状況に置かれているのか理解した。

			　私は桂木君に……おんぶをされているのだ。

			「え……あれ、なんで……？」

			「朱里があまりにも気持ちよさそうに寝てたからさ。起こさずにおぶってきたんだ」

			　一気に意識が覚醒した。恥ずかしくて。

			　自分から抱き着いたり、そういうアピールするのにはもう慣れた。

			　だけど、心の準備ができる前に不意を打たれるのには、まだ弱い。

			　一番恥ずかしいのは……好きな男の子に寝顔を見られたこと。

			　情事の際も、【リガルの魔窟】の時も、桂木君より遅く寝て、早く起きていた。これまで一生懸命死守してきたのに……。

			　それがなんだと言われるかもしれない。

			　でも、私はいやだ。

			　自分のだらしないところを見られるのが。

			　今までずっと気を付けていたのに、よりにもよってこんなところで見られるなんて……。

			「うわぁ……」

			　恥ずかしくてたまらなくなり、彼の首に思わず顔をうずめた。

			「……どうかしたか？」

			「……聞かないでほしい、かも」

			「……逆に気になるな。でも……まぁ、いいや。可愛い朱里の寝顔もまた見れたし」

			「え……？　また？」

			「昨日、みんなでお祝いした時にな。あの時はよだれも垂らしてたっけ」

			「――――っ!?」

			　まさかのカミングアウトに、顔が真っ赤になる。

			　よ、よだれ……!?　そんなところを見られていたなんて……！

			　今すぐにでも穴を掘ってそこへと埋まりたい。入って身を隠したい。三日くらい目を合わせられない。

			「うぅ……うぅ……！」

			「……どうして唸っているんですかね、朱里さん？」

			「よ、よだれが出てたなら起こしてよ！　見たとしても言わないのが紳士のたしなみ！」

			「……もしかして、寝顔を見られたのを気にしているのか？」

			「うっ……」

			　我ながらわかりやすい反応をしてしまったと思う。

			　図星だ。

			　桂木君はそんな私の反応を見て、呆れたように笑った。

			「寝顔なんて、今さら気にするようなもんじゃないだろ？」

			「気にするよ！」

			　好きな人に間抜けな顔を見られた。かっこわるい姿を見られた。それがどれくらい恥ずかしいことなのか、桂木君はまるでわかっていない。

			　これはきっと女の子しかわからない気持ちだ。

			「もっと恥ずかしいものも見たことあるんだし。お互いに」

			「んなっ!?　そ、それとこれとは問題が違うもん！　大体、桂木君はもっとデリカシーを持って――」

			「ちょっとぬけてる朱里も可愛くて、好きだけどな」

			　――心臓がドクンと大きく跳ねた。同時に胸の奥が急に冷えていくような感覚に襲われた。

			　さっきまでの熱がない。

			　代わりに、やんわりとポカポカした温かさを持つ熱が現れた。

			　……自分はそういうの禁止する癖に、こういう不意打ちはズルいと思うなぁ、私。

			　おかげで、寝顔を見られた羞恥心など、どこかへと飛んでいってしまった。

			　……もう。今度は違う意味で顔を隠さないといけない。

			　私が好きって言われたら、なんでも許すと思っているのかな、桂木君は。

			　バーカ。バーカ。バーカ。桂木君のバーカ。

			　大好き。
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			Ｓｔｏｒｙ４－５『急転する舞台』

			　

			◆桂木大地視点◆

			　

			　軽い睡眠を取ると、ちょうどいい時刻になっていた。

			　俺と風子はよそ行きの服に着替えて、靴を履き替える。

			　本日のシェフを務める朱里が、フライパンとお玉を持ってそこにやってきた。

			「二人とも、夜ご飯はどうするの？」

			「外で食べるから気にしなくていい。もしかしたら、長引くかもしれないから」

			「私もお呼ばれしますから、なくて大丈夫です」

			「オッケー。……桂木君」

			「ん？　なに？」

			「終わったら、まっすぐ帰ってくるんだよ？」

			　朱里の凍てつく波動に、風子の肩が跳ねた。

			　この子は本当に……。

			　さすがの俺も呆れてため息をつく。

			「わかってるよ。酒も飲まない」

			「……本当にぃ？」

			「もちろんだとも。信用できないか？」

			「だって、桂木君、チョロいし」

			　やめてくれ。

			　その言葉は深く突き刺さる。

			「し、朱里も人のことは言えないだろ！」

			「あー、疚(やま)しいから慌ててるんだー。ふーん」

			「か、勘弁してくれ……」

			　もしかして、これは昼に寝顔を見たことに対する仕返しだろうか。

			　そんなことを考えていると、頬をツンツンとつつかれた。

			　犯人は、やけにいい笑顔だ。

			「冗談だよ～」

			「……朱里！」

			　キャーと逃げる朱里。

			　俺が捕まえられないところまで逃げると、ドアから顔だけ覗かせて、手を振る。

			「打ち合わせが終わったら、すぐに帰ってくる。朱里たちも準備しておいてくれよ」

			「わかった。気をつけてね。行ってらっしゃい」

			「おう。絡まれたら、返り討ちにしてやるさ」

			「私は怖いので、桂木くんに任せますね」

			　腕を絡ませる風子。

			　その視線は明らかに朱里を挑発している。

			「ふ、風子ちゃん!!」

			「では、楽しんできますね。夜遅くまで！」

			「あっ、おい！　風子!?」

			　風子は俺の腕を引っ張り、逃げるように走り出す。

			　朱里の焦った声は、普通の住宅街ならば間違いなくお隣さんからクレームがくる大きさだった。

			　そんなこと露知らずな顔をした、原因を作った張本人は、くしくしと腕に頬を擦り付けている。

			「……風子。さすがに人の目があるところで、それは恥ずかしいんだけど……」

			「私は恥ずかしくないですよ？」

			「知ってた。……腕を組むのはいいから、頬を擦り付けるのはやめてくれ」

			「わかりました」

			　そう応えた彼女は、今度は指を絡ませて、俺の反応を楽しんでいた。

			　慣れない行為に照れがあるのか、時折止めては俺をチラッと窺ってくる。

			　俺が気分を害していないか、気にしているのだろう。

			　彼女の気持ちを想像すれば、風子の少しだけ行き過ぎた愛情表現も可愛く思える。

			「……この街に来てから、いいことばかりです。今までよりも桂木くんを近くに感じられています」

			「確かにな。風子と二人きりは珍しいか」

			「基本的に桂木くんは、朱里さんとベッタリでしたからね」

			「その通りだから、何も言い返せないな」

			「だから、私はそのぶんの桂木くん成分を、今補充しているんです」

			「えっ、なにその成分。怖い」

			「ちなみに、朱里さんと玉城さんも使ってますよ、桂木くん成分って言葉」

			「そっちの方が怖いな！」

			　本人のあずかり知らぬところで、よくわからないルールができているのが一番恐ろしい気がする。

			　例えば前の世界の俺へのいじめが始まった日。わけもわからず殴られたことは、未だに鮮明に覚えている。

			　登校したら、いきなり殴られるんだぜ？

			　恐怖しかなかったね。

			　それはさておき、風子主体の会話を交わしながら道を歩いていると、住宅街を越えた辺りになって異変を感じた。

			　なんだか落ち着かない。受け入れられない気持ち悪さがある。

			　舐めまわすような視線。

			　それともう一つ。

			「……風子」

			「なんでしょう？」

			「ここに来るまで、誰とも会っていないよな。……それっておかしくないか？」

			「…‥桂木くんも思いましたか？」

			　その返答が、彼女も俺と同じ違和感を覚えたことを教えてくれる。

			　風子が恥ずかしい真似をするので、周囲からの視線には気を払っていたつもりだ。

			　俺の記憶をたどると、最初の数分を除けば、誰にも会っていない。

			　深夜というにはまだ早いこの時間に、人っ子一人外出していないというのは考えにくい。

			　とすれば、なにか異常が起きている……？

			「冷えてきたな……」

			　急に気温も下がってきた。

			　本来ならありえないことだが、しかし、俺たちはこの感覚を知っている。

			　なぜなら、前回のダンジョンで重宝していたから。

			『氷風《フリーズ》』

			　冷風により周囲の温度を下げる魔法。

			　シールドの十八番でもあるこの魔法を行使した際と、状況があまりにも似ていた。

			　誰かがわざわざそんなことをする必要はない。この街は元々涼しいのだから。

			　ダンジョンの中に生息する魔物の仕業とも思えない。

			　そんなことをすれば、もっと街が騒ぎになってしまうはずだ。

			　……可能性として残っているのは、第三者による俺たちへの妨害。

			　そんなことをするのは、クラリア教徒。

			　奴らが先手を打ってきた形になる。

			「……風子。俺が魔法を使ったら、急いでホームまで戻って、みんなを呼んできてくれ」

			「は、はい。……クラリアの刺客でしょうか？」

			「そうだろうな。まずはあぶりだす。仕掛けるぞ」

			　俺は腰にさしていた鞘から刀を抜くと、地面に突き刺し、呪文を唱える。

			「大地震波《グランド・ウェーブ》！」

			　地面に身を沈めた剣先を震源とし、大地を揺るがす大きな波を作り出す。

			　急な遠隔攻撃が、術者の動揺を誘ったのだろう。

			『氷風』の効果が切れたことを確認し、風子を見やれば、彼女はすでに駆け出していた。

			　クラリア教徒が除去派閥とつながっているのは知っている。

			　向こうがこうして強硬手段に出てきたということは、共存派閥もやばいかもしれない。

			　だから、風子には援軍を頼んだ。

			　もしかしたら街のいたるところに、仕掛け人がいるのかもしれない。

			　人と出会わなかったのも、すべて奴らの仕掛けた罠というわけだ。

			「白銀の氷矢《ブリザード・ホワイト》！」

			　呪文を叫ぶ声と、貫いたものを凍てつかせる氷の矢が、同時に飛来する。

			「火炎放射《ボルケニオン》！」

			　俺は、リリーが以前使用していた魔法で迎え撃ち、それをすべて溶かした。

			　さらに、矢が飛んできた方へ向けて、倍にしてお返ししてやる。

			「虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》！」

			　放った帝級魔法は、クラリア教徒が隠れているであろうあたり一帯を遮蔽物ごと倒していく。

			　風切音と一緒に、いくつかの悲鳴が聞こえてきた。

			　俺は剣を構えて、倒れた人間の下へ駆け寄る。

			　そこにいた全員の体のあちこちが欠如しており、そろってくたばっていた。

			　奇妙なのは倒れている者が、そろいもそろって白いフード付きのローブを着ていること。

			　その胸元には、祈りを捧げている女性のシルエットが刺しゅうされていた。

			　首からは十字架もぶらさがっており、呪文を唱えたであろう者の手には分厚い辞書のような書物があった。

			「妨害工作に出たみたいだな」

			　ただ、どうして今になってこんな強硬手段に出たのかが理解できない。

			　昼の冒険者の声を聞いて、先に始末しようと考えたか？

			「とにかく、イーリャンの下へ行こう」

			　本をとりあげて、走りながらペラペラとページをめくってみる。

			　羅列された文字はすべて、女神クラリアに捧ぐ礼賛の言葉だった。

			　これで証拠も出そろった。向こうから手を出してきた。

			　服装からして、こいつらがクラリアを信仰する人々というのは間違いない。

			　そんな風に頭の中を整理していると、そんなに遠くないであろう場所から何か聞こえてきた。

			「ぐぁぁぁぁ!?」

			「助けてくれぇ！」

			　近づけば近づくほど、鮮明に聞こえてくる悲鳴。

			　嫌な予感しかない。

			　そして目的地に着いた時、目の前に広がっていた光景は、予感が的中していることをこれでもか、というくらい具現化していた。

			「なんだよこれ……」

			　残骸だ。

			　あちこちに建物だった名残はあるが、イーリャンが暮らしていた家――共存派閥の基地は、無残にも崩壊していた。

			　イーリャンたちが楽しい時間を紡いでいた場所は、見る影もなく、真っ赤に血塗られた戦場になっていたのだ。

			「クラリア様のためにぃぃ！」

			「うわぁぁぁぁ!?」

			　また一人、地に伏せる。

			　そいつは名前も知っている男だった。

			　鈍器で殴られたコードの首は、ひしゃげていた。息もしていない。

			「……てめぇら、なにしてんだよ」

			　どんどん冒険者たちが迫害され、白色のローブが視界を埋めていく。

			　俺の中で、何かが切れた音がした。

			「こんなクソみたいなことがあってたまるかよ！」

			　俺は近くにいたクラリア教徒に殴りかかると、奴らの囲いの中に入った。

			　ここに立っている冒険者は少ないので、すぐに老人を見つけられた。荒れ地の隅で、体を縮こまらせている。

			　そこには、彼を守るように剣を振るう、女の姿もあった。

			　しかし、傷を負っており、その立ち振る舞いは拙い。

			　俺は飛び出すと、アスカと対面している白装束の男に、拳で襲いかかった。

			「ユージ!?」

			　まだ元気そうな声に一安心して、俺はクラリア教徒に立ち向かう。

			　数が多すぎるから、力の出し惜しみはしていられない。

			　こっちは圧倒的に、不利な立場なのだ。

			「多重土層《マルチ・ガードナー》！」

			　俺が魔法を唱えると、主神に捧げる言葉を叫んでいるクラリア教徒たちの四方に、土の壁が展開される。

			　拳を握りしめ、そのまま得意技で奴らを拷問にかけた。

			「土層万力《アース・バイス》！」

			　壁は、その大きさからは想像できない速さで教徒たちを取り囲み、肉ごと押しつぶす。

			　いろんな音程の悲鳴が奏でられ、この場にいる全員の注意が俺に集まった。

			　それでいい。

			「かかってこい！」

			　今度は真正面からの取っ組み合いだ。

			　リリーの言った通り、教徒たちのステータスはクラリアによって強化されているように感じる。

			　普通の魔物を相手するよりも辛いが、それも誤差の範囲内だ。

			　俺が死して得てきた復(ふく)讐(しゆう)の力の前では、虫けらも同然。

			「クラリア様に逆らう愚か者が！」

			「どっちがバカなのか、わからせてやるよ！」

			　突っかかってきた白装束の腕をひねると、体ごと回転させて、床に叩きつける。

			　そのまま胸を踏みつけると、横から突き出してきた槍をかわして柄の部分を掴んだ。

			「私の槍が!?」

			「遅いんだよ！」

			　槍をグイッと引っ張り、バランスを崩したところで頭に蹴りを一発。

			　ふらついたのを逃さず、横腹、足と連続して蹴りを打って、最後に奪った槍で顔を刺した。

			　次々とやられていく仲間の姿に、信仰心が高い奴らも後ずさる。

			　だけどもう、見逃すわけにはいかない。

			「ここまでやっておいて、『すみませんでした』で終わるわけねぇだろうが！　大暴風《サイクロン》！」

			　底から吹き荒れる風が、クラリア教徒たちを上空へと放り出す。

			　うまく身動きが取れず無防備になった奴らの命を狩り取る刃を、空へ向けて放った。

			「飛風刃《ウインド・スライス》!!」

			　見えない風の刃が金切り音を鳴らして、教徒へと突き進む。

			　クラリアへ救いを乞う祈り、俺に対する侮蔑、死への絶望。

			　様々な感情が空に響き、赤色が宙に舞った。

			　命と共に心を失った奴らはだらりと人形のように力なく、地上へと落ちてくる。

			　同時に降り注いだ血の雨をぬぐうと、俺の後ろで目を見開いていたアスカに声をかけた。

			「おい。もうケガは問題ないのか？」

			「……えっ、ええ。ポーションを飲んだから、なんとか」

			「そうか。イーリャンは？」

			「わ、私は守られてばかりなので……ユージさんこそ、お怪我は？」

			「さっきの見てただろ？　ケガなんかしてねぇよ」

			　わずかの生き残りの冒険者たちも緊張の糸が切れたようで、乾いた笑い声を漏らしながら、その場にうずくまっていた。

			　今はたくさんの感情が一気に押し寄せて、心が混乱を起こしているはずだ。

			　触れずに、そのままそっとしてやった方がいい。

			「……ねぇ」

			「ん？　なんだ？」

			「ユージって、あんなに強かったの？」

			「言っただろ。勇者を倒すつもりだって。これくらいできなきゃ、話にもならねーよ」

			「そっか。私たちもう大丈夫よね？」

			「安心しろ。ここにいるクラリア教徒はぶっ飛ばした」

			　俺がそう言うと、アスカはふらふらと歩いて、俺の胸へと顔をうずめた。

			　間近に感じた死が遠ざかり、安(あん)堵(ど)したみたいだ。

			　ぎゅっと服を握りしめ、嗚咽をこらえている。

			　俺にできることと言えば、されるがままでいるくらいか。

			　この体勢のまま、イーリャンへと尋ねた。

			「イーリャン。何があったか、簡単に教えてくれるか？」

			「そ、それがよくわからんのです。いきなり家に向かって、魔法をぶつけられて、壊されてしまって……もう私も何がなんだか……」

			「お前たちが襲われる前、何か周囲でおかしなことはあったか？」

			「い、いえ。全く予兆はなかったんです。戦の前に英気を養って、さぁ行くぞというところで襲撃にあいまして……」

			「他の住民は？　あいつら、一般人も関係なしに襲ってきたのか!?」

			「そ、そういえば確かに。自分たちのことで精一杯でしたが、近隣の方々の姿は見かけませんでした」

			　これだけの惨状だったんだぞ？

			　大騒動になるのは、簡単に想像ができる。

			　なのに、どうして誰もいない？　逃げようと出てこない？

			　何も不思議に思わず、静観を決めこむなんて話があるのか？

			「……買収済みってことか。いや、そもそもの俺たちの考えが間違いなのか……？」

			　俺は勘違いしていたのかもしれない。

			　クラリア教徒は、新しく街にやってきた奴らだけだと思っていた。

			　しかしずっと前から、この世界の女神はクラリアだ。

			　ということは、クラリア教徒は元から大勢いたのではないか。

			　それこそ冒険者たち以外は全員ってこともありえる……。

			「――っ！」

			　悪寒が身体中を駆け抜けていった。

			　しかしこの仮説が正しければ、俺たちが街中で襲われた理由も、誰ともすれ違わなかった理由も、説明できる。

			「あいつらも捕まっているかもしれないな……」

			　風子に援護を呼びに行ってもらったが、一向にやってくる気配はない。

			　あっちはあっちで、クラリア教徒と戦闘を繰り広げているのかもな。

			　なら合流するために、俺もいったん向かうか。

			　その前に生き残りだけでも、安全な場所に……。

			「……くそが」

			　安全な場所なんてない。

			　今、俺たちはガンダロス全体を舞台に戦争を行っているんだ。

			　圧倒的に不利な状況でな。

			　どっちにしろ、朱里たちと合流がしたい。

			　生き残りも、ホームまで届ければ、少しは安全なはずだ。

			「アスカ。動けるか？」

			　俺の言葉に彼女はコクリとうなずく。

			　本当なら、もう少しゆっくりさせたいが、天がそれを許してはくれない。

			　全く何が女神だ。ただの疫病神じゃねぇか。

			「聞いてくれ！　今から俺が安全な場所へとお前らを連れていく！　だから、あと少しだけ頑張ってくれ！」

			「お、おぉ……」

			「助かるのか……」

			「ありがてぇ……」

			　わずかな希望が見えて、力を振り絞って立ち上がる冒険者たち。

			　よし、これなら行ける。

			　そう思って、ホームへ先導しようとした瞬間。

			　強い魔力の反応を感じた。

			「飛風刃《ウインド・スライス》！」

			　風の刃は岩を砕き、破壊される。

			「おやおや。様子がおかしいと来てみれば……。私はどうやら当たりを引いたようだ」

			　声のする方を見やれば、純白の穢れないローブに身を包んだ男が立っていた。

			　金髪をオールバックにした目つきの鋭い奴は、俺を見下すように宙に浮かびながら、眼鏡の位置を直す。

			　どんな魔法を使っているのかは知らんが、今までの奴らとは一線を画す雰囲気。

			「コスタル！　貴様がなぜ、ここに！」

			　背後にいたイーリャンが、老爺とは思えないほど声を張る。

			　現・市長のコスタルは、ニヤニヤと下品な笑いを浮かべた。

			「なぜって、私も熱心なクラリア教徒だからですよ、前・市長。この街は我らがクラリア様の教えに反しています。だから、根本から作り直してあげようとしているのに……ねぇ？」

			「何を言っているんだ！　ガンダロスはダンジョンあってこそ！　それがわからないのか！」

			「あんなものなくとも、この街はつぶれません。私がいる限り、クラリア様の寵(ちよう)愛(あい)が降り注ぐのですから！　だから、おいぼれはさっさとくたばってくださいねぇ！」

			　コスタルはローブをはためかせると、一冊の教典を取り出した。

			　奴が詠唱を始めると、教典が光り始める。

			「岩石砲《ロック・キャノン》！」

			「飛風刃《ウインド・スライス》！」

			　打ち出された魔法に対して、俺は先ほどと同じように飛風刃《ウインド・スライス》をぶつける。

			　だが、同じ光景は繰り返されなかった。

			　岩石が風をはじき返し、なおも直進を続けたのだ。

			「多重土層《マルチ・ガードナー》！」

			　壁をいく重も張り巡らせて、岩石を粉砕する。

			「これまた厄介なのに遭遇したな……」

			　俺は心底面倒くさそうに吐き捨てて、コスタルの顔をにらみつけた。

			　十中八九、あいつが持っている教典が原因だろう。

			　クラリアの加護がステータスアップの理由だとすれば、あれは魔法の威力をあげる効果でも持ってんのかね。

			「その言葉。そのままお返しいたしましょう。ですが、私たちはクラリア様のお声を聞き入れ、あなたという化け物を地獄に葬るのです！」

			　気持ちの悪い奴だ。

			　こんなのが幹部なんて、終わってるな、クラリア教。

			　戦況は一対一だが、いつ増援がやってくるか、俺にはわからない。

			　それでなくても、俺は後方の手負いをかばいながら戦うことを強いられる。

			「どうしましたか、怖じけづきましたかぁ？　そうですよねぇ？　クラリア様のご加護を受けた私に勝てるわけがないのですから！」

			　上空でケタケタと歯を噛み鳴らしながら笑うコスタル。

			　とにもかくにも、右手に持たれた本が厄介極まりない。

			　おそらく、術者が発動した魔法の威力を一階級上げるという代物。

			　御霊級なら精霊級、精霊級なら王級に変化する。

			　こんなにも簡単に目星がついたのは、結愛の特殊能力である『氷の女王』を目にしたことがあるからだ。

			　一回目は精霊級の魔法で粉砕できた。しかし、教典がエフェクトを発動した二回目は破壊できなかった。

			　このことから、間違いないだろう。

			　……ふぅ、考えることがいっぱいで嫌になるな。

			　首を左右に振って、見下すように視線を向けるコスタルを見据える。

			「……とりあえずぶん殴りたいわね、あいつ」

			「無理はしなくていいぞ」

			「平気よ。十分に休んだし、あいつを見てると、はらわた煮えくり返るのよ」

			「同意見だ」

			「倒すなら魔法より接近戦が有効でしょうから、その願いは叶いそうだけれど」

			　隣で臨戦態勢に入ったアスカの言う通り、遠距離からの魔法攻撃では、埒(らち)が明かない。

			　ならば、どうにかして懐に入り込むことが必要だ。

			　それも一撃で奴を葬れるだけの威力の持ち主が、だ。

			「……アスカ」

			「何かしら」

			「一撃であいつを殺せるか」

			「なめてるの？　期待に応えてみせるわ」

			　俺が最有力候補の彼女に確認をすると、予想通りのいい笑顔で返された。

			「奴の体を真っ二つに割ってやる！」

			「オーケー。なら、俺がなんとかしてあいつを地上に叩き落とすから、お前が殺してしまえ」

			「いい役をくれて、ありがとう」

			　これでとりあえずの役割が分担された。

			　あまり時間も取っていられない。

			　アスカはナイフを構える。俺も腰の剣を抜いた。

			「よし！　背中は任せた！　行くぜ！」

			「ええ！」

			　駆け出すアスカに俺も並走する。

			　するとさっそく、前方から魔法を唱える声が聞こえた。

			「光の精霊よ。我が敵を天に還らせる裁きの矢を。千の閃光《サウザンド・シャイニング》！」

			　詠唱が完了した瞬間、俺たちの頭上にまぶしい光が襲い掛かってくる。

			　これは、殺傷能力と同時に目くらましの効果も持っている、攻防一体の魔法。

			　少しでも近づかせないつもりだな。

			「やることが小物なんだよ！　多重土層《マルチ・ガードナー》！」

			　土の壁は光の一切を遮るが、破壊されてしまう。

			　しかし、俺の自由を奪えなかったのは、相手にとって痛手だろう。

			　コスタルの持つ教典は強力だが、使い手がただ力を振るうだけじゃ意味がないんだよ。

			「土鎖拘束《アース・チェイン》！」

			「迅雷の矢《ライトニング・アロー》！」

			　敵を拘束する土の鎖のあとに、アスカによって雷の矢が噴出される。

			　声に出さずとも、いく多もの死線をくぐってきたアスカは理解していた。

			　すぐに獲物を狩る顔となり、鋭い八重歯を覗かせている。

			　アスカによるアシストにより、気持ちとスピードが最高に乗った瞬間、俺は足のバネを解放して高く跳びあがった。

			「あのクソ野郎を引きずり落とすぞ！　剣を用意しておけ！」

			　対策手段が限られている以上、こちらが先手を打つしかない。

			　俺たちがさっき仕掛けたのは時間差攻撃。

			　敵が俺の土鎖拘束《アース・チェイン》による束縛を嫌って避ければ、そこを狙ったアスカの矢が突き刺さる。

			　敵がその矢をはじけば、再び鎖の魔の手が忍び寄るという仕組みだ。

			「小賢しい真似を」

			「そんなこと言っている余裕があるのか？」

			　俺がすでに攻撃態勢に入っているにもかかわらず、コスタルは態度を崩さない。

			「火の精霊よ！　我に邪気を穿つ浄化の炎を！　業火が包む。そなたを喰らう。罪に焼かれろ！」

			　欲の権化を焼き尽くすための魔法を唱える。

			　タメを作った腕から勢いよく噴射される業火は一直線に伸びていき、コスタルを捕食しようと口を開く。

			　俺は拳を振り下ろした。

			　物理と魔法の合わせ技。

			「地獄火柱《ヘル・バーナー》！」

			　まともに受ければ間違いなく命を落とす一撃。

			「そう簡単にはいきませんよ！」

			　しかし、奴はそれより高位の魔法を唱えて相殺した。

			「ちっ！」

			「弱い！　弱すぎる！　いけませんねぇ、そのようなお粗末な攻撃では！」

			「お粗末なのはあなたの方よ！　油断大敵ね！」

			　狭すぎる視界。

			　慢心から生まれる隙。

			　それは戦いにおいて、致命的とも言える要因。

			　複数対一となればなおさらのこと。

			　すでに俺による第二撃は始まっていた。

			「地に堕ちろ！」

			　増強された筋力。

			　ステータスの恩恵を受けた俺の拳は、剛速球へと変化して奴の体へ突き進む。

			「小僧！　そんなちんけな攻撃が私に通じるとでも？　凍冷槍《フリーズ・ランス》！」

			　奴が手を払うと、十を超える氷の槍が顕(けん)現(げん)する。

			　それらは術者の意に従い、俺を突き殺そうと飛来してきた。

			「三重土層《トリプル・ガードナー》！」

			　前面に土の壁を展開することで俺はそれらをやり過ごすが、はっきり言ってまずい。

			　ここまで魔法が無力化されるとは思わなかった。

			　本来なら、帝級魔法で一気に押し切れるはずだった。

			　だから、美しくはないが、それでゴリ押ししてもいい。

			　だけど、あまりにも不確定要素が多すぎる。

			　敵襲がこいつで終わりなのかもわからない。

			　そんな状況で、大量の魔力を消費するわけにはいかない。

			　それに俺には、鮫島との最終ラウンドが待ち構えているんだ。

			「ちっ！」

			　うまくいかない戦況に、俺は舌打ちする。

			　何よりこいつ一人もままならない自分の弱さに嫌気がさす。

			　好き勝手にはさせない。絶対に殺す。

			　頭を回転させる。

			　俺はいつもこうやって戦ってきたじゃないか。

			　作戦を立てて、敵の弱点を突いてきた。

			　今までの奴らに比べたら、こんな奴なんて雑魚にも等しいだろう。

			　何を手間取っているんだ、桂木大地。

			　お前には殺すべき相手が、待っている。

			　考えろ。

			　そして、諦めなければ、策は湧いて出てくるのだ。

			「アスカ。やっぱりさっきの話はなし」

			「それは私にも力を貸せってことでオーケー？」

			「恥ずかしいけどな」

			「策があると思っていいのかしら」

			「もちろん」

			　前に出て、コスタルをにらみ付ける。

			　奴はニタニタと気持ち悪い笑みを浮かべていた。

			「私が与えた時間で、懺悔はできましたかぁ？」

			「自分から攻撃するのが怖いだけの癖になに言ってんだか。ただの臆病者だよ、あんたは」

			「……反省はできなかったみたいですねぇ。ならば、死を！　裁きをくだしましょう！」

			　そうは言うものの、奴は絶対に自分から仕掛けてはこないはずだ。

			　なぜなら、魔力の枯渇が怖いから。

			　確かに武器となる「教典」は一流かもしれない。

			　だけど、使う奴は二流がいいところ。

			　そう何発も魔法を打つことはできないのだ。

			　女神の加護を受けても、所詮あいつはただの人間に過ぎない。

			　だから、相手の攻撃を見て、最低限の出力で倒したいはず。

			　その心理を利用する。

			「……氷の精霊よ。汝、すべての者に安らかなる時を与えよ。悲しみも苦しみも感じぬ永久の闇の帳を」

			　俺の詠唱が始まった瞬間、アスカは疾走する。

			　コスタルは一瞬そちらに注意を向けたが、すぐに俺の方を向き直った。

			「永遠の氷棺《エターナル・メイデン》」

			「あの世に行きなさい！　流星炎《メテオ・フレイム》！」

			　コスタルの遥か頭上に現れる無形の炎たちは、群れとなって、星降るように、地上へと舞い落ちる。

			　威力も数も勝るとなれば、決着はついたも同然。

			　コスタルは高笑いをする――が、やがて気づいたのかポツリと呟きを漏らした。

			「……あいつの魔法は？」

			　そう。俺が放った魔法『永遠の氷棺《エターナル・メイデン》』がいつまで経っても現れない。

			　それもそのはず。俺の呪文は間違えて唱えられたから、発動されないのだ。

			　呪文はとっさに作り上げた偽物。

			　俺に氷系魔法なんてわからないし。

			　まさかこんなところで、現実世界のゲーム知識が役に立つとは思っていなかった。

			　存在しない魔法は当然、具現化しない。

			　つまり、コスタルが先手を打った形になる。

			　今までと立場が逆転した。

			　自分が置かれた状況が理解できたのか、どんどん顔が青ざめていくコスタル。

			「油断大敵ってね」

			「し、しかし！　私の魔法は強力！　クラリア様から授けられた本によって力を増しているのです！　敗れるなんてありえない！」

			　本気か、はたまた強がりか。壊れかけのコスタルは声高くそう続ける。

			「そうでもないんだな、これが」

			　奴の放った魔法の威力は王級。

			　よって、俺はそれ以上の魔法を撃てばいい。

			　天に手をかざし、いつぞやリードレッドが使っていた王級魔法を放つ。

			「灼熱火柱《プロミネンス・ピラーズ》！」
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			　灼熱は流星を飲み込み、消し去る。

			「な、な、なぁぁ!?　私の魔法がぁ!?」

			「……さぁ、終わりにしましょうか。狂信者め」

			「っ!?」

			　あいつは最後の最後で、俺の攻撃にムキになってアスカの存在を頭から消し去っていた。

			　そう。彼女はすでに飛び上がり、ナイフを振り上げていた。

			　空中に浮いている以上、そう簡単に回避行動はとれまい。

			　人を見下そうと、あの場所に固執したのが仇になった形だ。

			「地に落とすまでもなかったな」

			　焦ったコスタルは急いで教典のページをめくり、麗しき女神へ送る賛美の言葉と願いを述べる。

			「ク、クラリア様ぁ！　クラリア様ならば何かお力をくださるはず！　クラリア様ならば、信仰心を持つ私を救ってくれるはず!!」

			　最後まで女神にすがるコスタル。

			　だが、奴の祈りは、神には届かなかった。

			「さっさと黙って逝きなさい、クソ野郎。あの世で大好きなクラリア様が待っているわ」

			　無詠唱でも間に合わない至近距離で、ナイフが首元へ振り下ろされた。

			「そ、そんなっ!?　そんなことがあるわけぇぇぇぇぇ!?」

			　言葉の途中で、奴の断末魔の叫びは途絶える。

			　頭と体が分断されたからだ。

			　力に呑まれたコスタルは、呆気なくこの世から存在を消した。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ４－６『最終決戦』

			　

			◆玉城結愛視点◆

			　

			「よいーしょっと!!」

			「うわあああああああ!!」

			　私は足と腕が凍ってしまい、動けなくなったクラリア教徒を放り投げる。

			　行きつく先には、リリーが拳を引いて待ち構えていた。

			「せいっ！」

			　勢いが乗った突きは教徒の頬にめり込み、クリーンヒット。木に体を打ち付けて倒れた。

			「じゃあ、次行ってみよー！」

			「ひっ!?」

			　逃げられないように氷漬けにされた教徒が、仲間の悲惨な結末を見ておびえるが、知ったことではない。

			　足を掴んでひきずると、さっきと同じようにしてぶん投げる。

			「えいやっ！」

			「おごお!?」

			「おー、ホームラーン！」

			　夜空へ打ち上がったのを確認すると、新たな教徒(たま)を投げる。

			　そんな繰り返しの作業にも飽きてきたので他のみんなはどうしているのか見てみると、朱里ちゃんが最近の欲求不満ストレスをぶちまけるかのように、教徒を蹂(じゆう)躙(りん)していた。

			「飛風刃《ウインド・スライス》！」

			「へぶっ！」

			　教徒の胸に手を当ててゼロ距離で放たれる風の刃は、体を貫通していく。一撃一殺で駆逐していく朱里ちゃんには、さすがの私もちょっと引く。

			「風の帝よ！　汝、我が王道を妨げる者を切り刻め！　嵐吹く王者の覇(は)道(どう)！　ここに成す！　すべてを塵(ちり)に、地に還さん！　虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》!!」

			　終いにはこれだ。

			　彼女を取り囲もうとしていた大量の男女は、暴れ狂う風に全身を切り刻まれて、命を落としていく。

			　さすがは《鬼殺し》だ。

			　もう一方に目をやると、そちらはかなり静かだった。

			　朱里ちゃんが力でゴリ押ししていくスタイルなら、リードレッドは剣技を駆使して戦っていた。

			「オラオラオラァ！」

			「ひぃっ！」

			「いたっ！」

			　けたたましい叫びとは裏腹の、見とれるような美しい刀捌き。

			　一振り。

			　たったそれだけ。

			　それだけで同時に二人を切り裂いたのだ。

			　到底、マネできない。

			「疾っ！」

			　リードレッドは、そのまま、逃げようとした教徒の顎を蹴り上げる。

			　そして視界から外れた瞬間を狙って、教徒の足の甲に剣先を突き刺す。

			「いっ!?」

			　敵の意識は今度は下へと集中し、上方への注意が散漫になった。

			「がら空きなんだよ！」

			　だからこうも簡単に、強烈なかかと落としが決まるのだ。

			　さらにリードレッドは前かがみに倒れそうになる男の背中を転がり、剣を突き出した。

			「気づかれたっ!?」

			　その切っ先は、隠れて迫っていた別の教徒に刺さる。

			　うちが誇る戦闘狂はすぐさま駆け寄り、剣を引き抜くとそいつの頸動脈を切り裂いた。

			「容赦ないわね……」

			「当然だろ。こいつらは敵なんだから、情けなんていらねぇだろ」

			「それもそっか」

			「いやー、結愛も他人のこと言えたもんじゃないだろうに」

			　リリーは愉快そうに私を指差す。

			　私が投げた教徒に三連続で拳を当てていたリリーに、言われる筋合いはないと思うんだけど。

			「……あ、こっちも今ので最後かぁ」

			　再度、球を補充しようとすると、そこにはもう誰もいなかった。

			　一部の掃討は終了したわけだ。

			　……うん、私も思った以上に容赦なかったわ。

			「こっちは終わったぜ」

			「私の方も完了だよ！」

			「問題ないよ」

			「私も異常なし。掃討完了ね」

			　私含めて四つの声が、ホームの安全を確保できたことを証明する。

			「はぁ……疲れた……」

			　私はその場に座り込む。

			　みんなもさすがに堪えたようで、その場で休憩をとっていた。

			「お疲れ様！」

			「お疲れ様です」

			　それとほぼ同時に、ホーム内で身を潜めていたラズニーと早瀬さんが、お盆に飲み物を載せて出てくる。

			「そっちこそお疲れ様。怖くなかった？」

			「うん！　みんなが強いのわかってたから、安心できた！」

			　確かに、私がラズニーの立ち場でも、窓から観戦できるくらいには安心できるだろう。

			　魔族が二人に、元・勇者が二人。

			　かなり過剰戦力だ。

			「でも、おかしいよね。あいつらもなんで、ここを襲ってきたんだろ」

			「ここを狙ってというわけではなく、街全体で異変が起きているみたいです」

			　早瀬さんは大地に頼まれて、ホームに助けを呼びに来た。

			　私たちは事前に準備していたこともあり、すぐに飛び出したんだけど、その時にはすでにかなりの数のクラリア教徒が街を徘徊していた。

			　それで今の今まで、こいつらを相手していたのだ。

			「だから大地が別行動しているんだっけ？」

			「はい。でも、桂木くんのことですから、もうすでにどこかへ移動しているかもしれません」

			　早瀬さんが助けを呼びに来てから、かなり時間が経っちゃってるしね。

			　むやみに街中を駆けずり回っても、体力と魔力の消(しよう)耗(もう)をするだけだ。

			「そうだ玉城さん。これを」

			「ああー。お昼に作ってたやつね。被っておけばいいんだっけ？」

			「はい。それだけで効果が発揮されます。皆さんにも配ってきますね」

			　そこで話にいったん区切りをつけると、早瀬さんは朱里ちゃんたちの下へと歩いていく。ラズニーもそのあとについていった。

			　私は透明なグラスに揺れる水を、一口流し込む。

			　冷たさが喉を通り抜け、汗をかいた体に染みわたっていく。

			「……なんかわかりやすい手がかりでもあったらいいんだけど」

			　呟いた途端に、爆発音がここまで届いた。

			「な、なになに？」

			「びっくりしたよ、もー」

			「でも、今の規模の魔法を使えるのって、大地くらいなんじゃ……」

			　下からその様子を眺めていた私たちが、空にうち上がった赤い煙を見つけたのはその直後だった。

			　炎が上がったのは、西の方角。

			　距離からして、恐らくダンジョン・ラインを超えた向こう側。

			「あっちって……共存派閥の家がある方角ですね」

			「上がったのは王級魔法で、オレが使っているのと同じだ」

			　二人の証言があって、私の予想は確信となる。

			「もしかしたら、あっちもあたしたちと同じように、教徒たちに襲われているのかもしれないね」

			「共存派閥の本山に向かったんでしょ？　ありえる話だよ」

			「急いで向かった方がよさそう！」

			　ラズニーの意見にその場にいた全員が賛同する。

			「ラズニー！　オレの背中に乗りな！」

			「うん！」

			　自分のスピードでは足手纏(まと)いになることを理解していた彼女は、おとなしくリードレッドにおぶわれた。

			「しっかり掴まってろよ！　思いっきり飛ばしていくぞ！」

			「わかった！」

			「いい返事だ！」

			　ラズニーのその短い返事をスタートの合図として、リードレッドは地面を力強く蹴りあげた。

			「リリー！　ホームは任せたわよ！」

			「おうともよ。心配せずに、ぶっ放してきな」

			「風子ちゃんは私に掴まってね」

			「は、はい！」

			　追いかける形で、私たちも駆けていく。

			　奴らに見つからないように屋根を踏みしめて、大地たちとの合流を図るのであった。

			　

			◆桂木大地視点◆

			　

			「これで……ラスト!!」

			　俺は最後の教徒に拳をぶちこんだ。

			　イーリャンの家を出てホームへ向かう途中でも、湧いて出てくるクラリア教徒。

			　俺とアスカは、それを片っ端から打ち砕いている。

			　戦闘力は大したことなかったものの、何体も出てくるとうざったいことありゃしない。

			　それでなくてもけが人がいて、進行速度が遅いっていうのに。

			「そっちはどうだ、アスカ！」

			「問題ないわ！　クラリアクラリアうるさいだけの連中だったから」

			　くいっと彼女が指差す先には、無残にも切り刻まれた白ローブがいた。

			「……お前って怖いな」

			「あら？　何か言ったかしら？」

			「いや、別に」

			　そんな風に会話をしていると、どこからか俺の名前を呼ぶ声が聞こえた。

			「ユージさん!!」

			　今度ははっきりと捉える。前方を見れば、見知った人影がこちらに向かってきていた。

			「……敵？」

			「違うさ。風子が連れてきてくれた俺の仲間だ」

			「そう。なら、いいんだけれど」

			　俺が説明すると、アスカは警戒を解いた。

			「ユージさん、お待たせしました！」

			　俺たちの下にリリーを除く全員が降り立つ。

			　この戦況に終止符を打てるだけの戦力がそろっていた。

			　離れて行動していたが、結愛とリードレッドには目立った怪我はない。

			　朱里も元気いっぱいに風子を運んでくれたみたいだ。

			　ようやくこれで攻めに転じられる。

			「ユ、ユージ。彼女たちは一体……」

			「ああ。パーティーメンバーみたいなもん」

			「そうなのね……。風子だけだと思っていたら、こんなに」

			「みんな、頼れる奴だから安心しろ。朱里、こっちのケガしてる奴らに回復魔法《ヒール》を頼む」

			「うん、任せてよ！」

			　朱里にそう指示をして、とりあえず最悪の状態からは脱する。これで、こっちの戦力は増強された。

			　何はともあれ、その場にいる全員が集合したので、俺たちは場所を移すことにする。

			　他にもいる敵に、位置を特定される可能性が残っているからだ。

			　人気のない場所に、とりあえず身を隠す。

			「ふぅ……前方にも敵の影はないよ」

			　地面に座り込んだ朱里が、そう漏らした。

			　安(あん)堵(ど)の気持ちは伝播し、メンバーの緊張もほぐれていく。

			「……そうね。ここまで来たら、大丈夫じゃないかしら。背後から追手の気配もないわ」

			　しんがりをつとめていた結愛が安全性を強調したことも後押しし、次々にその場に座り込んだ。

			　だが、悠長にしている場合じゃないことを理解している彼女は、さっそく立案に入る。

			「……で、これからどうするの？　いったん、ホームまで戻る？」

			「私はそれがいいかな。悔しいけど、回復魔法《ヒール》だけじゃ対応できない部分もあったから」

			「わかった。なら、怪我をしている奴らはホームに戻って少しでも回復に努めさせる。残りはここで動きを見張っておこう」

			　できるならば彼らにも参戦してほしい。戦力が多ければ、その分だけ選択肢も増える。

			　だが、その前に完全に傷を癒したほうがいいだろう。

			「ホームにならポーションとかもあるしな」

			「じゃあ、私が責任をもって連れていくね」

			　話を聞いていた朱里が案内役を買って出てくれる。

			　敵方の戦力がほとんど削れた以上、全員でゾロゾロと移動する必要はない。

			　冒険者たちへの対応のめどができた俺は、この後の指針を決めるためにアスカに問う。

			「アスカ。ここはすでにダンジョンのそばだよな？」

			「大通りに出れば、すぐにダンジョンが見えると思うわ」

			　ここで生まれ育った彼女が言うなら、間違いない。

			　そして、俺は一つ、思い切った提案をしてみることにした。

			「あいつらが回復し終えたら、そのままダンジョンの中へ入ろうと思う」

			「……そう言うんじゃないかと思ってたわ」

			　短い付き合いだというのに、アスカは薄々感づいていたようで、嘆息した。しかし、止めるのも諦めているようだ。

			　一方で結愛はストップをかけた。

			「鮫島たちがまだダンジョンの中にいる確証はないわ」

			「いや、ある。これだけの大規模な行動なのに、地上に強力な魔力を感じない。もう街にいないんだとしたら、あいつらがいる場所なんて一つしかねぇ」

			「ダンジョンの中ってわけね」

			　それに今まで隠密に行動してきたクラリア教徒がこうも派手に攻勢に出たのは、きっと鮫島たちが、今日のうちにでもダンジョンを攻略できると踏んだからだ。

			　クラリア教徒と鮫島たちはつながっている。

			　コスタル自身がわざわざ表舞台に出てきたのも、そのあたりが関係していたのではないだろうか。

			「それでイーリャンたちに一つ願いがあるんだが、聞いてくれるか？」

			「なんですかな？　私たちにできることであるならば、喜んで引き受けましょう」

			「ダンジョンの入り口で見張り番をしている、クラリア教徒の相手をしてほしい」

			「……なるほど」

			　顎に手を当てて、イーリャンは考え込む。

			　さっきまで彼らを蹂躙していた奴らともう一度戦ってほしいと頼んでいるのだから、悩むのもわかる。

			　だから、俺たちも最大限の協力を惜しまない。

			「クラリア教徒の動きは俺たちが制限させる。だから、倒した後の監視だけでもやってくれると」

			「――あら、それは私たちを舐めすぎじゃなくて？」

			　俺の言葉を遮るように、アスカはそう言い放った。

			「……アスカ？」

			「私たちにもプライドというものがあるの。それに二度も同じ相手に負けはしないわ」

			「しかしだな」

			「それに……やる気なのは、私だけじゃないみたいだから」

			　そう言って、彼女は後ろにいる男たちを指さす。

			　反論するアスカの言葉にうなずく、共存派閥の生き残りたちがいた。

			　瞳には、冒険者としての戦いへの覚悟が宿っている。

			　さっきまでの、救済を求めていた、ひ弱な怪我人はいない。

			「あの時は不意を突かれただけだ。正面からなら絶対に負けねぇ」

			「それに回復させてくれるんだろ？　だったら、なんの問題もないな」

			「助けられっぱなしじゃ、男が廃るってもんだ」

			　冒険者たちが意気込みを語りだす。

			　彼らは最後まで戦い続けようとしていたし、ダンジョンを取り返そうと奮闘もしていた。

			　実際にこんなボロボロになっても、再起しようとしている。

			　次は、あのような悲劇になることはないだろう。

			　その様子を見て、イーリャンは誇らしげに胸を張った。

			「ユージさん。あなたの頼み、引き受けましょう」

			「感謝する。こちらからも一人、地上で手助けをするから安心してくれ。そうだろ、風子？」

			「はい。私も地上に残って、みなさんと一緒に戦います」

			　彼女は言っていた。

			　私もこの戦いで役に立ちたい、と。

			　どんな形でも成し遂げるという覚悟が、今の風子からは感じられる。

			「私にも、最低限の力はあります。ダンジョンの中では、役目はないかもしれませんが……」

			「早瀬さん……」

			「だとしても、私は少しでも力を活かしたい。チームのメンバーとして、頑張りたいんです」

			　彼女の本音に、結愛はため息をついた。

			　ここまで言われて、却下などできるはずもない。

			　好機と見たイーリャンも流れに乗る形で、参加の意志を表明する。

			「お嬢さん。私たちは自分たちの街を他人に任せっぱなしにはできない。少しくらいは役に立ちたいんだ」

			「……責任はとらないわよ」

			「それで構わない。私たちは最後まで見届けねばならん。こんなところでくたばったりできんよ」

			「おじさん……」

			「ラズニー。彼らをしっかり案内してやるんじゃぞ」

			「うん、わかってる！」

			　とにかく、これで全員の意志は定まった。

			　ダンジョンへ向かい、すべての戦いに決着をつける。

			「さて……最後の確認を行うぞ」

			　俺を射貫く、二十あまりの目線。

			　悲観している者は一人もおらず、全員の瞳に強い意志がこもっている。

			　悩んでいる時間なんてない。

			　図らずしてまとめ役になった以上、これだけの期待の眼差しに応えないわけにもいかないだろう。

			　俺は大きく息を吸い込むと、高らかに宣言する。

			「向こうがその気なら、思い切りやってやる。魔族が人間と平和に暮らしていた、輝かしき栄光の日々を取り戻す！」

			　剣を抜き、光る刀身を空へと掲げた。

			「リードレッド！　存分にお前の剣を振るえ！　その力を知らしめてやれ！」

			　その指示にこの世界随一の剣の使い手は、ニヤリと犬歯を覗かせて。

			「風子！　アスカ！　お前たちは教徒を足止めし、俺たちが勇者を殺すまで、入り口を守り切れ！」

			　知り合って日も浅い二人だが、愚痴一つこぼさずにうなずいて。

			「朱里！　結愛！　ラズニー！　ダンジョンではお前たちを頼りにしているぞ！」

			　俺に絶大な信頼を寄せてくれている愛しき二人と、仲間を守ろうとしている淫夢魔(サキユバス)は、それぞれが任せろとアピールして。

			「野郎ども！　死ぬなよ！　うまい酒を酌み交わそう！」

			　冒険者たちも各々の武器を天に掲げて、頼もしい返事をしてくれた。

			「それぞれが任務を終えれば、宴だ！　何がなんでも成功させるぞ！」

			『おう!!』

			「これより最後の人間と魔族の戦い――『人魔戦争』を開戦する!!」

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ４－７『いざ、念願を』

			　

			　冒険者たちの回復も完了し、俺たちは気力をわずかでも補充できた。

			　そのおかげで戦意の高ぶりが違う。

			　集中力も向上し、全員が落ち着いて戦いに臨める態勢が整っていた。

			　茂みから顔だけ出した俺は、ダンジョンの様子を確認する。

			　ダンジョンの入り口には、昨日と同じように見張り番が居座っていた。

			　けれど、何やらあわただしい。

			　司令塔であるコスタルが死んだことが影響しているのか。

			　そうだとすれば好都合だ。

			「やっぱり、まだ見張りがいるな」

			「あそこには、鮫島たちがいると見て間違いないね」

			　その言葉を聞いて、狂喜に心臓がドクンと跳ねた。

			　結愛は後ろにいるアスカたち地上班に、人数を伝える。

			「突撃は今から一分後よ」

			「わかってるわ。やられた分は倍返しにしてやる」

			　アスカたちにも、闘志があふれかえっている。

			　前衛の俺たちが先行して、警備を乱す予定だ。

			　殺すことなく、鎮圧へ。

			「いいか、リードレッド。峰打ちだぞ？」

			「わかってるさ。殺したらまずいんだろ？」

			「なら、いいんだけど」

			　俺たちと反対側の茂みに隠れている朱里たちへの合図は、天風《ウインド》による砂嵐。

			　それで陣形を崩して、アスカたちが一気に捕らえにかかる。

			　流れを再確認して、目を閉じた。

			　ドクンドクンと鼓動がはやるのがわかる。

			　時間を刻んでいく。

			「……行くぞ」

			　決戦の火ぶたが切られる。

			「天風《ウインド》！」

			　放たれた一陣の風は、砂煙を引き起こす。

			「な、なんだ!?」

			「おい！　入り口を守れ！　絶対に通すな！」

			　怒号を上げて、ダンジョンへの侵入を防ぐ冒険者たち。

			　もちろん、そうはさせない。

			「鬼火《オーガ・フレイム》」

			「氷地冷凍《ホワイト・アース》」

			　相反する二つの魔法が、同時に展開される。

			　一面が銀世界になり、雇われ冒険者たちの足が凍り付いていく。

			　鬼の炎が、冒険者たちの装備を焼いた。

			「疾っ！」

			「はぁっ！」

			　俺と朱里が短剣を使って、野郎どもを沈めていく。

			　次々と意識を失っていく同業者たちに、おびえる一般兵士。

			「く、くそっ！　ここは絶対に行かせないぞ！　人類の繁栄のために！」

			「うるせぇな。誰のおかげで、ここまで街が栄えたと思ってるんだか」

			　自分たちだけの都合で尊い命を狩ろうとする男を、黙らせる。

			　首に手刀を打ち込んで、寝かせた。

			「…‥よし。そろそろ切り上げるぞ」

			　時間差で、アスカたちがこいつらに変わって見張り番になる。

			「よし！　踏ん張り時よ！　全員、私についてきなさい！」

			「こいつらをとっちめるんじゃ！」

			『よっしゃぁ！』

			　共存派閥のメンバーが、縄を手に倒れている冒険者たちを確保していく。

			　そして、一部は騒ぎを聞きつけたクラリア教徒たちと肉弾戦へ。

			　だけど、除去派閥は、足を氷で封じられて動けない。

			　彼らは武器も焼かれたため、立ち向かう術は拳だけ。

			　負ける未来はないはずだ。

			「……今のうちに行くぞ」

			　呟きに反応して、朱里たちは入り口からダンジョンへ飛び込む。

			「桂木くん！」

			　風子が俺の名を呼ぶ。

			「頑張ってください！　私もやりきってみせます！」

			　しっかりと自分の役目を務めてくれている風子。

			　彼女の声援を受け止め、俺も倒れるように入り口から落ちていく。

			　身を投げ出した体は浮遊感に襲われた。

			　空洞を通り抜けると、霧がかかった世界が現れ、視界をふさぐ。

			　クルリと体をひねると、天風《ウインド》を利用して、無事に着地した。

			「桂木君！」

			　怪我もなく、ダンジョンへの潜入に成功していた朱里が駆け寄ってくる。

			　併せて、他のメンバーも集合した。

			「勇者様！」

			「ああ。もたもたしている時間はない。ラズニー、先導を頼む」

			「こっちだよ！　ついてきて！」

			　ダンジョンの構造を誰よりも詳しく知っているラズニーについていく。

			　薄れていった霧の先には、どっしりと構えた古城があった。

			　白と黒を基調としていて、怪しげな雰囲気が漂っている。

			　ここからでは全体像が捉えられず、どれほどの規模かも把握できない。

			　俺たちが城に近づくと、鉄門はさびれた金属音をけたたましく鳴らしながらひとりでに開き始める。

			　客人を招き入れるように。

			「地下にお城!?」

			「魔族はやることが違うわね！」

			「まぁ、ミアレなら、これくらいはしそうだな」

			　各々が感想を漏らしてそのまま突っ切ると、暗黒が広がる。

			　肉眼では到底、見通すことはできず、どんな危険が待ち構えているかもわからない。

			　薄暗く、幽霊が好みそうなジメッとした空気が肌にはりつく。

			　そんな中、ラズニーによって明かりが灯され、道が露わになった。

			　魔物も、うじゃうじゃとひしめきあっている。

			　嫌悪感さえ抱く光景だが、そんな弱音を吐いている場合じゃない。

			「ラズニー、このあとは？」

			「抜け道を使うよ」

			　彼女は迷いない足取りで、一階層を歩いていく。

			　道中の魔物たちは俺たちがどんな人物なのかを理解しているのか、襲い掛かってくる気配はない。

			　今までのダンジョンと違い、人工の装飾が施された内装。

			　測り切れないほどの面積の土地が十二分に使われており、彼女が目指した場所にたどり着くまで複雑な道のりを進む。

			「ここは一階層のボス部屋だよ」

			　雰囲気が漂うドアを開ければ、ピンク色に染まった少女趣味の景色が広がる。

			　ベッドに置かれたぬいぐるみ。

			　勉強道具が並んだ机。

			　まるで人間が暮らしているかのような部屋で、到底、魔物が暮らす場所とは思えない。

			　だが中央には、この部屋には不釣り合いな不気味な階段があった。

			　間違いなく、ここもダンジョンの一部。

			「なぁ、ラズニー。この速度で鮫島たちを追い越せるのか？」

			「もちろん。ここは私の部屋だもん。任せてよ」

			「え？　ラズニーちゃんって階層のボス任されてるの？」

			「そうだよ。でも、戦闘面で期待されているわけじゃなくて、私に必要とされているのは地上での活動。だから、普段はここからミアレ様のところへ行って隠れているんだ」

			　ラズニーは唇を噛んで、血を床へと落とし、呪文を唱える。

			「闇の精霊王よ。我が我である印を堪能し、頭を垂れて、我が歩むべき彼方へと導け。世界と世界をつなぐ混(こん)沌(とん)《ワープ・トゥ・ワープ》」

			　黒き点は渦巻き、大きな口を開ける。

			「さっ、飛び込んで！　これは、登録された場所同士をつなぐ魔法。もうミアレ様のいる最下層との道が出来上がっているから！　行くよ！」

			「わかった！」

			「おっしゃぁ！　戦闘だ！」

			「えいっ！」

			「怖くないっ！」

			　ラズニーに続く形で、俺たちも魔法でできた穴に体を落とす。

			　わずかな暗闇を経て、地に足がつくと、景色は一変していた。

			　壁際に並んだ、ラズニーと同じ格好をした淫夢魔族(サキユバス)の女の子たち。

			　金色に彩られた王座に座る、一人の女王。

			　惜しげもなく細く白い肢体を晒し、足を組んでいる。

			　豊満という言葉がピッタリ当てはまる、女性の象徴。

			　服と言っていいのか、戸惑うほど極限に抑えられた布は、臀部と胸部にしか存在しない。

			「ち、痴女じゃん」

			　結愛が思わず感想を漏らしているが、これが淫夢魔の正装なのだろう。

			　尾をゆらゆらと揺らし、小さな羽をはためかせ、彼女は俺たちの前へと降り立つ。

			「お前がミアレか？」

			「ええ。淫夢魔族の長。ミアレ・フランシスよ。あなたの到着を心待ちにしていたわ、勇者さん」

			　そう言って、彼女と握手を交わす。

			　こうして正面から構えると、たたずまい・所作から、彼女もまた優秀な人物だとわかる。

			　ヒシヒシと感じる魔力は、間違いなく本物だ。

			「ミアレ様！　ご無事でよかったです！」

			「お疲れ様、ラズニー。よくぞ、任務を果たしてくれたわね」

			「はい！　頑張りました！」

			「ふふっ、いい子よ」

			　ミアレは娘を可愛がるように、ラズニーの頭を撫でる。

			　自分の役目を果たした少女は、気持ちよさげに目を細めていた。

			「これでみんながまた安全に暮らせるわ。そうよね、勇者さん？」

			　そんな風に問われたら、俺が答えられる言葉は一つしかない。

			　掌に拳を打ち付け、サムズアップを返した。

			「あいつらの相手なら、俺たちに任せてくれ。必ず吉報を持って帰る」

			「それは頼もしいわ。……さて、本当なら私もあなたたちとお話ししたかったんだけど、あいにくもう時間がほとんどないわ」

			　待機していた淫夢魔(サキユバス)の一人が、丸い鏡を見せてくれる。

			　鮫島たちが古城の中を歩いている姿が映し出されていた。

			　鮫島、木(き)島(じま)、佐(さ)島(じま)の三人以外にも二人、おまけの冒険者がいる。

			「クラリアの勇者はすでに68階層の探索を終えようとしている。70階層にたどり着くのも時間の問題でしょう」

			「みたいだな。あんたはラズニーや、淫夢魔(サキユバス)連中を引き連れて先に地上へ逃げてくれ。今の地上には、お前たちを狩ろうとする輩はいないしな」

			「あんたたち淫夢魔を守ろうとしている人たちが、ダンジョン入り口で待機しているはずよ」

			「イーリャンおじさんたちも、ダンジョンを守ろうと頑張ってくれたんです！」

			「イーリャンが……。彼は私たちにも友好的に接してくれた男。安心できるわね」

			「というわけだ。転移魔法陣を使って、俺たちが戻るのを待っていてくれ」

			「そうさせてもらいましょう。これは使ってくれて構わないわ」

			　そう言って、ミアレは鮫島たちの位置情報がわかる鏡を渡してくれる。

			　そのまましなだれてくると、俺の耳元をペロリと舐めた。

			「私、強い男が好きなの。この戦いが終わったら……淫夢魔の快楽を味わわせてあげましょうか？」

			「はいはい、そういうのはいいから！」

			「間に合ってます！」

			　結愛と朱里が間に入って、ミアレを引きはがす。

			　あ、危なかった……。恐るべし、淫夢魔の魅惑。

			　二人がいなかったら、思わずうなずくところだった。

			「今は引くけれど、あとでたっぷりお話ししましょうね、勇者さん」

			　ミアレはチロリと唇を舌で舐める。

			　そして、小さく手を振ると、魔法陣に乗って仲間の淫夢魔(サキユバス)たちと一緒に姿を消した。

			「桂木君？　ダメだよ、淫夢魔に騙されたら」

			「そうよ。そういうことがしたいなら、わ、私に相談しなさいよね！」

			「それも違わない、結ちゃん!?」

			　言い争いに発展する朱里と結愛。

			　普段通りの二人を見ると、ちょっと肩の荷が下りた。

			　気持ちが楽になって、感情が切り替えられ、集中力が増していくのを感じる。

			「おーい、二人とも。そこまでにしておけよ」

			　俺の湧き上がる感情に気が付いたリードレッドが呼びかける。

			　頬をつねりあっていた二人も、気づいたようでキッと表情を引き締めた。

			「もうすぐ鮫島たちがやってくる。俺が最も殺したいあいつが、ここにやってくる」

			　今まであいつに何をされてきただろう。

			　数えきれない悪の所業。

			　いじめの数々。

			　やり返したい。

			　俺には、あいつにずっとさせたいことがあった。

			『ごめんなさい』と謝らせる。

			　言い訳もできないほどいたぶって、敗北者として、俺へと謝罪させる。

			　あいつは負けを知らない。

			　誰かに命令される屈辱を、負けて味わう悔しさを。

			　ずっと強者として、頂点に君臨してきた鮫島だからこその復(ふく)讐(しゆう)。

			　奴隷のように扱われてきた俺が、あいつを倒す。

			「今回、鮫島の相手は俺がする。リードレッドは木島……こっちの男を。佐島を抑えるのは朱里と結愛に任せる」

			「桂木君、七(な)奈(な)美(み)んだけど……」

			「もちろん、気絶させてくれたらそれでいい。二人の親友なんだろ？」

			「う、うん！　ありがと！」

			　佐島は風子と同じで、無害だったからな。

			「勇者様。他の奴らは本当にいいんだな？」

			「リードレッドの好きにしてくれ」

			「なら、いいんだ。刀の錆にしてやるよ」

			　これで対応は決まった。

			　あとは、ここで待つだけ。

			　王座へと、腰かけて、憎き男を迎え撃つ。

			「楽しみにしているぞ、鮫島」

			　報復の時は、近い。

			　

			◆鮫島伸二視点◆

			　

			「やっとここまで来たか」

			　俺たちは、今まさにダンジョンの最下層の扉の前にいる。

			　雄大に構えた鉄の扉。

			　閉じられているにもかかわらず、向こう側からは殺気がヒシヒシと感じられた。

			「佐島。木島。よくついてきた。ここを突破すれば俺たちはまた一つ、魔王に近づける」

			「気にするなよ。俺も楽しくて、やってるんだ」

			「私も。世界が平和になるなら、努力は惜しまないよ」

			　それぞれ違う目標を持って、二人が答える。

			　俺たちは歪なパーティーだと思う。

			　俺は願いを叶えるため。

			　木島は勇者としての権力を振りかざすため。あいつの隣には二人の女冒険者がいる。念願の童貞を卒業したこいつがある意味、いちばん楽しんでいるかもな。

			　高尚な理由で戦っているのは、佐島だけだ。

			　ただ、俺たち三人が「魔王を倒し、魔族を滅ぼす」という目標を一つにしているのは、事実だ。

			　着々とその結末に向かえている俺たちは、強い。

			　ここまで難なく到達できたのも、「強さ」が他とは違ったから。

			　圧倒的な力の前では、どんなものも意味をなさない。

			　踏みつぶし、その上を進む。

			　なんだ。今までと変わらないじゃないか。

			　学園であの弱虫をなじったように。

			　俺たちはこれから、ダンジョンボスの頭を踏みつける。

			　……そういえば、あいつらは淫夢魔(サキユバス)って話だったな。

			　犯して、屈辱を与えるのも楽しいかもなぁ。

			「……鮫島くん」

			　佐島が顔をしかめている。

			　おっと、どうやらまた悪い癖が……。

			「気を引き締めよう。なに、いつも通りだ。木島と俺が前衛。佐島は後衛で、俺たちの回復担当」

			「お前らは後ろにいろよ。俺が守ってやるからさ」

			　木島が格好つけると、女冒険者たちから黄色い声援があがる。

			　俺からしても目障りだが、放っておく。

			「行くぞ。勇者としての役目を果たしに、な」

			「おぅし！　俺が先陣切って、一泡吹かせるとするか」

			　木島が筋肉のついた腕を振り回し、さびついた音を鳴らしながら、扉を開ける。

			「よく、ここまでたどり着いたな、勇者」

			　俺たちの視界に飛び込んできたのは、玉座に座っているフードを被った男。

			「褒美にいいものを見せてやろう」

			　その左右には見知った顔――浜風朱里と玉城結愛が、男を守る従者のように立っていた。

			「なっ!?」

			　浜風は【リガルの魔窟】で死んだはずじゃ!?

			　玉城も別のダンジョンに向かったんじゃないのか!?

			　予想の範疇を超えた出来事が起きると、人間は隙を生んでしまう。もしくは――。

			「朱里ちゃん！　結ちゃん！」

			　――感情に流され、突発的な行動に出てしまう。

			　死んだとも思われた親友の登場は、佐島の心を揺るがすのに十分な材料だった。

			「おい、待て！　佐島！」

			　俺が止めようとした瞬間、今度は後方から悲鳴がけたたましく響く。

			　振り向けば、木島の連れてきた女の、首から上がなくなっていた。

			　ペロリと舌なめずりする赤鬼。

			　手に持つ刀には、鮮血が付着していた。

			「……足りねぇな」

			「てめぇ！　俺の女に何しやがる！」

			　怒りに正気を失った木島が、殺人鬼を自慢の腕力で押しつぶそうとする。

			　赤鬼は身軽に跳ぶと、回転して着地した。

			「お前を絶対につぶす！」

			「ちょっとは退屈しのぎをさせてくれよ？」

			　木島は連携など忘れ、赤鬼を殺そうと一対一の状況へ持ち込んだ。

			　となれば、俺の相手は少なくとも三人……!?

			「っ！」

			　扉越しに感じていた殺意が一つの槍となって、俺の心臓を貫いた。

			　生まれて初めての恐怖。

			　自分より強い力を持つ者との対決。

			　俺へ殺気をぶつけているのは、間違いなく真ん中の男。

			　横の二人はきっと幻想か何かで、佐島を引き付けるための手段だろう。

			「これがダンジョンボスか……」

			　魔物を束ねる強者として、君臨する存在。

			　だから、どうした。

			「最後に笑うのは、この俺だ！」

			　俺は剣を抜くと、佐島を追い抜いて、飛び出した。

			「…………」

			　男は全く動く気配を見せない。

			　その横の二人も。

			「なめやがって！　十の光矢《シャイニング・アロー》！」

			　床を蹴って跳躍すると同時に、まずは牽制の魔法を撃ちこむ。

			「……飛風刃《ウインド・スライス》」

			　相手の魔法によって光矢のすべてが相殺されるが、目くらましにはなった。

			　この至近距離で俺の剣を防げるわけがない！

			「死ね！　悪魔め！」

			　数々の魔物をしとめてきた一閃を放つ。

			　キィィンと金属がぶつかる音がした。

			　見やれば、浜風朱里と玉城結愛がナイフで男をかばっている。

			「朱里ちゃん!?　結ちゃんもなにしてるの!?」

			「やっぱりお前らは幻想だったか！　俺はお前らの魔法なんかに惑わされんぞ！」

			　二人は答えない。

			　だが、それにしてもなんだ、この力は。

			　俺が押し返されているだと……！

			「いつまで、ちんたらやっているんだ？　鮫島伸二」

			「貴様！　どうして俺の名前を!?」

			「そりゃあ知ってるさ。お前には散々な目に遭わされたからな」

			　男はフードを外す。

			　露わになる整った顔。ひどく歪んだ、笑顔をしていた。

			　そして、驚きの名を告げる。

			「桂木大地だ。今からお前を地獄に叩き落とす男だから、よく覚えてから死ねよ！」

			　そう言って、俺の腹に蹴りを打ち込んだ。
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			◆桂木大地視点◆

			　

			　前蹴りを食らった鮫島は、あっけなく飛んでいく。

			「朱里、結愛。佐島は頼んだぞ」

			「うん。桂木君は……」

			「……俺のことはあんまり見ない方がいい。間違いなくおかしくなっているからな」

			「……無理するんじゃないわよ」

			　二人とうなずき合ったあと、俺はゆっくりと鮫島へ近づいていく。

			　起き上がった奴は目を見開かせ、俺をにらんでいた。

			「桂木ぃ？　ふざけたこと抜かすなよ、てめぇ！」

			「……どう思うかはお前の勝手だが、さっさと剣を構えないと死ぬぞ？」

			　脅しじゃないとわからせるように、俺は殺気をぶつける。

			　立ち上がった鮫島は、自分を奮い立たせるように雄たけびを上げて、剣を振るう。

			　的確に相手の急所を狙う剣技は、さすがといったところか。

			　死に戻るまでずっと虐(しいた)げられていた俺は、鮫島の強さを知っている。

			　そして、こいつが誰にも負けたことがないことも。

			　俺は思う。

			　その自信が折られた時、鮫島伸二は世界にどんな感情を抱くのか。

			　どんな醜い顔を晒してくれるのか。

			　それを考えただけで、笑いが止まらなかった。

			「はははは！　どうした!?　そんな弱っちい攻撃じゃ、俺は死なねぇぞ！」

			「くっそがぁぁ！」

			　剣劇が繰り広げられる。

			　激しく散る火花。

			　鮫島は必死に攻撃を繰り出すが、俺に軽く流される。

			　生まれる一瞬の隙。

			　俺は短剣を握ったまま、横から顔面を殴った。

			「ごっ!?」

			「歯を食いしばれよ、クソ野郎！」

			　倒れかけた鮫島に追撃。

			　ナイフの切っ先が奴の腕を捉えて、一直線に引いた。

			　肉塊は引き裂かれ、鮮血が宙に舞う。

			「ぐぁぁぁぁぁぁ!!」

			　走る激痛に耐えきれず、鮫島はその場に突っ伏す。

			　涙をこぼしながら、必死に回復魔法《ヒール》をかける様は、まさに弱者そのものだ。

			　情けなく、ひぃひぃと息を荒らげている。

			　その姿は間違いなく、この世界に来る前の俺そのものだった。

			「はぁ……！　はぁ……！」

			「やっと終わったか。待っていてやったんだから、かかってこいよ」

			　挑発するように俺は短剣を捨てた。

			「ほら、ハンデだ」

			「ちょぉぉしにぃぃ！」

			　すぐさま剣を拾い上げた鮫島は、俺を下から斬り上げようとする。

			　しかしリードレッドに比べれば、まだまだ遅い。

			「天風《ウインド》」

			　風で軌道を逸らされ、鮫島の剣は空を切った。

			「乗るなぁ！」

			　大振りになったら、おしまいだ。

			　俺は鮫島の腕をひねって、剣を手放させる。

			　髪の毛を掴んで自由を奪うと、頬を叩いた。

			　それでも反抗的な目をするので、もう一発叩いてみせた。

			　もう鮫島のターンは来ない。

			　これからは一方的な虐殺だ。

			「いいか、鮫島。覚えておけ。お前が今から受ける苦しみは、俺が今まで受け続けた痛みだ」

			　みぞおちに拳を打ち込む。

			「その体に刻み込め」

			　もう一発。思い切り振りかぶって。

			「俺の憎しみ、苦しみ。そのすべてを！」

			　今度は殴打ではなく、突き。

			　鋭くとがれた一撃は、今までよりも強い衝撃を与えた。

			　鮫島は吐しゃ物を吐き捨てる。

			「かはっ！　うおおおぇぇぇ!!」

			「吐いてる余裕なんかねぇぞ」

			　顎への蹴りが炸裂。

			　そのまま踏みつけて、グリグリと地面に押しつけた。

			　鼻がつぶれ、鮫島のきれいな顔が汚れていく。唇が切れ、血と涙が流れる。

			「ちくしょう……！　ごろす……絶対に殺す……！」

			「面白いことを言うな？　いったいどうやって殺してくれるんだ？　ええ？」

			　醜く、どんどん醜くなっていく鮫島。

			　それでも反抗の意を示すように、足を退かそうとする。

			　そうだ。もっと抵抗しろ。

			「それでこそ、俺が殺したい鮫島だ」

			　俺は鮫島が手放した剣を背中に突き立てた。

			「ぐぁぁぁぁぁ！」

			　抜いては刺し、抜いては刺す。

			　いくつもの穴が体にあけられ、血がボタボタと流れていく。

			　死なないのは、精神力のたまものか。

			「思ったより打たれ強いんだな、お前」

			　横っ腹を蹴っ飛ばす。

			　ゴロゴロと転がり、うずくまって、うめき声が漏れる。

			　俺は寝転がった鮫島の頭を踏みつけた。

			「ほら、地面とでもキスしてろよ。お前にはお似合いだって」

			　あの時と全く同じセリフをかけてやる。

			　俺は忘れていない。

			　ずっと胸を焦がし続けてきたんだ。

			「……やめろ……」

			　小さく。

			　ほんの小さく聞こえた、鮫島の弱音。

			　当然、やめない。

			　俺は鮫島の肩の関節を押さえて、腕を３６０度回す。

			　骨が折れる音がしても止めずに、ねじっていく。

			　やがて肉が耐えきれずに、ミチミチと嫌な音を奏で始めた。

			「やめてくれ……！」

			　初めて聞いた、鮫島の懇願。

			　腕を解放すると、今度はもう一つの腕を取った。

			　その瞬間、何をされるか理解した鮫島は大声で叫ぶ。

			「もうやめてくれ！　俺が悪かった！」

			「…………」

			「二度と……二度とダンジョンを攻め込んだりしない……！　頼む……！」

			　額を擦り付けて、謝罪の言葉を口にする鮫島。

			　それを一通り聞いた俺は。

			「思ってもいないことを口にするな」

			　あっさりと左腕を砕いた。

			「――っ……！」

			　声にならない悲鳴。

			　今まで復(ふく)讐(しゆう)してきたから、何度も死を経験してきた俺だからわかる。

			　死は怖い。

			　そして、本当に命の危険を感じた時。

			　人は感情をむき出しにして、必死にもがくのだ。

			　しかし、鮫島にはまだ自尊心があった。

			　それを粉々に打ち砕かなくてはならない。

			「これを見ろ」

			　鮫島に向けて、自分のステータス画面を表示する。

			　ステータス上は、誰も嘘をつけない。

			　そこに記された名前を見た奴は、顔を真っ赤にして、震える声を絞り出した。

			「かつらぎぃ……！」

			「どうだ？　弱者だった俺に見下ろされる気分は？　地べたもなかなかいいもんだろ？」

			「ふざけ、るな。俺がお前ごときにぃぃぃ」

			　悔しさに歯を食いしばる鮫島。

			　でも、もう立ち上がれない。

			　両腕が壊れたこいつは、体のバランスをとれずにもがくだけだ。

			　支えにしようにも、骨ごと砕かれては役目を果たせない。

			「安心しろよ。結構似合ってるぞ、その姿」

			「お前なんか……お前なんかに、俺は……！」

			「いい加減に現実を受け入れろ」

			　俺はもう一度、顔面を蹴り飛ばす。

			　そして、奴にもわかるように詠唱を始めた。

			　これが命を乞う最後の機会だと、わかるように。

			「風の帝よ」

			　俺が使おうとしている魔法が帝級だと気づき、鮫島の顔が青ざめていく。

			「お、おい。待て。お前がそんな魔法を使えるわけが！」

			「汝、我が王道を妨げる者を切り刻め」

			「ふざけんな、ふざけんな、ふざけんな！」

			「嵐吹く王者の覇(は)道(どう)。ここに成す。すべてを塵(ちり)に、地に還さん」

			　魔力が凝縮され、風の暴力が形成されていく。

			　あと一句。

			　魔法名を唱えれば、発動される。

			「ぁ……あぁ……あああああああああ！」

			　俺は、手のひらを鮫島に向けた。

			　ボロボロになった体を床にへばりつけ、恐怖に染まった顔をしている鮫島に。

			「すみませんでした！　俺が……俺が悪かったです！　ごめんなさい！　許してください！　お願いします、お願いします……！」

			　その姿はまさに敗北者。

			　みじめでも、情けなくても、生きたいがためにすべてを投げ捨てる。

			　俺がこの世で最も醜いと思う姿――俺が鮫島に晒してきた醜態、そのものだった。

			　……そうか。こんなお前が見られたなら、俺はもう――。

			「虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》!!」

			　――満足だ。

			　無数の風の刃が、鮫島の命を狩り取る。

			　奴は遺言を残すことすら許されず、この世を去った。

			　ずっと頂点に君臨していた男の最期は、ひどくあっけなく終わった。

			「……ついにやったんだな、俺」

			　ぎゅっと手を握りしめる。

			　少しずつ感情が芽吹き、それらはぐるぐると渦巻く。

			　因縁の相手を葬れた喜び。

			　過去の自分への決別を果たした達成感。

			　胸にぽっかりと穴があいたような寂しさ。

			　様々な感情が混ざって、うまく声も出ない。

			　だけど。

			「……おめでとう、桂木君」

			「お疲れ様、大地」

			　後ろからそっと抱きしめてくれる彼女たちの温かさに、自然と嗚咽が漏れ出た。

			「ありがとう……」

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ４－８『これから』

			　

			　地上に戻ると、大歓声で迎えられた。

			　イーリャンは涙と鼻水を垂らしながら、ミアレと抱き合っていた。

			　アスカもグチグチと文句ばかりだったが、最後にはお礼を言ってくれた。

			　わずか一日の激闘ではあったが、俺たち魔物との共存を目指す『共存派閥』がかけがえのない勝利を得たに違いはなかった。

			　あの事件のあと、事態は驚くべき速さで収束している。

			　市長がいなくなったことにより、空席になったポストには再びイーリャンが就くことになった。

			　街が再興するまでの間らしいが。

			　今回の事件によって、ガンダロスは大きなダメージを負った。

			　何よりも痛手だったのは、人口の激減だった。

			　だから、苦肉の策として、クラリア教徒たちを殺さずに捕獲する案を打ち出しておいたのだ。

			　奴らは罪を償いながら、働くんだとか。

			　それだけのことをやったんだ。妥当な結果だろう。

			　ミアレたちもできる限りの手伝いはするらしい。

			　かくいう俺たちもここ数日は、建築に炊き出し、書類整理とあちこちに分かれて協力していた。

			　これからガンダロスで暮らしていく身だからな。

			　あれほどダンジョンに情熱を注げる彼らがいるんだから、二度とこの街は間違った方向には進まないってのはわかる。

			　それで十分だ。

			　そんなこんなで、ひとまず混乱が落ち着いた今日は、約束していた宴会が我が家で行われている。

			　訪れた共存派閥の冒険者たちは、リリーやリードレッドの姿に初めは驚いていた。

			　しかしミアレの説明や、もともと魔族に対して嫌悪感が小さいということもあって、ずいぶんと打ち解けていた。

			　ガンダロス初日と同じく周りが完全に飲んだくれ状態になっていたので、また無理やり飲まされるのを避けるため、俺は裏庭に避難した。

			　ここに来ていろんなことがありすぎたので、心を休ませたい気持ちもあったしな。

			　ベンチに座って夜空を眺めていると、視界を小さな手で遮られる。

			「誰でしょうか？」

			「風子」

			「わっ、即答ですね！　これは運命ですか！」

			「……声でわかる。座るか？」

			「はい。お邪魔します」

		

	
		
			[image: p_236.jpg]
		

	
		
			　宴に疲れ、こっそり会場を抜け出して、一足早く入浴していたようだ。パジャマ姿の彼女が、俺の真横に腰を下ろした。

			　密着しているので、女性特有の香りが鼻腔をくすぐる。上気している頬は妙になまめかしい。

			　だけど、彼女は一言も喋らない。

			　下を向き続けているから、一緒に星を観察しに来たわけでもなさそうだ。

			「……風子？」

			　思わず彼女の名前を呼び掛ける。

			「……あの、ですね」

			　彼女はぎゅっとパジャマの袖を握りしめていた。

			　何か言いたそうに口をあけては、一文字にしめる、を繰り返す。

			　何度かそうしたあと、ようやくぼそりと小声で告げた。

			「……今回の私は、頑張っていたでしょうか」

			「ああ。よく頑張ってくれたと思っているよ」

			「……じゃあ、ご褒美もらってもいいですよね？」

			　彼女に言われて、思い出した。

			　頑張ったら、ご褒美のキス。

			　正直に言って、俺からもご褒美にあたるそれを、デートの際に約束していたのだ。

			　戦いの後処理の混乱で、すっかり忘れていた。

			「実は桂木くんからしてくれるのを待っていたのですが……やっぱり私は魅力がないのでしょうか？」

			「そ、そんなことはない！　全面的に俺が悪い！　本当にすまん！」

			「いえ、いいんです。桂木くんも復(ふく)讐(しゆう)を果たして、いろいろ考えるところがあったでしょうし。……ただ」

			　風子は続ける。

			「ただ、時折、不安になってしまうんです」

			　風子は逃さぬと言わんばかりに、俺の手の上に自分の手を重ねて、握りしめる。

			「……桂木くんは、朱里さんと玉城さんに、恋愛感情を持っていますよね」

			「ああ、そうだな」

			「……ズルいです。……二人はあなたと強いつながりを持っていて、私にはありません。……これはズルいです」

			　そこから風子の口は途端に滑らかになり、次々と言葉を紡ぎ出す。せき止めていた防波堤が壊れたように。

			「私は確かに三番目でもいいと言いました。……でも、皆さんと同じものを持っていたい。いえ、本当は愛してほしい。……私、ワガママなんです。でも、桂木くんに嫌われるんじゃないかって。邪魔にならないようにしないと、捨てられるんじゃないかって……。あなたはそんなことをしないとわかっているけど、感情が言うことを聞いてくれなくて」

			　彼女はそっと、俺に体重を預ける。そのまま胸に顔をうずめた。

			　か細い腕。非力なそれは、弱々しく俺を拘束する。

			「私は昔から何もできない子でした。すぐに忘れ去られる、記憶の片隅にもとどまらない。そんな子でした。だから、本の世界に逃げ込んだんです。あそこは夢で詰まっていた。……自分が変わらなければいけないのに。それを怖がって、向かい合いませんでした。昔も、そして今も」

			　一拍空けて、でも、と彼女は話を続ける。

			「私は一歩踏み出そうと思うようになりました。朱里さんを見て、私も変わりたいと思いました。嫌われてもいいから、しっかりと気持ちを伝えようって」

			「…………」

			「玉城さんのように、あなたから頼られるような。心のよりどころになりたいって願いました。そのために少しでも、自分の力を発揮できるように立ち回りました。だから……えっと、その……」

			　わずかに体が震えている。本当に一世一代の行動だったのだろう。

			　声が上ずり、涙ぐんでいるのもわかった。

			　風子が伝えたい言葉は、おおよそ見当がつく。女の子にそれを言わせるわけにはいかない。

			　何より俺は風子を傷つけてしまった。

			　そんなつもりはなかったとしても、いつの間にか彼女をないがしろにしていたのかもしれない。

			　俺は彼女に伝えたい。

			　自分はお前を嫌いになどならないと。

			　自分の意思を殺してまで、あんなに頑張ってくれたのだ。

			　ならば、どうするのが正しいのか？

			　正解は『行動で示す』だ。

			「風子」

			「はい、かつらぎく……っ」

			　名前を呼び、反応した風子が顔を上げたところで、艶やかな唇に自分の唇を重ね合わせた。

			「……っはぁ……桂木……くん……？」

			　唇を離すと、透明な糸が引いていた。

			　濡れた唇は、俺の欲をどんどん高まらせる。

			　火照った彼女の頬。途切れ途切れの息が艶めかしい。

			　力の抜けたせいで、無防備にさらけ出された肌。前に突き出された胸元には、谷間が覗いた。

			「……風子。俺は一度でもお前から興味を失ったことはないよ」

			「それは……本当ですか？」

			「ああ。風子のことも可愛いと思っているし……何より魅力的だと思っている。絶対に嘘はつかない」

			　俺は華(きや)奢(しや)な彼女の体を抱きしめる。

			「好きだ。……お前一人って言い切れないのが、情けないところだけどな」

			「……いいえ。そんなことないです。だって、私、今、こんなに幸せで……」

			　再び、ため込んでいたものを一気にあふれさせる風子。

			　俺はさらに強く抱きしめて、受け止める。

			　その後、彼女は自分の心情を吐き出してくれた。

			　我慢できなくなったきっかけは、【灼熱の処刑場】での朱里とのやり取りだという。

			　……風子は怖かったのだ。自分がどれだけアピールをしても軽くあしらわれて、手を出されることもなく、なのに周りの女(ひと)は俺の寵(ちよう)愛(あい)を受けているということが。

			　それなのに、俺に余計な心配をかけないように笑顔を振りまいて、いつもの自分を装っていた。だけれど、ついに限界に達してしまったということらしい。

			　そして、踏み出してくれた。

			「……すまなかった。俺のせいで、風子に辛い思いをさせてしまって……」

			「もう……いいんです。桂木くんが私を好いてくれていることがわかりましたし。……それに」

			　風子は手を俺の唇へと伸ばして、微笑を浮かべる。

			「これからは……私にも、愛を感じさせてくれますよね？」

			「……仰せのままに、たっぷりと」

			　その仕草が何を要求しているのか、わかっている。

			　彼女の顎を指で軽く持ち上げると、二度目となる口づけをした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜が明けて日が昇り始めたころ。

			　窓から射す光の刺激で目が覚めた。

			　瞼(まぶた)を擦ると、ぼやけていた視界もだんだんクリアになっていく。

			　まだ寝ぼけている脳を起こすために、冷やしていた水を一気に飲み干した。

			　スーッと乾燥した喉が潤い、気分がよくなるにつれ、思考も巡り始める。

			「……やりすぎたな……」

			　部屋の惨状を見て、後悔の念にかられる。グチャグチャだ。

			　散乱した酒瓶、食べ散らかした料理、床に雑魚寝する面々。

			　……あまりにもひどい。

			　掃除をしよう。今すぐきれいにしよう。

			　そんな衝動が俺を突き動かす……が、まだ早朝。

			　夜分遅くまで騒いでいたみんなを起こすのも悪いと思い、グッと我慢する。

			　……散歩でもするか。

			　とりあえず、半端に開いていた窓のカーテンを閉めた俺は、別室で簡単に着替えると、こっそりと家を出ることにした。

			　靴に履き替えて、玄関を潜ったところで、トントンと肩を叩かれる。

			「大地。おはよう」

			「うお、びっくりした！　……って、結愛か」

			「あー、なに、その態度。ちょっとムカつく。……朱里ちゃんの方がよかった？」

			「そういうことじゃねぇよ」

			「知ってるよ。どこか行くの？」

			「ちょっと眠気覚ましに散歩にな」

			「じゃあ、私もついていこうっと」

			　結愛はあたかもそうであるのが当然のように、手をつないでくる。

			　……俺はまだまだ緊張するのに、どうしてこんな簡単にできるんだ。

			「なにしてるの？　早く行こうよ」

			「あ、ああ、すまん」

			「それとも、なに？　朝から結愛ちゃんと一緒にデートできて、嬉しいとか？」

			「それもあながち間違いじゃないな」

			「……私、これから大地をからかおうとするの控えようかな」

			「そうだな。自爆して照れるくらいなら、しない方がいいと思うぞ」

			　なんとかリードを取り返した俺は手を引いて、街へ続く道を歩いていく。

			「それにしてもえらい早起きだよね。眠れなかったの？」

			「普段からこんな感じだぞ。あと、気晴らしだな。あの部屋は……ちょっと酒臭くてな」

			「確かにそうかも」

			　ちょっと困った顔をして同調する結愛。

			「そういう結愛はどうして？」

			「いやぁ。七奈美んがなかなか起きないから、看病してたら朝になってたって感じ」

			　鮫島たちと一緒に行動していた佐島七奈美は、とりあえず俺たちで保護することになった。

			　鮫島と共に行動していたクラスカースト上位の少女で、俺の目から見ても素直に可愛いと思う。

			　そんな彼女だが、殺すつもりはなかった。

			　確かに傍観していたが、手を出すこともしなかった。

			　それに朱里と結愛からのお願いもあった。

			　二人は俺にとってもう大切な存在だ。無下にはできない。

			「まぁ、それだけじゃないんだけどね。ちょっと大地に聞きたいことがあったから」

			「風子とはなにもやってないぞ」

			「違うわよ。でも急にそんなこと言うなんて、怪しいわね。後で詳しく聞くことにするわ」

			　しまった。

			　先手を取ったつもりが、余計に被害を広げてしまった。

			　結愛は不満げに口を膨らませていたが、息を吐くと、取り繕ったようにまじめな表情になる。

			「……ねぇ、大地」

			「なんだ？」

			「これから、どうするつもりなの？」

			　どうするつもり……ねぇ。

			　……一度、自分たちの置かれている状況を見直してみる。

			　今回の敵は、クラリアの息がかかった連中。

			　そんな奴らを倒したということは、俺たちはクラリアの邪魔をしたということ。

			　長年かけて築いてきた作戦を、台無しにしたわけだ。

			　これまでは全くと言っていいほど存在を無視されていたが、これからは話が変わってくる。

			　どこかのタイミングで一戦交えるのは、仕方がないことと割り切るべきだ。

			「あの様子だと俺らのことは、ガンダロス以外の都市のクラリア教の奴らや王族、召喚された勇者にも知れ渡っていると考えるべきだろうな」

			「となれば全世界が敵か……。一気に情勢が動いたわね」

			「平和な世界が一転。あははは、面白いな」

			「笑っている場合じゃないと思いますけど、リーダーさん？」

			「でも、やることは変わらないと思うぜ」

			「それって、クラリアたちと戦うってことでいいの？」

			「ああ。今まで以上に厳しい戦いになると思う」

			　ガンダロスに来て、俺は一つ素晴らしいことを知れた。

			　それは、魔族と人間は共存ができるってことだ。

			　クラリアが介入する前のガンダロスは、問題なんか起きることなく、平和だった。

			　俺の目指すべき理想形を、この街に見た気がする。

			　きっと全世界を征服するより難しい道のりだろう。

			　その道を歩いていくうえで、絶対に避けられないポイント。

			　人間による世界征服を目論む女神・クラリアの排除。

			「俺はクラリアを倒す。魔族にとっても、人間にとっても、素晴らしい世界にするためにな」

			「ふぅーん、そっか」

			「ご不満か？」

			「ううん。大地がちゃんと決めているなら、私が小言を挟むこともないよ」

			　そう言うと結愛は腕を絡めて、胸の形を歪めさせる。

			　……近い、近い。

			　肩が触れている。心臓の音が聞こえてしまいそうな距離だ。

			「難しい話はここまでにして、デートの続きをしましょ？　せっかくいい天気なんだから、もったいないわ」

			「……それもそうだな」

			　これからはもっと激しい戦いになるだろう。

			　だから今は、このつかの間の休息を楽しむことにしよう。

			　そして、クラリアを倒した暁には、またこうやって彼女たちと道を歩めるように。

			　彼女たちと結婚して、子供も生まれて……。

			　普遍的な幸せを現実にするためにも、頑張らないと。

			　まだ見ぬ未来に思いをはせながら、俺は笑ってみせた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ４－ａｎｏｔｈｅｒ『何気ない時間』

			　

			　ポカポカ陽気が、気持ちいいお昼頃。

			　今日も力仕事に忙しい桂木くんたちと違って、お暇をもらった私とラズニーちゃんは、裏庭で一緒に遊んで過ごしていた。

			　ダンジョンへの脅威がなくなってから、一週間が経った。

			　当然、街はまだ元通りには程遠い。

			　今は蓄えでなんとか誤魔化しているが、早いうちに底をついてしまうだろう。

			　だから、私たちにできるのはできるだけお手伝いをして作業の量を減らすことなんだけど、ここ最近休んでいないからって、皆さんから半ば強制的に家にいることを義務づけられていた。

			「よいしょ……よいしょ……」

			「うん、すごく上手よ。その調子、その調子」

			　部屋にこもっていたところにちょうどラズニーちゃんが遊びに来てくれたので、こうして花冠を作っている。

			　私は必死に編んでいる姿を眺めていた。

			　一生懸命な姿はただの子供に思える。

			　前に朱里さんや玉城さんが、そんなことを話していたのを思い出す。

			　ラズニーちゃんが娘だとしたら、私がお母さんで、お父さんはもちろん桂木くんで。

			　毎日行ってきますのキスをして、ラズニーちゃんとお父さんの帰りを待って、一緒に抱き着いてお迎えして……夜は……その、うふふ、ふふふふ。

			「なに笑ってるんだ、風子」

			「ひゃっ、桂木くん!?　どうしてここに!?」

			「いや、思ったよりも早く終わってよ。午後が自由になったから、帰ってきたわけ」

			　彼が親指で示す先は、ぐったりとした朱里さんや玉城さんが中へ入るところだった。

			　どうやらリードレッドさんたちは、またどこかで暇をつぶしているらしい。

			　この街では外見を気にしなくていいので、お酒が好きな彼女たちは結構はっちゃけ気味に楽しんでいる。

			「な、なるほど。おかえりなさい」

			「ああ、ただいま。……なんか二人が、お母さんと娘みたいに思えちゃうな」

			「あはは。おかえりなさい、パパ」

			「ふぐぁっ!?」

			　ラズニーちゃんのパパ呼びに衝撃を食らった桂木くんが胸を押さえて、苦しむ演技をする。

			　こういうところに、彼女の淫夢魔(サキユバス)としての才能のかけらを感じた。

			　無邪気な笑顔でも誰かを魅了できるのは、十分すごいことなんじゃないだろうか。

			　……さて、次に私がとる行動は一つですね。

			「どうしたんですか、パパ。そんなとこにいないで、こっちに来ていいんですよ？」

			「そうだよー。おいでよ、パパ！」

			「ああ、俺がパパだよ！　ははは！」

			　ラズニーちゃんのナイスアシストもあって、桂木くんは見事に落ちた。

			　彼はラズニーちゃんを私と挟むように座ると、温かな目で彼女が花冠を作る様子を見守っていた。

			　もう完全にお父さん気分である。

			　私もさっきまでと同じように、ラズニーちゃんを眺めているのだが。

			「…………」

			「…………」

			「……そ、そんなに見つめられたら恥ずかしいよ！」

			　恥ずかしくなったラズニーちゃんは本と花冠を手に取ると、木陰になった芝生の上まで走っていく。そこに腰を下ろして作業を再開した。

			　年甲斐もなく、どうやら私たちはやりすぎてしまったようだ。

			　手持無沙汰になってしまったけど、ここから離れるつもりはない。

			　とはいっても、ラズニーちゃんばかり見ていても、また逃げられるのがオチだろう。

			　私はススッと距離を詰めると、こてんと首を倒して、桂木くんの肩に乗せる。

			「えらい甘えん坊な娘さんが、もう一人いたもんだ」

			「桂木くん限定ですよ」

			「それは光栄だな」

			「……ちょっと余裕がありますね」

			「今の俺はお父さんスイッチが入っているからな」

			　わけのわからない答えが返ってきた。

			　だけど、なんとなく言わんとすることはわかる。

			　要はラズニーちゃんの手前、精神的に落ち着いているのだ。

			「じゃあ、パパ」

			「なんだい、ママ」

			「二人目、作りましょうか」

			「それとこれとは話が別かな！」

			「私もお母さんスイッチが入ってしまったので」

			「ママ。俺たち、もうダメみたいだ。別れよう」

			「あら、ひどい」

			　顔を突き合わせると、思わず笑みが漏れてしまう。

			　こんな冗談を交わせるほど、気持ちに余裕があるということだ。

			　それはとてもいいことなのだろう。

			　これからの動向は、すでに桂木くんから、みんなへ説明がなされていた。

			　女神・クラリアを倒す。

			　敵は全世界。

			　きっと今まで以上の激しい戦いになるはず。

			　けれど、桂木くんはやり切ると言った。

			　魔族と人間が共存できる、真の平和な世界を築き上げると。

			　ならば、私たちは信じてついていくのみ。

			　魔王として魔の女神に呼び出された桂木大地――愛する男性を。

			「……いいですね、のんびりするのも」

			「つかの間でも、戦いから離れた生活は大事だな。これが本来のあるべき姿なんだろうな」

			「こんな時間が永遠に続くように、また頑張らなくちゃ」

			　そんな風に会話をしていると、ラズニーちゃんが「やった！」と万歳した。

			　達成感に満ちた顔をしている彼女の手元には、色鮮やかな花冠が完成していた。

			　私たちも一目それを見ようと、彼女の近くに座った。

			「風子お姉ちゃん！　大地お兄ちゃん！　できたよ！」

			「ああ、立派なもんだ」

			「本当に上手にできていますね」

			「えへへ、でしょう？　じゃあ、風子お姉ちゃんはちょっとだけ動かないでね」

			「ええ、わかりました」

			　彼女が何をしようとしているのかは、すぐに理解できた。

			　ラズニーちゃんは花冠を持つと、私の後ろに回る。

			　そして、そっと頭に素敵な花冠をかぶせてくれた。

			「どうですか？　似合っていますか？」

			「うん、ばっちり！」

			「とてもきれいだよ」

			「ふふっ、ありがとうございます」

			　お礼を言うと、ラズニーちゃんは満足げに芝生の上に寝転がる。

			「集中したから、ちょっと疲れちゃった」

			「太陽が気持ちいいから、眠ってしまいそうだな」

			　桂木くんも真似して、体を大の字に伸ばした。

			　二人とも、とても気持ちよさそうな顔をしている。

			　そんなに気持ちいいなら……。

			　私も二人にならって、そっと体を倒す。

			　太陽の光を吸収した芝が、ちょうどいい温かさで全身を包んでくれる。

			　あぁ、本当だ。

			　ちょっと目を閉じてしまえば、簡単に……意識が……落ちてしまいそうに……。

			　

			「……あれ？」

			　ふと、おでこに温かみを感じて目が覚めた。

			　自分がどうして眠っていたのかもわからないけど……どうやら買ったばかりのお家の部屋ではないことはわかった。

			　風が吹いていた。つまり、外。

			　一体どこなのでしょう？

			　寝起きのせいで視界がぼんやりとしている。

			　手でぬぐうと靄が取れたようにクリアな景色が入ってきて、愛しい男性(ひと)の顔が広がった。私を見つめて、微笑を浮かべている。

			　ということは、後頭部に感じる引きしまった、少し硬い枕のようなものは桂木くんの膝……？　さっきから撫でてくれているのも彼みたいだ。気遣うような丁寧な指の動きが心地よい。

			　……なるほど。

			「……ここは天国でしたか……」

			「……何を言ってるんだ、風子は」

			　私の呟きにすばやく反応が返される。

			　言った自分自身でも少々恥ずかしかったのでコホン、と咳払いをして誤魔化す。

			「……いえ、なんでもありません。えっと……私はどうしてこんなご褒美を与えられているのでしょうか……？」

			「疲れがたまっていたんだろうな。ラズニーから花冠をもらって寝転んだら、そのまま寝ちゃったんだよ」

			「……そんな一瞬でしたか？」

			「ああ。ラズニーも笑っていたぞ。お昼寝の大会があったら、風子が優勝だねって」

			「……それは恥ずかしいです」

			　真っ赤になった顔を見せないように手で覆う。

			　お二人にそんな失態を見られてしまうとは。

			　無防備なだらしない寝顔を晒してしまったことでしょう。

			　羞恥のあまり、さっきから鼓動がどんどん加速している。

			　ふぅ……と息を吐いて、動悸と思考を落ち着かせる。

			　そうだ、こうも考えられるのでは。

			　無意識のうちに眠ってしまったから、今の膝枕があるのだと。

			　そう思えば……私、グッジョブです！

			「あっ、花冠は無事ですか？」

			「ラズニーがちゃんと風子の部屋に持っていってくれたよ」

			「そうでしたか。それはよかった」

			　せっかく作ってくれたのに寝ているうちに壊してしまったら、ラズニーちゃんになんと謝ればいいのかわからないところでした。

			　どうやら九死に一生を得たみたいですね。

			「体調の方はもう大丈夫なのか？」

			「眠れたおかげで多少は楽になりましたし……こんな役得まであるなら、倒れてよかったと思います」

			　私は髪を手で梳かれながらも、グリグリと膝に顔を押し当てる。

			　それを不思議に思った桂木くんは手を止める。

			「……何してるんだ、風子？」

			「えっと……マーキングです」

			　今度は、いつこうやって甘えられる日が来るか、わからないから……とは付け加えられなかった。

			　今は世界の問題を解決することが優先なのはわかっている。

			　桂木くんは優しいから、気にもかけてくれるだろう。

			　私はいつだっていい。

			　愛を与えてくれるなら構わない。

			　そう頭では理解しているはずなんだけど……全く心の方が追い付いてくれない。

			　彼の言葉が聞きたい。

			　彼ともっと触れ合いたい。

			　彼を深く、広く知りたい。

			　彼の愛で満たされたい。

			　先日、本当の意味で始まった恋がそんな主張をする。

			「相変わらずだなぁ、風子は」

			「桂木くんへの愛ゆえに、ですよ」

			「……ブレないなぁ」

			「はい、変わりません。そんな柔な気持ち(もの)ではありませんから」

			　少しの間も我慢できないような、すぐに冷めてしまうようなものではない。

			　今までだって相手になんかずっとされなかった。それでも、気にすることなんてなかった。我慢できていた。

			　でも、そう……自分でも思ってきたはずなのに……予想していたよりも、どうやら私はもろかったみたいで。

			　ここ数日間はそんな自分に、驚きと呆れと嫌気を感じた。

			　人を愛し、愛されたいという初めての感情は、どうやら考えていた以上に厄介みたいだ。

			「……そうか……。風子は優しい子だな」

			「そんなことないですよ。獣です。オオカミです。襲っちゃいます」

			「風子みたいな可愛いオオカミだったら、大歓迎するけどな」

			　どくん、と大きく胸が跳ねる。

			　全く……この人は私の気も知らないで……。

			　そんな優しい言葉をかけられたら……我慢ができなくなってしまいます。

			「…………ズルいです。だから、桂木くんにわがまま言っちゃいます」

			「甘んじて受け入れようか、風子さん？」

			「それなら……」

			　私は勢いよく起き上がると、彼の頬に軽く唇を触れさせる。

			　そのまま首に腕を回して、腰の位置を彼の太ももへと動かした。

			「……お姫様抱っこを所望します」

			「……了解。それじゃあ、みんなのところに行こうか」

			「……はい」

			　彼は私を抱きかかえたまま立ち上がると、喧噪のする方へと歩いていく。

			　玄関を開けてリビングを見ると、玉城さんとリードレッドさんが言い合っていた。

			　リリーさんとラズニーちゃんはそんな二人を見て笑いあい、朱里さんはご飯の準備を始めている。

			　周りには冒険者のアスカさんやダンジョンの主であるミアレさんまで、この空間を楽しんでいた。

			　微笑ましい光景にクスッと笑ってしまう。

			　きっとこの私たちの状況を見て、彼女たちは一気に寄ってくるはずだ。

			「あっ！　大地、それセクハラ！」

			「……うらやましいなぁ……」

			「ちょっとあんた、何やってんのよ！」

			　ほうら、やっぱり。

			　アスカさんまで怒っていて……。

			　皆さんに囲まれて、せっかくの二人きりの時間も終わってしまう。

			　……まぁ、だけど、ここは譲ることにします。

			　だって、今はこうして心が満ちていますし……。

			　笑って過ごす時間が、とても大切に思えるから。

		

	
		
			　

			　　　あとがき

			　

			　起立、気を付け、礼。おはようございます。

			　ホームルームを始めます。……と、その前に先生はクラスのみんなに聞きたいことがあります。机に伏せて、思い当たる節がある人は手を挙げてくださいね。

			　……みなさん、準備ができたようですね。

			　それでは質問します。

			　サキュバスと聞いて、本編にえっちなシーンがあると思った人は手を挙げてください。

			　……はい……はい。わかりました。

			　もう下ろしてくださって結構ですよ。

			　先生、正直おどろいています。

			　まさか全員が挙手するとは思っていませんでした。

			　ええ、恥じることではありません。

			　むしろ、その欲望に忠実な態度は素晴らしいものでしょう。大切に育ててください。

			　恥じるのは、先生の方だ。

			　先生にはね……なにもかも足りなかった。

			　こう、自分のえっちな妄想を文章にするのって、すごく恥ずかしいじゃないですか。

			　妄想は簡単なんだけど、文章にすると、けっこうきつい。

			　先生には勇気がありませんでした……。

			　そして、今からこのあとがきを編集さんに提出するのも怖いです。

			　恥ずかしい……。

			　それでは余白も少なくなってきましたので、謝辞に入らせていただきます。

			　いつも優しく作品をよくするために携わってくださる編集のＫ様。

			　私、変態じゃないんですよ？　本当ですから、本当ですからね？

			　毎巻、すばらしいイラストを描いてくださるteffish先生。

			　そして、拙(せつ)作(さく)を手に取ってくださった読者の皆様。

			　この本で少しでも笑顔を届けられたらいいなと思っています。

			　本当にみなさま、ありがとうございました。

			　以上で締めさせていただければ。

			悠島蘭
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